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　一、想い出がいっぱい



　あれは、そう。

　耕こう太たがちずると出会って、およそ二週間ほどが経たったあたりのことだった。

　山と川のほかは、田んぼや畑しかなかった田舎の村から、耕太にとっては大都会ともいえる街、風谷市は風谷町にある学校、私立薫くん風ぷう高校へと転校してきて──。

　そこで、じつは妖よう狐こだったセンパイ、源みなもとちずると運命的な出会いを果たして──。

　その後、ちずるとコイビト的にいろいろすったもんだあったあげく──このときはまだ、耕太はちずるに対して具体的に吸ったり揉もんだりなんてことはしてなかった──薫風高校の番長であり、じつはヒグマの妖よう怪かいでもあったキムンカムイこと熊くま田だ流りゆう星せい（現・彗すい星せい）氏と闘うはめになって、なんとか勝利を収めたりして。

　それから、十日ほど経ったあたり。



　耕太は、男装姿のちずるの前で、女装していた。



「あ、あの……」

　と、耕太がおずおずと洩もらした声に対して、

「うん？」

　と、耕太の真正面にしゃがみこんでいたちずるは、小さく首を傾かしげながら、顔をあげ、微笑ほほえみをたたえた唇でもって、じつにいたずらっぽく尋ねてきた。

「どうしたのかな、耕太くん？」

　その姿は、上から下まで、きっちり、薫くん風ぷう高校男ヽ子ヽ生ヽ徒ヽのものだった。

　そして見あげられた耕太は、上から下まで、きっちり、薫風高校女ヽ子ヽ生ヽ徒ヽの姿だった。

　すなわち、ちずるは──。

　白いワイシャツの上に男子の制服であるブレザーを着て、下は男子の制服であるスラックスを穿はき、首にはちゃんとネクタイを締め、ご丁寧にも腰まで伸びた長い黒髪は、頭のすぐ後ろでしばって目立たぬように垂らすという男の子の姿で──。

　逆に、耕太は──。

　白いブラウスの上に女子の制服であるブレザーを着せられ、下は女子の制服であるチェック柄のスカートを穿かされ、首にはちゃんとリボンを巻かれ、あげく、ご丁寧にも頭には髪留めをつけられ、唇にはつやつやなリップを塗られるという女の子の姿で──。

　放課後の音楽室に、ふたりっきり、向かいあっていたのだった。

　あの、音楽室である。

　二週間前、耕太とちずるが初めて出会った日、ちょっとした共同作業でもって、爆発、炎上、大破させてしまった、学校の音楽室である。

　教室のなかは、いまだ被害のあと生々しく──は、なかった。

　まだ二週間しか経たっていないというのに、すでに音楽室は元の姿を取り戻していた。

　床も、天井も、壁も、焦げ痕あとひとつない。

　室内にはすでに生徒用の椅い子すと机がずらりとならび、壁にはベートーベンやヘンデル、モーツァルトといった著名な音楽家の肖像画が入った額が飾られてすらいる。いまの耕太ならば、この素早すぎる再建ぶりが〈葛くずの葉は〉の力によるものだとわかるが、当時は知らず、ただ「都会って、建物が直るのも早いんだなあ……」とのんきに思うばかりだった。

　そんな、すっかり元どおりとなった、放課後の音楽室にて。

　耕太とちずるが、逆転男女な格好でもって対たい峙じしていたのは、なぜか。

　話は、三十分前へと、遡さかのぼる。



「──だ、ダメですよう、ちずるさぁん！」

「えー、どうしてぇ、耕太くぅん」

　やはり、音楽室での出来事だった。

　再建工事が終わったばかりで、まだ実際には使用しておらず、だから人ひと気けがないのをいいことに、耕太とちずるは音楽室を純愛☆ベストプレイスとして勝手に使っていた。

　いや。

　この時点では、耕太は秘めた獣性というか、熱病にも似たちずるのビッグ・マムへの情熱をほとんど解放してはいなかった。そのため、耕太はちずるになかば引きずりこまれるかたちで音楽室へと連れてこられ、抱きつかれ押し倒されて──。

　あやうく唇を奪われる寸前で、どうにか耕太はちずるを押しとどめていたのだった。

　耕太を押し倒し、馬乗りになって顔を両手で挟みこんで、「んー……」と迫っていたちずるは、そのキスのかたちに尖とがらせていた唇を、ぷー、とさらに尖らせる。

「どうしてダメなのお」

　と、唇を尖らせたまま、耕太に尋ねてきた。

「ど、どうしてダメって……」

　や、やっぱり、説明しなくちゃイケナイなのかな？

　耕太は涙でうるみきった眼めで、ぐすすっ、と鼻をすすって、思う。

　だって、えっちなことは、イケナイから！

　と、耕太にとってはあまりにも自明の理であり、ゆえにいままであまり深く考えたことすらなかった貞操観念が、どうもちずるにとってはそうでもないらしく。

　だって、愛しあってるんだから、イイじゃない！

　なんて言葉をぶつけられては、毎度毎度、返す言葉を失う耕太であった。が。

　しかし、だ。

　このまま返す言葉を失ったままでは、それこそ、いずれ耕太は言葉どころか貞操を失いかねない。ただでさえ近ごろのちずるのアタックぶりは過激さを増すばかりなのだから。

　だから耕太は、考えた。

　馬乗りになったちずるの下、まるでチワワのごとく眼をうるませ、ふるふると震えながら、考えに考え、悩みに悩み、そして、とうとう、見つけだした。

「じょ……女性が！」

「女性が？」

　チワワな耕太を黙って見守っていたちずるが、耕太の見つけだした言葉を、復唱する。

「だ、抱きついたりとか、キスしたりとか……ぱ、ぱんつを見せたりとか！」

「ぱんつ？　見たいの？」

　んふー、とちずるは満面の笑顔を浮かべて──。

「はい、どーぞ、耕太くんっ」

　ぴらりん。

　チェック柄のスカートを両手でつまみ、まくりあげた。

　ぬはっ。

　耕太の腰のあたりにまたがっていたちずるの、その、耕太に接していた部分──すらりと左右両側に伸びた太ももの、そのすこしくぼんだつけ根や、ふにっ、としたしましまなぱんちーの、ふにっ、としたところ──が、すべて、完全に、放課後の音楽室に差しこむまだまだぜんぜん明るい午後の日ざしの下、明らかになってしまう。

「ひああああああ!?」

　耕太は悲鳴をあげて、自分の顔面を両手で覆った。

　まぶたも閉じていたので、すっかり視界は真っ暗となる。

「ち、ちずるさん、ちずるさん、なにを、なにをー!?」

「あれ、違った？　だって耕太くんが、ぱんつとかいうから……」

「違いますぅー！　そ、そうやって、人にぱんつを見せたりとか……そーゆーのを、恥じらいもなく女性がやるのって、ぼく、すっごくイケナイと思います！」

「あー……わかる、わかるよ耕太くん。うんうん、わかるわかる」

　ちずるが、耕太の上にまたがったまま、なにやらうなずきだす。

　その動きを伝わってくる振動で察した耕太は、顔面を覆った両手の指の隙すき間まからちらっと覗のぞきこんで、変わらずちずるがスカートをつまみあげてぱんつー丸だし状態だったのを目の当たりにしてしまい、「きゃんっ」と子犬のように鳴き声をあげた。

「な、なにが、なにがわかったんですか、ちずるさんっ」

「アレでしょ？　男のひとって、チラリズムってやつ？　こう、隠してあるほうが興奮しちゃうイキモノなんでしょう？　本で読んだから知ってるよ？　『これからの『性技』の話をしよう』って本に、たしか載ってた」

　へー、そんな本、あるんだー。

　って、感心してる場合じゃないっ！

　耕太は顔面を両手で覆い隠したまま、いやんいやんと身体全体を左右に揺すった。

「だ、だったら……だったら、どうして！　ちずるさんは、そう、恥じらいなくぅ」

「ちょーっと待った、耕太くん！」

　ちずるが、ストップ、と耕太に向かって、手のひらを突きつけてきた。

　耕太は、顔を覆ったままの両手の指の隙間から、その手のひらを見て、眼めをぱちくりとさせる。

「な……なんでしょうか、ちずるさん」

「あのね、耕太くん……。わたしが、本当に恥ずかしくないって……そう思ってるの？」

「え」

　まさか。

「恥ずかしいよ！　耕太くんに抱きついたり、押し倒したり、キスしたり……スカートをまくりあげて毎日が勝負下着を見せつけたり、この……この、大きなおっぱいを！　こうして、こう、押しつけたり！　そんなの、恥ずかしいに決まってるじゃない！」

「ふ、ふにゃー!?」

　ちずるは熱く激しく訴えかけながら馬乗りになっていた耕太へと覆いかぶさり、そして、その豊かに実った胸の果実を、ぐにょんぐにぇん、熱く激しく耕太の顔面へと押し当ててくる。

　このとき、耕太は顔面を両手で覆っていた。

　が、ちずるがかけてくる圧倒的な乳量の前には、まさしく蟷とう螂ろうの斧おの。

　あえなく手のガードは剥はがしとられ、耕太はモロに顔面でもってちずるの胸の悪魔の実、ボインボインの実を味わうこととなったのだった。わんぴーす！

　う、うぷぷ、ぷぷ！

　い、息が……。

　息が、できない！

　これから先、このようにして耕太はちずるの胸に溺おぼれ、なんどか地上なのに溺でき死ししかけることとなるのだが、これは、その最初の臨死体験であった。

　ごめん、おじいちゃん……。

　ぼく……。

　もう……。



    

  
    
      



    

  
    
      　小お山やま田だ耕太、享年、十六歳。

　その死に顔は、不思議と安らかであったという──。

「──あ、そうだ」

　と、遠のく意識のなか、耕太が田舎の祖父に別れを告げたり自分の死後を思っていたりしたとき、ふいに、顔面を襲っていたちずるの乳圧が、すっ……と弱まった。

　ぷはっ!?

　ここぞとばかりに耕太は酸素を求めて、一気に息を吸いこむ。

　そうして、ぜはーぜはーと呼吸を荒くして、ひうー、と涙をぽろぽろこぼしていた耕太の顔を、ちずるが覗のぞきこみ、にま～、と笑みを浮かべた。

「いいこと思いついちゃった……って、あれ？」

　得意げだったちずるの表情が、一変する。

「こ、耕太くん、どうしたの!?　耕太くん、耕太くーん!!」

　どうしたのーっていわれましてもぉー。

　涙、鼻水、よだれでぐちゃぐちゃだった耕太に、答える気力はなかった。



　それから、ちずるは「ちょっと待っててね」と音楽室を離れて。

　戻ってきたときには、手に薫くん風ぷう高校の制服を二セット、抱え持っており。

「さあ、耕太くん、わたしがどれだけ恥ずかしかったか……その身体で、味わってみて！」

　と、うち一セット、女子の制服を突きつけて。

「や？　やや？」

　なんてひたすら戸惑うばかりだった耕太の服を、ちずるは強引に引っ剥ぱがし、女物のブラウスやらブレザーやらスカートやらを手ずからに着させ、首にはリボンを巻き、どうせだからと髪には髪留め、唇にはリップを塗った上で、こんどは自分が着替えだして。

　そう、なんら隠すことなく。

　耕太の眼前で。

　いきおいよくブレザーからブラウスからスカートから、脱ぎ捨てて。

　口をあんぐりとさせていた耕太に、その脱ぎ捨てた服が、ぱさ、ぱさ、ぱささと被さるなか、ちずるは下着だけの姿──さきほど耕太に死をメメントさせたふくらみふたつを包みこんだ〈ぶららー〉と、さきほど耕太に、ふにっ、とした部分をまざまざと見せつけた〈しましまなぱんちー〉以外、なにも身につけてはいない姿──で、「えっち」と笑いかけてから、いそいそと着替えを開始。

　男物のワイシャツ、ブレザー、スラックスを着て、首にはネクタイを締め、長かった黒髪は頭のすぐ後ろでまとめて垂らして、そして。

「はい、耕太くん、ぱんつ見せて？」

　と、女装した耕太の真正面にしゃがみこんで、男装したちずるは告げたのだった。

「な……なんで!?　ですか!?」

　と、耕太は反射的にスカートを押さえて腰を引きながら、疑問をぶつけた。

「いったでしょ？　わたしがどれだけ恥ずかしかったか、その身体で味わってみてって……わたしが耕太くんに抱きついたり押し倒したりキスしたりぱんつ見せたりしているとき、どれだけ恥ずかしく感じてるのか、耕太くんに実体験してもらおうと思って」

「実、体、験……？」

「うん。よりわかりやすくなるよう、女の子の格好してもらって。わたしはこうして、男の子の格好をして……どう？　似あってる？」

　ん？　と耕太の足下にしゃがみこんだままのちずるが、キメの角度なのだろうか、斜めに顔を向きを変えて、きりっ、と表情を引き締め、見つめてくる。

「あ、はい、とても……カッコイイです」

「ふふっ、ありがと。耕太くんも……とっても、カワイイよ！」

　と、ちずるは眼めを糸のように細めて、にぱぱー、と太陽のような微笑ほほえみを浮かべた。

「あ、ありがとう……ござい、ます……」

　褒められ、かーっ、と頬ほおを熱くさせながら、耕太はうつむく。

　そうして恥ずかしさに身体をもじもじさせながらも、しかし、いまいち耕太は素直に喜べないものがあった。

　だって、ぼく、男の子だし。

　女の子じゃないし！

　いくら女の子の姿がカワイイっていわれても……ってゆーか、ちずるさん、この制服、いったいどこから持ってきたんだろ？　どうしてこんなサイズがぴったりなんだろう？

「さ、カワイイカワイイ耕太くん、早くスカートをまくって、ぱんつ見せてー？　べつに、ぱんつじゃなくってわたしに抱きついたり押し倒したりキスしたりしてくれてもかまわないんだけど、でも耕太くん、そーゆー肉体的接触って、まだいまいち苦手でしょ？」

「に、苦手です！　ものすごく！」

　耕太は思いっきり首を縦に振って、うなずく。

　ぶぶんがぶん。

「じゃ、やっぱりぱんつね！　ほらほらぁ、早くぅ～」

　と、いったやりとりの結果。

　薫くん風ぷう高校女子生徒の姿をした耕太は、足下にしゃがみこむ薫風高校男子生徒の姿をしたちずるに、放課後の音楽室にてスカートをまくりあげ、なかのぱんつを見せつけなくてはならないことになってしまったのだった。

　そうして、どれほどの時間が経たったことだろうか。

　音楽室の窓から入りこむ日ざしは、すでにあかね色に染まりつつあった。

　その心切なくさせる光に照らされたちずるの瞳が、やたらきらきらと輝いているように感じられたのは、決して耕太の気のせいではあるまい。

「ねえ、まだー？　耕太くーん。見たいなー。ちずる、早く耕太くんのぱんつ、見たいなー。ぱ・ん・つ、ハイ、ぱ・ん・つ、ハイ！」

　と、いつのまにか耕太の前にしゃがみこむのではなく、礼儀正しく正座していたちずるが、手拍子とともにぱんつコールを送ってくる。

　う、うう……。

　耕太はそんな、うきうきウォッチング状態なちずるの前で、ただ立ちつくすばかり。

　だらりとスカートの前に垂らした両手を、わきわき、ときどき結んで開く。

　もはや理屈ではなかった。

　スカートをまくりあげ、ちずるになかのぱんつを見せつけてやらなければ、決して、この場が納まることはないだろう。

　わかってる。

　ならばやればいい。

　簡単なことじゃないか。たかがスカートをまくりあげるだけのことだ。それですべて終わる。おうちに帰ることができる。満足したちずると、いっしょに──。

　だが、しかし。

　そう、だが、しかしだった。

　は、ははは……。



　恥ずかしい!!



　たかがスカートをまくりあげるだけの行為が、これほどまでに困難なこととは。

　身がすくむような羞しゆう恥ち心しんが、耕太の身体を灼やく。灼いて、動きを凍らせる。

　なのに、ああ、なのに。

　感覚はむしろ、敏感になってしまっている！

　ちずるの視線を、耕太は肌で、身体で感じる。いや、感じてしまっていた。

　期待に満ちたちずるの視線が注ぎこまれる、スカートの、その奥──ただでさえ過敏な部分に、ずきずきと、耕太は感じてしまう。ああ、どうなんだろう？　ぼく、汗臭くなったりしてないだろうか？　唾つばを呑のみこむ音が、さっきからやたらと大きく響く。きっとちずるさんは気づいているんだろう。勘づいているんだろう。いろんなことを……ぼくのいろんなことを！　ああ！　ああ！

「ねえ、耕太くん……」

　嘆息した耕太を、正座していたちずるが、もじもじ、くっついていた太ももと太ももをすりあわせるように揺すりながら見あげて、いった。

「わたし、もう……我慢できないよう……」

　そう告げて、太ももと太もものつけ根の部分に、重ねた両手を押し当て、ぎゅー。

　いわゆる股こ間かんの部分に、重ねた両手を押し当て、ぎゅぎゅぎゅのぎゅー。

　押して、押して、強く押して、ぎゅーぎゅーぎゅー。

「は……」

　はうあああっ!?

　瞳をうるませ、顔をすっかり上気させたちずるの、そんな姿を目の当たりにして、耕太は震えた。

　このとき、耕太は、雷鳴に打たれたかのような衝撃に襲われていた。

　その衝撃は、耕太の身体を縛りつけていた羞しゆう恥ち心しんという名の鎖を吹き飛ばして、なお、あまりあるものだった。

　耕太は動く。

　まるでなにかに操られているかのごとく、耕太の手は、穿はかされていたチェック柄のスカートを、つかんだ。

　そして、持ちあげる。

　ゆっくり、ゆっくりと……そろそろと持ちあげ、じわじわ、中身をあらわにする。

　膝ひざ上うえすぐまで隠していたスカートの裾すそが、じりじりと持ちあがって、耕太の太ももから、やがてそのつけ根まで、ちずるの眼前にさらして──。

　ああ……。

　灼やかれる。

　ちずるの視線で、耕太の肌が灼かれてゆく。

　その灼しやく熱ねつに追いたてられるかたちで、耕太は、とうとう、すべてを剥むきだしにした。してしまった。

　ぱんつを──。

　その布地に隠された、耕太のアバターを──３Ｄ──。

「あ、ああ……」

　ちずるが、ため息にも似た吐息をつく。

「耕太くん……すごいね……すごいよ……すごい……すごすぎる……」

　はああああ。

　ちずる、自分の頬ほおに手を当て、うっとり。

　耕太のアバターを見つめて、うっとり。

　そんなちずるに、耕太の３Ｄ度もずきんずきんといや増すばかりで、うっとり。

「ち、ちずるさん……」

「耕太くん……」

　やがて。

「耕太くん……耕太くん……耕太くん……耕太っ、くーん！」

　びよーん、とちずるがいきおいよく飛びついてきて。

　受けとめようとする耕太を抱きしめ押し倒し。

「ち、ちずるさっ……」

「耕太くんっ！」

　ちゅー。

　ちゅーちゅーちゅー。

　んちゅちゅのちゅー。ちゅぅー。

　と、ひっそりと夜が忍びこみつつあった音楽室のなか、耕太とちずるのＣｈｏｏ　Ｃｈｏｏ　ＴＲＡＩＮは超特急で出発進行を果たしたのであった。
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「ふふっ……」

　耕太は、笑った。

　深い茂みのなか、その葉と茎とに埋もれるかたちで大の字となって、あまり天気のよくなかった空を、ぼんやりと眺めながら。

　耕太の眼めに映る空は、小さかった。

　それもそのはず、耕太が大の字となって埋まっていた茂みのまわりには、多くの木々が生え、伸び、そびえて、悠々と葉を生い茂らせていたのだから。そのため、空はまわりの木々が茂らす葉に囲まれて、わずかな隙すき間まから小さくしか覗のぞくことができなかった。

　まあ、べつに大した問題ではなかったのだが。

　なぜって、耕太はなにも見てはいなかったから。

　いや、眼に映ってはいた。

　どんよりとして冴さえない空も、その空を覆い隠すかのように黒々と茂る葉も、みんなちゃんと、耕太の眼にしっかりと映ってはいた。

　ただ、見ていなかっただけだ。

　いま耕太の心のなかには、ひとつだけ。

　たったひとつの事柄だけ。

　ちずるさん──。

　彼女のことしか、耕太のなかには存在していなかったのだった。

　耕太がここにきて、もうどのくらい経たったのだろうか。

　答えは一週間だったが、耕太にはわからない。興味がなかったからだ。

　樹海といっていいほどの鬱うつ蒼そうとした森のなか、耕太はひとり、薫くん風ぷう高校の制服姿──ちゃんと男子のものだった──で仰向けになって、ひたすら、ぼんやりと空を眺めていた。空腹は覚えなかった。喉も渇かなかった。おそらくは〈神〉としての力だろう。

　そうして、耕太は見るともなしに空を眺めて、ただただ思いだしていた。

　ちずるとの、想い出をだ。

　想い出ならたくさんあった。

　だから思いだす。

　その時がくるまで、耕太はただただ思いだす。

「そうだな……」

　こんどは、そう──。



　なぜ、耕太はこうしていずことも知れない森のなか、ひとり、ちずるとの想い出に生きていたのか。

　話は、一週間前へと、遡さかのぼる。



    

  
    
      


　二、誰たがために
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　四月も半ば。

　始業式から一週間ほど経たった、薫くん風ぷう高校、校舎の一室にて。

　放課後、長々とおこなわれていた生徒会の定例会議が──。

「では、これで本日の会議を終了します。みなさん、お疲れさまでしたー」

「でしたー」

　と、ようやく終わりを告げた。

　一同、礼。

　会議に出席していた生徒たちが、ぞろぞろ、教室から廊下へとでてくる。

　そのなかに、耕こう太たのクラスの委員長、朝あさ比ひ奈なあかねの姿もあった。



「……ふう」

　あかねは、小さく息を吐く。

　この日は、四月、新学期となって初めて迎える生徒会の定例会議だった。

　そのため、いろいろと決めなければならないことが多く、いつもより終わるのがだいぶ遅かった。だから外はもう薄暗く、廊下もおなじく暗い。会議に出席した生徒たちの表情には疲れが滲にじんで、歩きながら大きくあくびするものも少なくはなかった。

　もちろん、あかねも例外ではなかった。

　着ていた制服には乱れひとつなかったし、ぴっちりと分けておでこを剥むきだしにした前髪にだってほつれひとつない。かけているハーフリムの眼鏡にも曇りひとつなかったが、それでも、ほかの生徒たちとおなじく、表情にはしっかり疲労の色があらわれていた。

「はー……」

　あかねはまた小さく息を吐く。

　そうして、教室のドアから廊下へと、一歩、足を踏みだして──。

　固まった。



「よっ」

　固まらせたのは、彼女のクラスメイト、源みなもとたゆらだった。

　ちずるの弟であり、おなじく妖よう狐こだったたゆらは、あかねとは対照的な、じつにだらけた着こなしの制服姿で、それでも毛先が肩に届くほどの長さだった髪はきちんと整えて、薄暗い廊下にひとり、壁に寄りかかるかたちで立っていた。

　その状態で、どうやら生徒会の会議が終わるのをずっと待っていたらしい。

　あかねが教室からでてきたとたん、たゆらはほがらかな顔つきで「よっ」と片手をあげ、彼女に挨あい拶さつしたのだった。

　が、しかし。

「……なんか用？」

　対するあかねの反応は、なんとも冷淡なものだった。

「えっ」

　たゆらは戸惑いを隠せない。

「あ、えーと、その……」

「用がないんだったら明日にしてくれる？　わたし、今日は疲れてるから」

「ま、待った！　ある！　用ならあるよ!?」

「なに？」

　じとり。

　不機嫌そのものの据わった目つきで、たゆらはあかねに見つめられた。

　ヘビに睨にらまれたカエルのごとく、見つめられたたゆらの喉のどが、ぐびり、と鳴る。

「そ、その、デスネ……」

「サヨウナラ」

「待ってぇー！　置いてかないでぇー！」

　無情にも立ち去らんとしたあかねに、たゆらは必死ですがりつく。

　といっても、下手に身体に触れたりしたらさらに機嫌を損ねてしまうことはまちがいがなかったので、あくまでも精神的なすがりつきだ。いわばエアすがりつき。あかねの背後、触れるギリギリのところで、たゆらはわたわたと手を動かした。必死だった。

　その動きが、中途半端なところで、びくーん、と止まる。

　あかねが振りむき、視線のレーザービームでもってたゆらを射貫いたからだった。

「源みなもと……」

　硬直したたゆらに、あかねはおごそかな口調で語りだす。

「は、ハイ」

「ムダよ」

「は、ハイ？」

「いくらごまかそうとしたって、わたしにはすべて──」

　と、ここで突然、ぱたん、とあかねは口を閉じた。

　口を閉じただけではなく、さーっ、と顔を紅あかく染めてゆく。

　そんなあかねが見せたいきなりの異変に、ん？　んん？　とたゆらの眉み間けんにはいぶかしげな皺しわが刻みこまれた。

　そのしかめた顔であたりを見回し、それでたゆらは気づく。

　ひそひそ、ひそひそ。

　ひそひそ、ひそひそ。

　野次馬たちがあかねとたゆらを囲んで、なにやら小声でささやきあっていたことにだ。

　あかねとおなじく、ただいまの生徒会定例会議に出席していた生徒たち──各学年のクラスの委員長や、生徒会の役員執行部であった会長やら副会長やら書記やらの面々──が。

　ひそひそ、ひそひそ。

　ひそひそ、ひそひそ。

　なんて、見ようによっては痴話ゲンカしていると捉とらえられなくもなかったあかねとたゆらを遠巻きにして、小さく小さく、しかしじつにわかりやすくささやきあう。

　ひそひそ、ひそひそ。

　ひそひそ、ひそひそ。

　と、そのささやきを破って、声がひとつ、あかねとたゆらの元に届いた。

「あらあら～、いいわね～？　青春ね～？」

　なんとものんびりした声だった。

　声は、のんびりと続く。

「うん、うん。恋は見るのもするのもステキなものよね～。え？　なあに？　あら、先生だって、恋ぐらいするわよ～？　ほら、いうでしょう、〈恋〉は遠い日の花火ではないって……こう見えて先生も、ばん、ばん、打ちあげちゃってるんだから」

　そういって、えへんぷい、と声の主は胸を張った。

　もっとも、声の主に、張って誇るほどの胸はなかったのだが。

　声の主は女性だった。

　まわりにいる生徒たちとは違って、オトナでもあった。

　しかし、服装こそスーツにタイトなスカートとオトナな格好ではあったが、その体格はまるっきり中学生だ。胸のふくらみぶりもまたしかり。外見も、まわりの生徒たちとほとんど変わらない童顔に、丸眼鏡、太い三つ編みと、しっかり幼かった。

　そんなオトナコドモな彼女の出現に、あかねとたゆらは声をあげる。

「せ……先生!?」

「幾いくちゃん!?」

「はい～」

　にっこり笑って、さきほどの生徒会定例会議にも立ちあっていた薫くん風ぷう高校教師、砂さ原はら幾は、ふたりに応こたえた。

　幾は、ふふふ、と声をあげて笑って、そして。

「朝あさ比ひ奈なさん～？」

　あかねに語りかけた。

「源みなもとくん～？」

　たゆらにも語りかけた。

　続けて、ふふふ、とまた笑いながら、あかねとたゆらのあいだに、両手を置いた。

「ひゅ～……ぱぁん」

　と、下のほうにならべて置いた握にぎり拳こぶしをひゅるひゅると上げて、ぱぁん、と開く。

　つまり、花火であった。

　いわゆる、〈恋〉の花火──。

「──ッ！」

　あかねの顔が、真っ赤に染まる。

　そうして、ぴー、と頭の先から湯気が噴きだしそうなほど真っ赤になった顔で、あかねはたゆらを鋭く睨にらみつけて──。

「～～～～～～ッ！」

　結局はなにもいえずに、くるりと背を向け、歩きだした。

　あかねは、足早に大おお股またで去ってゆく。

　その後ろ姿を、たゆらはてっきり怒鳴られると思ってびくっと身構えた状態で、ぽかんと見送っていたのだが。

「あ、あ、あ……朝あさ比ひ奈なー！」

　我に返るなり、あわてて追いかけていった。

　薄暗くなった廊下の奥へと、消えてゆくふたり。

「がんばれ～」

　その背に向かって、幾いくはのんきに手を振るのだった。
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　まったく、もう……！

　余計なこと、してくれるぜ！

　と、足早に廊下を歩きながら、たゆらは苦々しく表情を歪ゆがめた。

　本当、余計だった。

　おかげで、前をゆくあかねの足どりの速さったら、ない。

　ぴん、と両肩を高く角張らせた前傾姿勢で、ずんずんずんずん、じつに猛たけ々だけしく、あかねは薄暗い廊下を突き進んでゆく。

　その原因がさきほどの幾の発言にあることは、これ明白だった。

　ったく……！

　なーにが〈恋〉の花火だよ！

　ひゅ～……ぱぁん、だよ！

　冗談じゃねーっての、とたゆらは心のなか、吐き捨てる。

　あんな、まるでたゆらとあかねのあいだには〈恋〉の花火が打ちあがってました～、なんてしぐさをやられたら、そりゃ逃げだしたくもなる。ただでさえ、あのときはまわりの野次馬たちから遠慮のない視線やらひそひそ声やらを浴びていたのだ。

　そこに、まさか教師からトドメの一撃を食らおうとは。

　なに考えてんだよ！　とたゆらの憤慨はノン・ストップ、止まらない。

　フツー、教師なら、ああいう状況のときは野次馬たちをたしなめるもんだろ？

　それを、逆に焚たきつけるような……あんな……あんな……。



　あんな素晴らしいこと、するなんて……!!



　まったく、もう……！

　ステキなこと、してくれるぜぇ～！

　と、ついさっきまでの憤りに満ちた表情はどこへやら、たゆらは、にやややや～、とだらしなくゆるみきった顔で、幾いくへと感謝の弁を述べた。

　だって、ふたりのあいだに〈恋〉の花火があがるなんて、ステキやん？

　ちょっと一杯ウヰスキーでも飲みたくなるくらい、ステキやん？

　たしかに、あかねは恥ずかしかったろう。

　ふたりの関係を揶や揄ゆされて、その場から逃げだしたくなるくらいに恥ずかしかったろう。

　だけどたゆらは、嬉うれしかった。

　揶揄されて、その場で誇りたくなるくらいに嬉しかった。

　だって〈恋〉の花火、あげたいもん！

　ふたりの夜に思いっきり打ちあげたいもん！

　た～まや～、って叫びたいんだもーん！

　と、ここで、すっかりだらしなくゆるみきって、ちょっと見、おたふくのお面のようになっていたたゆらの顔が、元へと戻る。ただし、妙に力なく。

　まあ……。

　いまは余計だったっていうのは、ホントなんだけどさ……。

　たゆらの口から、はあ、とため息ひとつ。



　そもそも、なぜ今回、たゆらはあかねを待っていたのか。

　わざわざ生徒会の定例会議が終わるのを、廊下でなんて待っていたのか。

　なんとかして機嫌を直してもらうためだった。

　たゆらがあかねに〈無視〉されるようになって、もう、一週間近くが経たつ。

　正確にいえば、あのとき──。

　北ほく斗とセイジと南みなみユウコとかいう、まるでなんちゃらエースにでも変身できそうな名前の一年生カップルが、こともあろうにモースト・デンジャラス四次元純愛カップルコンビである耕太とちずるに、純愛のなんたるかを学ぶために弟子入りして──。

　その、最初の純愛レッスンの日──。

　耕太とちずるが暴走しないよう監視するためレッスンに参加していたあかねが、あろうことか暴走してしまった耕太によって乳を揉もんだくられた、あのときから──。

　なぜかずっと、耕太ではなく、たゆらが〈無視〉されていたのであった。

　なんで？

　乳を揉んだ耕太ではなく、無関係なはずのおれが、なんで？

　たゆらにはわからない。

　いや、ホントはわかっていた。

　八つ当たりである。

　いつだってそうだった。

　なぜか、あかねは耕太やちずるから受けた恥辱を、たゆらで晴らそうとするのだ。

　まあそれはいい。

　八つ当たりされること自体は姉のちずるで慣れていたし──弟はつらいよ──あかねにゴミを見るような眼めで一いち瞥べつされたり、冷たい口調で冷たくされたり、ときに実力行使で平手打ちされたりするのは、そんなにたゆらは嫌じゃあなかった。あ、違うよ。ヘンタイじゃないよ。Ｍでもないよ。どちらかというとＳなはずだよ！　たぶん。

　でも、無視はダメだ。

　無視は耐えられない。

　一日や二日なら、プレイの一環として楽しむこともできるだろう──だからヘンタイじゃないよ？　だが、それが一週間近くもだなんて。

　朝、挨あい拶さつしても返事してくれないし。

　授業中、ふざけてみても注意してくれないし。

　放課後、いっしょに帰ろうと誘っても無言で立ち去られるし。

　そのたび、たゆらの心はどれほどえぐられたことか。

　ヒドイよ。ヒドすぎるよ。どうでもいいやつに無視されたってべつにどうでもいいのだが、だって相手はあかねだ。マジ死ねる。ウサギは淋さびしいと死ぬのだという言葉が真実なのだと、いまのたゆらには心の底から理解することができた。まさしく身をもって。

　だから、機嫌を直してもらおうと思って、わざわざ待っていたのに。

　無事に会えて、そしてようやく話をすることもできたのに──第一声は「なんか用？」だったけど──それが、それがだ！

　あの、ひゅ～……ぱぁん、で！

　ぜんぶ台無しだよ、ちくしょう、ロリババア！

〈恋〉の花火を打ちあげてくれたことには感謝するけどさ、もうちょっとタイミングってものを読めよ！　もう！

　と、ひとしきり幾いくに向かって文句をいったり感謝したりした、そのあとで。

　ふと、たゆらは考えこむ。

　しかし……。

　あの、言葉……。

　そう、あの〈言葉〉だった。

　あかねが、あのときいった、あの言葉。



『源みなもと……ムダよ。いくらごまかそうとしたって、わたしにはすべて……』



　と、生徒会の会議が終わるのを廊下で待ち受けていたたゆらに向かって、あかねが告げた言葉。それが、たゆらにはどうにも気になってしかたがなかった。

　まさか……。

　バレてる……？

　いやいや、まさか、まさかぁ！　だってアレは極秘裏におこなったことであって、まさか朝あさ比ひ奈なにバレてるはずが……でも、あの言葉……むむむむむ、むー。



　なんて、あかねのあとを追いかけながら、あれやこれやと考えていたら。

　気がついたら、たゆらの前に、あかねの姿はなかった。



「うぃえ!?」

　驚き、たゆらはあたりを見回す。

　いた。

　あかねは、たゆらの背後、斜め後ろに、薄うす闇やみのなか、ぼう、と浮かびあがるような感じで、立っていた。

　どうやら、いつのまにかあかねは立ち止まっていたらしい。

　で、たゆらは気づかずにそのまま追い越してしまったらしい。

　まったく、考えごとをしながら人のあとなんか追うもんじゃなかった。

　たゆらは反省しつつ、内心、メチャクチャ焦りつつ、あかねの様子をうかがってみる。

「あ、朝比奈……さん？」

　じろり。

　睨にらまれた。

　その、春の夜にも似つかわしくない冷えきった目つきに、たゆらの心臓は跳ねあがる。

「う……」

　とうっ！

　どうじに、たゆらは跳んだ。

　どくん、という心臓の跳ねあがりにタイミングをあわせるかたちで、跳ちよう躍やく。

　あかねに向かって跳びながら、空中では後方に一回転するという、じつに難易度の高い動きを見せ、そして──。

　土下座の姿勢で、あかねの前に伏せた。

「すんっませんっでしたっ！」

　これぞ、たゆらがあたらしく開発した、ジャンピング土下座。

　その名も、スターダスト・土下座・プレスであった。

　しかし。

「……それで？」

　新ムーブを受けたあかねの、この冷淡さときたら！

　床の冷たさが、伏せたたゆらの身体に、やけに染み入ってくる。ひゅるりらら。

「あ、あの、その……」

「なにが、すみませんでした、なの？」

　だらだらだら。

　たゆらは土下座したまま、顔から身体から、冷たい汗が流れだすのを止められなかった。

「そ、それは……」

「源みなもと」

　びくっ、とたゆらは身体を震わす。

「は、ハイ……」

「わたし、嘘うそや隠しごとは、キライよ」

　びくくんっ。

　たゆらの身体の震えは激しさを増した。

「ううん、世の中には、隠しておいたほうがいい秘密もあるってこと、わかってる……だけど源、きみのはそうじゃないでしょう？　小お山やま田だくんにぜんぶ押しつけて、自分は安全なところで、ほくそ笑んでる……そんなの、最低だわ」

　はうあああああ！

　たゆらの心臓は、さっきスターダスト・土下座を敢行したときよりも激しく、もはや口から飛びだすだろういきおいで脈動した。

　し、死ぬ！

　このままではおれ、死んでしまう！

　あう、あう、と酸欠状態の金魚のごとく口をぱくぱくさせながら、たゆらは、おのれの敗北を理解するのだった。そりゃあもう、完全に。
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「本当に、ごめんなさい、でした」

　こんどこそ、たゆらは誠せい心しん誠せい意い、あかねに対して謝罪した。もちろん土下座で。

　そして、告白する。

　あのとき、一年生カップルへの最初の純愛レッスンのとき、耕太が暴走してあかねの乳を揉もんだくれたのは、たゆらの謀略によるものだったことを。

　そう、すべてはたゆらが元凶だったのである。

　じつは、あの耕太の暴走には、たゆらがひそかに飲ませたあるものが関わっていた。

　その飲み物の名は、〈九く尾び湯とう〉。

　超強力な酒＆催さい淫いん剤ざいであった。

　結果、期待どおりに──いや、たゆらの期待以上に、耕太は暴走した。してしまった。

　本来ならば、〈九く尾び湯とう〉を服用することで極度の興奮状態に陥った耕太は、あかねの目撃している前でちずるや望のぞむや蓮れんや藍あいなど、彼のコイビトやアイジンや義理のムスメへと襲いかかるはずだった。そして、その痴態を目の当たりにしたあかねに心の底から呆あきれられるはずだった。

　ところが、予想に反して、耕太の毒どく牙がはあかねへと向けられ。

　その清せい楚そかつ可か憐れんな胸のふくらみは、わしわしわしわし、揉もんだくられる結果へと。

「だ、だけどさ、違うんだよ、朝あさ比ひ奈な！　まさかあんなことになるなんて、おれ……し、信じてくれよ！」

　と、土下座したまま告白を終えたたゆらは、最後に過失であったことを訴える。

「道理で、おかしいと思ったわ」

　そんなたゆらを目の当たりにしたあかねは、心の底から呆れた様子で、いった。

「あの小山田くんが、理由もなしにあんなことをするわけがないもの。ちずるさんの前でもあったわけだし……それにしたって！」

　あかねの声が、憤りで満ちる。

「催淫剤だなんて！」

　その怒りの声に打たれて、たゆらは平伏した。

　へへー！

「申し訳、ありませんでしたー！」

　平伏して、ひたすら縮こまる。

　すでにもう、あたりはすっかり暗くなっていた。

　そんな、いまにも月明かりが差そうかという学校の廊下で──。

「まったく、もう……！」

　ホントにきみってひとは……と、あかねの文句はなおも続き、それをたゆらは床に伏せたまま、ただただ黙って拝はい聴ちようするのだった。



　やがて、あかねの文句が一段落ついたあたりで。

「あ、あのー」

　と、たゆらは床に伏せていた顔をあげ、尋ねてみた。

「なに！」

　とたんに、まだまだ消えていなかったあかねの怒りの炎にあぶられ、ひいっ、とたゆらは身をすくめる。

「い、いやさ、あの、どうして、その」

「どうして、わたしにわかったかって？　あのとき、源みなもとが小山田くんになにかをしかけていただろうことが……」

　こくこく、こく。

　たゆらは上目づかいであかねを見あげながら、うなずいた。

　まさしく、疑問はそれだった。

　あのとき、たゆらは極力バレないようにして、耕太に〈九く尾び湯とう〉を飲ませたはずだ。

　こっそりとペットボトルのお茶に混入して、さりげなーく耕太に勧めて……なのに、あっさりとバレてしまった。

　なんで？　どうして？

「耕太から、聞いた……とか？」

　いちばん可能性が高そうだった答えを、たゆらは述べてみる。

　なにせ、耕太は〈九尾湯〉を飲まされた当の本人である。

　自分になにが起こったのかは、よくわかっているだろう。

　でもって、ヒジョーに哀かなしいことではあったが、あかねから受ける信用も、耕太はたゆらよりはるかに高かった。『あのとき、たゆらくんからヘンなの飲まされたんですよー』なんて耕太から弁解されれば、きっとあかねはたやすく信じてしまうに違いない。

　ところが。

「いいえ」

　あかねは、静かに首を横へと振った。

「小山田くんはわたしになにもいわなかったわ。と、いうか、どうも、なにも覚えていなかったみたい。逆に、『あのときぼく、なにかしましたか……？』なんて訊きかれて、かえってわたしのほうがあわてちゃったもの」

　そのあわてたときのことを思いだしたのか、くすっ、とあかねは笑いをこぼす。

「じゃ、じゃあ……？」

「顔、よ」

　床に正座のかたちで座るたゆらを見つめて、あかねはきっぱりと告げた。

「か？」

「だから、顔。顔を見ればわかるわよ……源ったら、すぐに顔にでるんだもの」

　ま、マジで!?

　たゆらは、思わず自分の顔面を両手でところどころ撫なでさする。

「わたしが、小山田くんからあんなことをされた、つぎの日の朝……わたしと顔をあわせたとたん、源の顔にはハッキリとでてたわ。あの、後ろめたそうな顔……わたし、すぐにぴんときたもの。ああ、源、小山田くんになにかやったのね……って」

　うーわーい！

　たゆらは驚きよう愕がくし、そして悄しよう然ぜんとなって、がっくり、うなだれた。

　そんな、まさか、自分の考えてることがすっかり顔にでまくりだったなんて。

　完全に〈化ばけ狐ぎつね〉失格である。

　ってゆーか、もうオシマイなんじゃね？　化かせない〈化け狐〉なんて、名に偽りありまくりじゃね？　ただの狐じゃね？　帰るか？　故郷の山に帰ってしまおっか？

　と、あまりの衝撃に、おのれの〈妖あやかし〉としての進退すら考えていたたゆらに。

「ねえ、源みなもと？」

　あかねが、にんまりとした笑みを浮かべながら、いった。

「ひとつ、忠告してあげましょうか？　もし彼女ができても、きみ、絶対に浮気はやめたほうがいいわよ……すぐにバレるから」

　なっ！

　なんてこと、いうんだっ！　なんてことっ！

「う、浮気なんか、し、ししし、しねーよっ！」

　興奮のあまり激しくどもりつつ、たゆらは強くあかねにいい返した。

　の、だが。

「どうだか」

　なーんて、軽ーくあしわられちゃって、たゆら、マジ涙目ー。

　ああ……。

　おれって、浮気するようなやつだって、朝あさ比ひ奈なに思われてるんだなあ……。

　たゆらの身体からは、すっかり力が抜け落ちてしまった。

　身体とおなじくすっかり脱力した顔で、力なく、笑う。

　は、はは、ははは、はは……。



「──ところで、源？」

　と、あかねが語りかけてきたのは、たゆらがひとしきり力なく笑って、最後に、ぐすっ、と鼻を鳴らしたときのことだった。

「はえ？」

　なんですか？

　まだこのおれをいたぶるおつもりなんですか？

　たゆらはすこしばかり恨みがましい眼めで、あかねを見あげる。

　しかし、あかねはそんなたゆらのすねたそぶりなんてちっとも気づかない様子で、こんなことを尋ねてきた。

「アレは、どうなったの？」

「……へ？」

　アレ？

「だから、アレよ！」

　間の抜けた声で聞き返したたゆらに、あかねはじれったそうな声で質問を重ねてくる。

「ほら、ちずるさんと小山田くんに、あの一年生の男の子と女の子、北ほく斗とくんと南みなみさんが弟子入りなんてしてしまって……で、放課後、勝手に学校の視聴覚室を使って、ええと、なんでしたっけ、アレ……」

「純愛、レッスン？」

「そう！　それ、その純愛レッスン！　施してしまってるんでしょう、なにも知らない純真な北斗くんと南さんに、ちずるさんと小山田くんと、あとは望のぞむと蓮れんちゃん藍あいちゃん未み弥やとで、よってたかって、あんなこととか、こんなこととか！」

「あー……」

「あー、じゃない！　どうなったの、アレは？　不純愛レッスンは！」

　なんて、初日に乳を揉もんだくられて以来、耕太とちずるによる放課後の純愛レッスンには不参加だったあかねが、その後の経過をたゆらへと尋ねてきた。

　しかし、だった。

　そんなこと訊きかれたって、たゆらだって困る。

　なぜって、あかねが顔をださなくなって以降、たゆらもまた、放課後の純愛レッスンに参加なんてしてなかったからだ。

　だって、朝あさ比ひ奈ながいないのに。

　なんだって、あんなバカな集まりになんかでなくちゃならないの？

　意味ないじゃん！　意味ないじゃん！

　と、そのあたりの事情を、さて、どう朝比奈に説明したものやら。

　下手に言い訳すれば、たぶん、八つ当たりでまたいぢめられるんだろうなあ……無視されるよりはぜんぜんいいんだけどさあ！

　なんて、たゆらが頭をひねったときだった。



　薫くん風ぷう高校の視聴覚室、その前の廊下にて。

　耕太、望、蓮、藍、まどか、未弥、玉たま藻も、雪ゆき花はなと、美み乃の里り、四し岐きとが対たい峙じする前で。

　ちずるのなかに眠る〈奇稲田くしなだ姫ひめ〉が、完全なる覚かく醒せいを果たしたのは──。
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　刹せつ那な、たゆらの背筋に、怖おぞ気けが走る。

　怖気は瞬時のうちに全身にまで及び、たゆらの身体を激しく震わせた。

　な……なんだ!?

　なんだ、これは!?

　たゆらはがちがちと歯の根を鳴らしながら、震える身体を抑えつけようと強く自分を抱きしめつつ、怖おぞ気けの理由を探る。

　すぐに理由はわかった。

　巨大な力だった。

　とてつもなく巨大な力が、突如、近くに出現したのだ。

　それにしたって、だ。

　なんだよ、こりゃ!?

　あまりにメチャクチャすぎる、それは、薫くん風ぷう高校の校舎はおろか、街ひとつ、いや、下手すれば都市ひとつ呑のみこむほどの、巨大かつ強大な力だった。

　たゆらの脳裏に、ある単語が浮かぶ。

〈太陽〉──。

　そう、それは、まさしく〈太陽〉だった。

　大きく、強く、激しく燃えさかり、ただ近くに在あるだけで、ちっぽけなたゆらの身体を炙あぶって、揺らがして、震わせる。

　おなじ力を、たゆらは知っていた。

　かつて耕太が、一瞬ずつ、一瞬ずつ、わずかな時間だけ解放させた、〈神〉の力──。

　すなわち、〈素戔嗚尊すさのおのみこと〉の力。

　それが、いま、ここに在った。

　たゆらのすぐそば、近く、薫風高校の校舎のなかに。

　一瞬ではなく、煌こう々こうと燃えさかって。



「い……いかねーと……」

　ゆらり。

　たゆらは、正座のかたちで座りこんでいた床から、立ちあがる。

　立ちあがって、完全に夕ゆう闇やみへと沈んでしまった廊下を、よろめくように歩きだした。

　このとき、たゆらは具体的に力の位置を探りとっていたわけではなかった。

　なにしろ相手の力が巨大すぎる。

　感知しようにも、『薫風高校の校舎のどこか』なんて茫ぼう洋ようとした位置しかつかみとることができなかった。

　それでも、たゆらにはわかっていたのだ。



　視聴覚室──。

　おそらくは、今日もまた、耕太とちずるによる純愛レッスンがおこなわれたであろう、場所──。



　そこで、なにかが起こった。

　なにか、決定的な、出来事が──。

　だから、早く、一刻も早く──。

「いかねーと！」

「待って」

　駆けだそうとしたたゆらの腕を、後ろから、なにものかがつかむ。

「お願いだから、待って……」

　つかんだのは、あかねだった。

　あかねは、腕をつかんだまま、じっ、とたゆらの顔を見つめてくる。

　その顔は、夜目にもわかるほど、白く、青ざめていた。



「なにか、あったのね？　そうでしょう？」

「朝あさ比ひ奈な……」

　あかねの問いかけに、どう答えるべきか、一瞬、たゆらは悩んだ。

　本当ならば、悩むまでもなく、適当な嘘うそをついてごまかすべきだったのだろう。そしてここから逃がすべきだったのだろう。できるだけ遠くへ、なるべく早く。

　しかし、できなかった。

　真剣なあかねの顔が、まなざしが、たゆらに嘘をためらわせたのだ。

　だから、たゆらは、正直に事実のみを告げた。

「朝比奈……危険なんだ、とんでもなく」

　なにせ出現したのは、〈神〉の力だった。

〈妖あやかし〉であるたゆらですら、本音をいえば逃げだしてしまいたかった。君子、危うきに近寄らず。だって〈神〉の力を前に、たかだか二本しっぽの妖よう狐こごとき、いったいなにができるというのだろう？　ましてあかねはただのニンゲンなのだ。

「頼む。なるべく早く、ここから逃げてくれ。できるだけ遠くへ……」

　と、たゆらとしては正直に事実のみを告げ、お願いしたつもりだったのだが。

「イヤ、よ」

　あっさり、あかねに拒否された。

　そして、まっすぐにたゆらを見つめ、あかねはいい放つ。

「わたしもいくわ。源みなもとといっしょに、いく」

「朝比奈！」

　自然と、たゆらの声は荒くなってしまった。

「マジでヤバイんだよ！　朝あさ比ひ奈なだって感じてるんだろ？　この状況……触っちゃいけないのがあらわれたんだって！　爆弾が……そう、核爆弾が！　ここに！　すぐ近くに！」

「小山田くん……いや、ちずるさんのところに、いくんでしょう？」

　たゆらの眼めは、驚きに見開かれる。

　あまりにも的を射た、いや、射すぎたあかねの発言に、たゆらは自分の顔の、その頬ほおのあたりをゆるゆると撫なでた。

「……また、でてたか？　おれ」

「ええ。いったでしょ？　源みなもとはすぐ顔にでるって。バレバレよ」

　にっこり、あかねは笑う。

「じゃ、じゃあ、わかるだろ？　おれが、嘘うそなんかついてないって。冗談でもないって。本当に、危険なんだってこと……」

「うん、わかってる。本当に、危険なのよね。もしかしたら、死んじゃうかもしれないくらい……」

「だったら！」

「──源ってさ、本当、鈍いわよね」

「へ？」

　突然、あかねが、妙なことをいいだした。

「トーヘンボク」

「へ？」

「小山田くんのこと、とてもバカになんてできないじゃない」

「あ、あのー、朝比奈さん？」

　いきなりの話題の変わりっぷりに、たゆらはついていけず、ひたすら戸惑うばかり。

「だから！」

　そんなたゆらがもどかしかったのか、あかねの声のトーンはあがった。

「だから……だから、わたしは源といっしょにいくんじゃない！　死んじゃうかもしれないくらい、危険だから！　それぐらい、わかりなさいよ、この、バカ！」

「……へ？」

　眼鏡のレンズごしの、睨にらむような鋭いあかねの眼光を前に、たゆらは、まさしくバカそのものの反応を示してしまう。

「そ、それって……」

「勘違い、禁止！」

　ずびし、とあかねは指さしてきた。

「いっておきますけど、わたし、まだ死ぬつもりなんてないからね！　やりたいこと、たくさんあるんだから！　将来の夢だって！」

「お……おう！」

　眉み間けんに指さされたまま、たゆらは応こたえる。

「おれが守る……守ってみせるさ！　おれが朝あさ比ひ奈なを絶対に死なせやしない！　こう見えてもおれ、けっこー強いんだ」

「うん、知ってる」

　意外なあかねの返答だった。

　てっきり、『ホントかしら？』なんて疑わしい顔をされるとたゆらは思っていたのに。

「知ってる？　どうして？」

　あかねの前で、けっこー強くなる〈化ばけ狐ぎつね〉の姿は見せたことがなかったはずなのだが。

「……あとで、教えてあげる」

　意味深な笑顔を、あかねは浮かべた。

「生きて……帰れたら」

「よっしゃ！　じゃあ……離れんなよ、おれから！」

　ぱん、と左の手のひらに右の拳こぶしを当てて、たゆらは気合いを入れる。

　あかねの手をつかんで、駆けだした。

　視聴覚室へ──。

〈神〉の待ち受ける地へと──。
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　と、ふたり、手と手をとって駆けだしたたゆらとあかねの姿を、ひそかに見守るふたつの影があった。

　ふたつの影は、無人となった廊下に、その正体をあらわす。

　たゆらが土下座し、あかねが怒った、ちょうど、その床の真下から。

　ずぶずぶずぶ、と。

　まるでそこが床ではなく、沼かなにかのように、せりあがってきて。

　そうして、うっすらと月明かりの差しこみ始めた学校の廊下に姿をあらわしたのは、薫くん風ぷう高校の教師、砂さ原はら幾いくと、八や束つかたかおだった。

　幾と八束は、しばし無言で、たゆらとあかねが向かった廊下の先を見つめる。



　このとき、幾は、さきほどたゆらとあかねを『〈恋〉の花火』発言でからかったときとおなじく、スーツにタイトなスカート姿で、顔には丸眼鏡をかけていた。

　異なるのは、その髪型だ。

　太い三つ編みにしてまとめ、背中側に流していたはずの髪が、いまはほどかれ、彼女の後ろで静かにざわめく。

「……よろしかったのですか？」

　そんな幾いくに、横にならぶ八や束つかが尋ねた。

　八束は、普段と変わらず、全身、黒ずくめのスーツ姿で、手にはトレードマークともいえる木刀を持っていた。その木刀を、まるで杖つえでもつくようなかたちで切っ先を床へと向けて持ち、オールバックにした髪型の下、鋭い、猛もう禽きん類るいを思わせる三さん白ぱく眼がんでもってたゆらとあかねが消えた廊下を見つめていた。そうしながらの、八束の幾への問いかけだった。

「なにがじゃ？」

　対する幾の声音は、ついさっきまでの、のほほんとしたものとは一変していた。

　いつもの、のんびりとした年齢にしては幼い声ではなく、太古の歳月を生きぬき、いくつもの修羅場を越えてきた、〈不死者〉としての声──〈葛くずの葉は〉の創設者であり、監視者でもあった〈御お方かたさま〉へと、彼女は転じていたのだった。

「あのふたりです。止めなくてもよろしかったのですか？」

　問い返してきた〈御方さま〉へ、八束は重ねて質問をぶつけた。

「たゆらのやつはともかく、朝あさ比ひ奈なは人間です。まぎれもない、ごく普通の、一般の」

「野暮よのー、おぬしは」

「野暮……ですか？」

　ふふっ……と〈御方さま〉は笑った。

「〈恋〉は遠い日の花火ではない……なにか、ＣＭの文句だったかの？　いい言葉じゃ。あのふたりには、いま、まさしく〈恋〉の花火があがっておる……おぬし、馬に蹴けられて死にたくはなかろ？」

「人の恋路を邪魔するやつは……ですか」

「まさしく、まさしく」

「しかし、あまりに危険ではありませんか？　たしかにこの経験は、あのふたりをさらに強く結びつけるかもしれません。ですが、それでも相手は〈神〉なのです。もし万が一のことがあれば……」

「なあに、現場には九きゆう尾びめもおる。それに……わかっておろう？　決してあの子は、ごく普通でも、一般でもないよ」

「そのことはわかっておりますが」

「これ、たかおよ」

　なおも発言しようとする八束を、〈御方さま〉は軽く睨にらみつけつつ、黙らせた。

「あのかたが目覚めた以上、もう、やつらを手助けすることはかなわんのだぞ？　手助けどころか──この先、やつらの〈敵〉として、われらは立ちはだかることとなろう」

「……おっしゃるとおりです」

「ならば、黙って見守れ。この程度の危険を乗りこえられぬようでは、どっちみち、どうにもならん。いや、わかるぞ？　教師として、おぬしはかわいい生徒が心配なのであろう。だがの、信じることじゃ。あのふたりを……いや、あいつら、全員をの」

「……かしこまりました」

　と、ここで、八や束つかは小さく笑った。

　苦笑といっていい笑みが、その表情に浮かぶ。

「む？　どうした？」

「いえ……自分もまだまだ修行が足りない。そう思いまして」

　八束は天井を仰いだ。

「教師として……まったく、〈御お方かたさま〉のおっしゃるとおりです。わたしはいま、あなたに仕えるものとしてではなく、この学校の、ただの一教師として、発言していました。こんな状況だというのに……我ながら情けない」

「こんな状況、だからじゃろ？　これより先、もう、教師としては……の」

「ええ……いや……」

　にや、と八束の顔に、あらたな笑みが浮かぶ。

　直前までの自じ嘲ちようめいた笑みとは違った、いつもの自信に満ちた八束の笑顔だった。

「おれはまだまだ教師、続けるつもりだぞ？　これでなかなか、教師というやつ、性にあってるらしくてな。どうも天職らしい」

　そして、笑顔のまま、突然、昔、〈御方さま〉と出会ったばかりのときの口調に戻して、しゃべりだした。

　そんな八束に、〈御方さま〉はすこしのあいだ、眼めをぱちくりとさせていた、が。

　やがて、ふっ……と小さく笑って、いった。

「こやつ、ぬかしおるわ。だが、そうさの。たしかに天職かもしれんの、おぬしにはの」

「ああ。だからな……本当によかったよ。おれは、あんたと出会えて」

　と、いきなり八束は、〈御方さま〉へと感謝の弁を述べる。

〈御方さま〉は、まじまじと自分より背の高かった八束の顔を見つめあげて、いった。

「なんじゃ……？　もしかして、おぬし、泣かそうとしておるのか、わしのことを」

「正直な気持ちを述べたまでのことだ。泣きたければ勝手に泣け」

　ちらとも〈御方さま〉のほうを見ず、じつにぶっきらぼうに八束は返す。

　その返答っぷりに、〈御方さま〉は、くっくっくっ……と低く笑って、自身の身体を小さく揺さぶった。

「そうか……」

　ぽつりとつぶやいて、〈御方さま〉は視線を床へと落とす。

「ならば、わしもいおう。たかおよ。おぬしと、そして幾いくに出会えて、わしも本当によかったぞ。おぬしたちと送った日々は、わしの終わりなき生のなかでも、じつに重畳極まるものであった……心から感謝する。ありがとう」

「その言葉、幾にいってやれ。泣くぞ。勝手に」

「すでに泣いておるよ……号泣じゃ」

　そういって自分の胸元に手を当て、〈御お方かたさま〉は微笑ほほえんだ。

　その姿を横目で眺め、ふん、と八や束つかは鼻を鳴らす。

「さ……いざいこうぞ」

〈御方さま〉が、まっすぐに前方を見つめ、いった。

「為なすべきことを、為すのだ」

「はっ」

〈御方さま〉の言葉に八束は一礼して、そして、ふたりは歩きだす。

　たゆらとあかねが向かった先とは、逆の方向へと──。



　　　★



　こうして、〈御方さま〉と八束が動くのと、時をおなじくして。

　じつはこのとき、校内では〈奇稲田くしなだ姫ひめ〉の覚かく醒せいによる余波で、多くの生徒たちが意識を失い、倒れこんでしまっていた。

　突然、出現した巨大な〈神〉の力に、みな、当てられてしまったのだ。

〈ごく普通〉の、〈一般〉の人間の脆ぜい弱じやくな精神では、とても耐えることができなかった。ばっさりと意識を刈り取られ、全員、あえなく、その場に崩れ落ちてしまう。

　と、その、床に倒れこんでいた生徒たちの姿が。

　ずぶずぶずぶ、と。

　まるでそこが沼かなにかだったかのように、みな、沈みこみ、呑のみこまれていった。

　外では、やはり校庭に倒れこんでいた、ちょうど〈奇稲田姫〉の覚醒時には部活中だった生徒たちの姿が、ずぶずぶずぶ、と。

　みな、地面に沈みこみ、呑みこまれてゆく。



　やがて、ほどなくして。

　ほとんどの人影は、薫くん風ぷう高校から姿を消して。

　学校の敷地内に残るものは、ごくわずかなものたちだけとなって。

　そして。



　まわりでそんな出来事が起きていたとも知らず、ただひたすらに視聴覚室を目指して走っていたたゆらとあかねは、とうとう、目的の地へとゆきつくのだった。



　　　３



　目的の地は、視聴覚室ではなく、その前の廊下だった。

　エコ＆電気代を節約するためなのだろう。

　すこしばかり校舎の外れにあった視聴覚室前の廊下は、たゆらとあかねのここまでの道のりとおなじく、天井の蛍光灯にスイッチが入れられてはいなくて、だから暗かった。

　それでも、窓から入りこむ淡い月光のおかげで、視界に困ることはなく。

　たゆらとあかねは、月明かりによって青白く照らしだされた廊下を、すっかり見通して、そして、ふたり、立ちすくむのだった。



　このとき、たゆらとあかねを立ちすくませた理由は、いろいろとあった。

　たとえば、人。

　視聴覚室前の廊下には、多くの、じつにさまざまな人々の姿があった。

　例の純愛レッスンのメイン講師であった、小山田耕太と、源みなもとちずる。

　耕太のアイジンであり、人じん狼ろうの妖よう怪かいでもあった銀髪の少女、犹えぞ守もり望のぞむ。

　耕太とちずるの自称ムスメであり、退たい魔まの組織〈葛くずの葉は〉の戦士でもあった双子の姉妹、七な々な尾お蓮れんと、七々尾藍あい。

　耕太のクラスメイトで、〈葛の葉〉の若き総帥でもあった少女、三み珠たま未み弥や。

　と、それら、薫くん風ぷう高校の制服に身を包んだ男女のほか──。

　なぜか紺色のスーツ姿なんていう、まるで授業参観に訪れた保護者のような格好をしていた、ちずるの育ての親であり、大たい妖よう〈白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつね〉でもあった、玉たま藻も。

　その玉藻の配下であり、全身黒ずくめの忍者な姿だった〈雪女〉、雪ゆき花はな。

　そして、一見すると薫風高校の女子の制服のようでありながら、よく見るとどこか違う、たとえるならセーラー服美少女戦士ライクな服装だった、じつは耕太とちずるの本当の娘である、金髪おかっぱ頭で小柄な狐きつね耳みみ＆狐しっぽの少女、源まどか──なぜ姓が小山田ではなく源かといえば、まだ耕太とちずるは籍を入れてなかったから──と、たゆらとあかねの見知った人物だけでも、計、九人。

　さらに、あとふたり。

　長い黒髪を無造作に伸ばして、その身には白いドレスのようなワンピースをまとい、片手に大きなくまのぬいぐるみを抱きしめていた、耕太の〈妹〉であり〈分身〉であり〈宿敵〉であった少女、三珠美み乃の里りと──。

　黒いスウェットスーツの上下を着て、その手には禍まが々まがしく黒い両刃の大剣を持っていた、未み弥やの〈兄〉でありかつて〈葛くずの葉は〉の総帥であった男、三み珠たま四し岐きの姿を、ふくめて。

　総計、十一人。

　それほどの数の人間および妖よう怪かいが、視聴覚室前の廊下には集結していたのだった。

　おまけに、なにかもめごとでもあったらしく、窓ガラスは派手に割れて、床に盛大に散らばっていたりもした。

　おかげで、外の春めいた香りが、廊下へと入りこんでくる。

　桜だろうか、なんだろうか。

　やわらかな匂においが、ふんわり、あたりには漂っていた──。

　だが、そうではなく。

　このとき、たゆらとあかねを立ちすくませていたもっとも大きな理由は、人の数でもなく姿でもなく、まして割れたガラスでもなく、春の匂いでもなく。

〈声〉だった。

　ちずるの声。

　ちょうど、たゆらとあかねがこの場へゆきついたとき、ちずるから発せられた声。

「──スサノオ！　ああ、スサノオ！」

　と、耕太を抱きしめ、喜びにだろう、笑顔でむせび泣きながら呼びかけるちずるの声こそが、まさしく、たゆらとあかねを立ちすくませていたのだった。



「……ねえ、源みなもと？」

　立ちすくんでいたあかねが、ようやくといった感じのかすれ声で、たゆらに尋ねてくる。

「スサノオって……だれ？　なんのこと？」

　このときちずるは、〈妖よう狐こ〉の姿だった。

　黒かった髪は金髪へと変じ、頭頂部からは狐きつねの耳を生やして、腰からはしっぽを伸ばした、完全なる〈化ばけ狐ぎつね〉の姿だったのだ。それだけではなく、ちずるの背後では金色の狐のしっぽのほか、炎のようにゆらめく暗黒のしっぽが八本、本人の喜びっぷりを示すかのようにぐねぐねとくねってもいた。

　だから、本当だったら、あかねの質問はちずるの姿に関するものであるべきなのに。

　しかし、あかねが質問したのは、姿ではなく、あくまでもちずるの発言についてだった。

　そして、たゆらは──。

　その質問に、答えることができなかった。



　ああ……ああ！

　たゆらは、心のなか、うめく。

　ぽかんと口を開け、まばたきすらせずにちずるを見つめながら、うめく。

　歓喜の涙を流しながら耕太を強く強く抱きしめるちずるの、その背でうねる〈八本〉の黒いしっぽの姿を見つめながら、たゆらは心のなか、ただただうめく。

　やっぱり……やっぱりちずるは！

　もう……もう……もう……！

　あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ……！



「──源みなもとっ！」

　と、すっかり絶望の淵ふちにはまりこんでいたたゆらを救ったのは、あかねだった。

　たゆらの胸元をつかんで、あかねは強く揺さぶる。

　びくっ、とたゆらは震えて、それで、どうにか我に返った。

「あ、ああ……」

「ああ、じゃない！　しっかりしてよ、源！」

　たゆらの胸元をつかんだまま、あかねが怒鳴り声を浴びせてくる。

　まだ若干、呆ほうけていたたゆらの頭は、その声で完全にしゃきっと目覚めた。

　いや、正確には、声だけじゃなく。

　胸元をつかんで強く揺さぶり、なんとか自分を正気に戻してくれたあかねの、その眼鏡のレンズごしに光っていた涙が、よどんでいたたゆらの心を立ち直らせたのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「お……おお！」

　そうだよな……と、たゆらは思いだす。

「朝あさ比ひ奈なのこと、守るって……守ってみせるって、おれ、誓ったんだもんな……」

「そうよ。そのとおりよ。もう……」

　あかねが、眼鏡を外して、浮かんでいた涙を指先で拭ぬぐった。

　しかし……と、こんどは幾分、冷静になって、たゆらはあたりを見回す。

　やはり、あたりには尋常ならざる光景が広がっていた。

　なにしろ、あの望のぞむが。

　蓮れんが藍あいが、未み弥やが、玉たま藻もが、雪ゆき花はなが。

　みな、茫ぼう然ぜん自じ失しつといった面おも持もちで、耕太とちずるを眺めていたのだから。



　いつだって泰たい然ぜん自じ若じやく、とぼけきった態度を崩さない望が、いまは厳しく引き締まった表情を浮かべて、身じろぎひとつせず、耕太とちずるを見つめている。

　耕太とちずるの前では甘ったれたガキなくせして、たゆらの前ではクソ生意気なガキだった双子、蓮と藍が、いまは膝ひざから崩れ落ちて、まばたきもせず耕太とちずるを見つめ、ひたすら涙を流し続けている。

　残る未弥も、玉藻も雪花も、その表情は硬く、どうやらたゆらとあかねがここにやってきたことすら気づいていないらしい。

　そして、最後のひとり。

　金髪のおかっぱ頭で、頭からは狐きつねの耳、腰からはしっぽを生やした、中学生くらいの年ごろで、しかし格好は薫くん風ぷう高校の制服姿だった──って、あれ？

　ここでたゆらは気づく。

　なんか、よく見ると、違うな？

　なんだ？　なんかヘンだぞ、その制服。セーラーフォックス？　コスプレ？

　って、ゆーか、だ。

　おまえ、いったい、だれだ？

　たゆらの脳裏には疑問符が浮かびあがった。

　だって、こんなやつのこと、おれ、いままで見たことなんかないのに。

　なのに、なんか、知ってるような気がするぞ？

　どこかで……？

　たゆらは、その少女の横顔を見つめた。

　その少女の、耕太とちずるを凝ぎよう視ししながら、ぐっ、と唇を噛かみしめ、いまにもあふれだしそうな感情をこらえているようだった横顔を見つめて、自分の記憶を探る。

　耕太とちずるに、どこか似てる……？

　まさか……？

　もしかして……？

「──やあ、たゆら」

　と、たゆらの脳裏にとある赤ん坊の姿が思い浮かんだところで、声が邪魔をした。

　たゆらは、その邪魔をした相手を、きっ、と睨にらみつける。

「美み乃の里り……！」

　そうして、たゆらは遠慮なく敵意に満ちた視線を相手にぶつけたのだが。

　しかし、無造作に長い黒髪で、白いドレスのようなワンピースをまとい、手にはくまのぬいぐるみを抱えるという、あのセーラーフォックス少女とは似ても似つかぬ格好ながら、なぜだろう、似た印象をたゆらに与えた相手、三み珠たま美乃里は、まったくこたえた様子もなく、「やっほー」とにこやかに手を振ってくるのだった。



「──てめえ！　コノヤロウ！」

「この姿ではひさしぶりだね、たゆら。ええと、去年のクリスマス……ここで派手にやりあってから、四ヶ月とちょっとか。どう？　元気だった？」

　と、吠ほえたたゆらなんかおかまいなしな美乃里の笑顔が、あかねへと向く。

「そういえば、そちらの彼女とは初めてだね？　どうも、初めまして、朝あさ比ひ奈なあかねさん。わたしは三珠美乃里。いつも兄の耕太がお世話になっております」

　なんともうやうやしく、美乃里は頭をさげた。

「ちょ、ちょっと、源みなもと……」

　いきなり自分のフルネームを呼び、『兄の耕太』などといって頭をさげた美乃里に、すっかりあかねは困惑する。横のたゆらの服を引っ張り、助け船を求めようとした。

　しかしたゆらは、美乃里のべつの言葉に衝撃を受けていて、応こたえられなかった。

「美乃里……いまおまえ、いったな？　『この姿ではひさしぶり』って、そういったな？」

「うん、いったね。それがどうかした？」

「おまえ、まさか……！」

「ああ、そのまさかだよ？　べつの姿でね……といっても、たゆら、きみは知らないかな？　わたしはね、『梅うめ津づカヨ』なんて女の子の姿で、ここに通ってたんだ。この薫風高校に、今年の四月から、新入生としてね。つまり、たゆら、わたしはきみの後輩だったってわけだね。どうもー、センパーイ」

　たゆらは愕がく然ぜんとする。

　通っていただって？

　おれたちとおなじ学校に、新一年生として？

「そ、それで……それでてめえ、てめえは、ちずるに！」

「なにもしてやしないよ、ここではね……」

　薄く笑いながら、美み乃の里りはいった。

「種をしこんだのは、あくまでも前回のときであって……ここでは、ただ、わたしは学生生活を満喫していただけさ。まあ、信じるも信じないも、たゆら、きみしだいだけどね」

「信じられるか！」

　即座に返したたゆらに、あはは、と美乃里は声をあげて笑いだす。

「ふふ、だろうねえ。でもさ、そんなことより、いまはまわりのみんなとおなじく、別れを惜しんだほうがいいんじゃないかな？　ほら、せっかくここまで来たことなんだし……きみのお姉さんがこの世から消えてなくなる瞬間には、まにあわなかったとはいえ、さ」

　ずん、と。

　その美乃里の言葉は、たゆらの胃の腑ふに、重たく突き刺さった。



『きみのお姉さんがこの世から消えてなくなる瞬間には──』



　となりで、あかねが息を呑のむ気配が、伝わってくる。

　やっぱり、とたゆらは思った。

　ああ、やっぱり。

　あの、黒いしっぽの数が──〈龍りゆう〉の数が、八本になっていた時点で、覚悟はしていた、が。

　いや、違うな。

　たゆらは打ち消す。

　本当はあのとき、すでにわかっていたことだった。

　あのとき──〈神〉の力の出現を、感じとった時点で。

　たゆらには、わかっていたのだ。

　わかっていながら、あえて考えないようにしていた。

　だって、考えたら、認めてしまうようで。

　だから、怖おそろしくて。

　ちずるが。

　ああ、ちずるの、魂が。

〈奇稲田くしなだ姫ひめ〉の復活によって、粉々に砕け散ってしまったのだと。

　もう、ちずるが──。

　ちずるが、消えてしまったんだって──。

　この世から、消えてしまったんだって──。

　ちずるは、死んで、しまったんだって──。



「ぐ、ぐ、ぐ、ぐ、ぐ、ぐ、ぐ……！」

　ぐぬぬぬぬー！

　たゆらは、歯を食いしばった。

　懸命に奥歯を噛かみしめ、ぎりぎりぎりと音を鳴らして、いまにも崩れそうになってしまう身体を、意志を、かろうじて持ちこたえさせる。

　そうか、とたゆらは思った。

　そうだったんだな、とたゆらは思って、望のぞむたちを見やった。

　この望たちの茫ぼう然ぜん自じ失しつな姿は、目の前でちずるの最後を見てしまったからなのだ。

　見てしまったからこそ、これほどまでに衝撃を受けて。

　見てしまったからこそ、いまだに衝撃から立ち直れずにいた。

　たゆらだって、あぶなかった。

　もし、目の前で見ていたなら。

　いや、見ていなくても、さっき、あやうく堕おちかけたのだ。堕ちかけて、間一髪、あかねに助けられたのだ。あかねの声と、揺さぶりと、涙と、そして『おれが守る』という誓いによって、どうにか。

　でも。

　あいつは？

　自分と違って、だれからの助けもなかっただろう、あいつは。

　いまもっとも、絶望の淵ふちに叩きこまれているだろう、あいつは！

「──耕太！」

　たゆらは呼んだ。

　ちずるを失って、おそらくはいちばんの衝撃を受けているだろう人物の名を、精一杯に大きな声で。

　耕太は、ちずる──の姿をした、〈奇稲田くしなだ姫ひめ〉──に、抱きしめられていた。

　だから、たゆらからは耕太の小さな背中しか見えなかった。

　だが、それでも、耕太がいまどんな状態だったのかは、いやというほど伝わってきた。

　だって、耕太は、なんの反応も示してはいなかったのだから。

　歓喜にむせぶ妖よう狐こ姿の奇稲田姫に強く抱きしめられたまま、耕太は、なんの抵抗も見せず、腕はだらりとさげ、首すらも力なく、あらぬ方向へと傾けている。まさしく、糸の切れた操り人形のような姿をさらしていた。

「耕太……耕太……耕太ァ！　しっかりしろ、耕太！　耕太、おまえ、おまえがそんなんで、どうするんだよ！　おまえが……おまえが……おまえが……そんなんじゃ……どうやってちずるを取り戻すんだよ！」

　魂の叫びだった。

　少なくとも、叫んだたゆら自身はそのつもりだった。

　それで、たゆらは気づく。

　ああ、なるほど──。

　結局のところ、耕太なんだな──。

　と、どこか一部、変に冷静になっていた心の部分で、たゆらは唐突に理解した。

　なんだかんだで、自分たちは耕太に頼ってしまっていたのだ。

　その〈素戔嗚尊すさのおのみこと〉としての力はもちろん、じつは強きよう靱じんだった耕太の心に。

　しかし、もう、耕太は──。

　そうか、そうだったんだな、とたゆらはあらためて望のぞむたちのことを思い返す。

　望たちがああなったのは、ちずるの最後を見てしまったからだけではなかったのだ。

　ちずるの最後を目の当たりにした耕太が、こうなってしまったからだったのだ。

〈希望〉を失ってしまったから──。

　ちずるを取り戻す術を、目の前で失ってしまったから──。

　だからあれほどまでに、みな、衝撃を受け、そして、立ち直れずにいたのだ。

「耕太……」

　うめくような声で、たゆらは耕太の名を呼ぶ。

　くくっ……という美み乃の里りの笑い声が、やけに遠くから聞こえてきた。

「ようやくわかってくれたかな、たゆら……そう、そのとおり、すでに事は成ったのさ。ちずるは、もう……」

　と、なにか美乃里がいいかけたときだった。

「……スサノオ？」

　すっかりデク人形と化していた耕太の背中を、それでも、ああ、ああ、と愛いとおしげに撫なでまわしていた奇稲田くしなだ姫ひめが、その手を止める。

　妙にいぶかしげな顔つきとなって、耕太の顔を見つめだした。

　どうじに、耕太は動きだした。

　ぎ、ぎ、ぎ。

　と、まるで動かない身体を無理に動かしているような、それこそ、関節が固まってしまった人形のような、なんともぎこちない動作で、耕太は振りむく。

　その顔を見て、たゆらは息を呑のんだ。

　振りむいた耕太の顔から、表情というものがまったく失われていたからだ。

　悲しみもない。怒りもない。

　ぽっかりと空いた、それはまるで木に空いた穴のような。

　そんな空っぽだった耕太の顔つきを見て、たゆらだけではなく、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっていた望のぞむや、蓮れん、藍あい、未み弥や、玉たま藻も、雪ゆき花はな、そして謎のセーラーフォックス金髪おかっぱ少女までもが、息を呑のみ、声を洩もらす。

「こ、耕太……？」

「たゆら……くん」

　耕太はうつろな瞳でたゆらを見つめ、小さく、ひび割れた声で、いった。

　なんだよ、その声は。

　なんなんだよ、その声は、耕太。

　たゆらの胸は、たまらなく締めつけられる。

　まるで女の子のようにやわらかかった、あの耕太の声が。

　すっかり見る影もなく失われて、あたかも死を目前とした老人のごとく、しわがれて。

「……て」

　と、耕太は、たゆらになにごとか、告げる。

　なに？

　なんだ、おれになにを伝えたいんだ、耕太？

「たゆらくん、ここから、逃げて」

　耕太は、たゆらの心を読んだかのように、もう一度、こんどはしっかり、告げた。

「逃げ……る？」

　なんでだよ、耕太？

　たゆらたちがここから逃げださなくてはならなくなるようななにかが、これから起きるとでもいうのだろうか。

　ではなくて。

　もしかして。

　起こす？　つもり、なのか？

「たゆらくん……もう……ぼくは……」

　耕太の身体が、光に包まれた。

　その右手から、光輝く剣が、伸びてゆく。

　そして、耕太は、笑って。

　笑って、たゆらに、いった。

「ぼくは、ダメ、だから──」



　瞬間、たゆらの身体を、なにかが襲った。

　と、いっても、物理的ななにかではなく。

　たとえるなら、精神的な、なにか。

　いわば根源的な恐怖とでもいうべき予兆に襲われて、たゆらは叫んだ。

「──玉たま藻もさん！　望のぞむ！　蓮れん、藍あい、未み弥や！　雪ゆき花はなさんに、あと、謎のガキィ！」

　叫びながら、横に立っていたあかねの身体を、引っつかむ。

「え？　み、みなも──」

　みなまでいわせず、たゆらは銀髪、狐きつね耳みみ、狐のしっぽといった〈妖よう狐こ〉の姿へと変化した。変化して、あかねとともにそばにあった廊下の窓ガラスに向かって飛びこんだ。はたして玉藻たちが自分の呼びかけにどう反応したか、それを確認する余裕はなかった。

　あ、あ、あ、あ、あ。

　たゆらがあかねとともに身体で窓ガラスを割ったとき、背後から、耕太の叫び声が届く。

　それはまさしく、獣の声だった。

　その声に引かれて、たゆらは校舎の外へと飛びだしながら、振りむく。

　肩ごしに、耕太が、ちずるの姿をした奇稲田くしなだ姫ひめを乱暴に押しのけ、美み乃の里りへと光の剣で斬きりかかるところが見えた。

　美乃里も、くまのぬいぐるみを捨て去り、手から黒い剣を作りあげて、迎え撃って。

　剣と剣とがぶつかりあい──。

　そして、放たれた閃せん光こうと衝撃に、たゆらは呑のみこまれた。



    

  
    
      


　三、ミッドナイト・サブマリン
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　ややあって、画面に、映像が映しだされた。



　最初に映しだされたのは、登校途中と覚しき学生たちの姿だった。

　車やらバスやらがばんばんと往来する道路の、その脇わきにある歩道を、学生たちはゆく。

　遠目からではあったが、その着ていた制服から、彼ら、彼女らが薫くん風ぷう高校の生徒たちであることはわかった。

　まだ、時間には余裕があるらしい。

　晴れやかな朝の光の下、歩道に植えられた街路樹がおだやかな影を落とすなかを、みな、のんびりとした雰囲気で歩いてゆく。

　と、画面が、ぐっ、とズームされた。

　ふたりの女生徒に、焦点が合う。

　どうじに、音声が入った。

「くわああああああ……」

　いきなりのあくびであった。

　あくびをしたのは、耕こう太たのクラスメイトであり、〈エロス大王〉をはじめとした数々の称号の名づけ親でもあった、短髪にそばかすの少女、佐さ々さ森もりユウキだった。

「なあに、ユッキー。また夜更かしでもしたの？」

　そして、そんなユウキの横には、彼女の親友で、しかし耕太やちずるといったエロス軍団とは基本的に距離を置く潔癖少女、高たか菜なキリコの姿があった。いつもどおり、きちきちっと真ん中で分けられた黒髪を背中に伸ばしていたキリコは、あきれ顔でユウキに尋ねる。

　尋ねられたユウキは、あくびで浮かんだ涙をこすりながら、キリコに答えた。

「うん、まーねー、きーちゃん……乙女にはいろいろと考えることがあるのさっ」

「考えること、ねえ……どうせまたロクなことじゃあないんでしょう？」

「エロス内匠頭たくみのかみ耕太！　殿でん中ちゆうでござる、殿中でござるー！」

「……なに、それ、いったい」

　いきなり始まった、夜更かし少女ユウキによる歌か舞ぶ伎きを思わせる時代がかった口調＆動作を使っての小芝居に、キリコの眼めは、じと、と細く尖とがった。

「うん？　だから、エロス内匠頭耕太」

「だから、なんなの、それ」

「だからぁ、エロス大王に対するあらたなあだ名に決まってるじゃん！　あれ？　きーちゃん、もしかして知らない？　忠ちゆう臣しん蔵ぐら。赤穂あこう浪ろう士し。浅あさ野の内匠頭たくみのかみ。吉き良ら上野介こうずけのすけ。殿中でござる殿中でござる」

　はー、とキリコの口から、盛大なため息がこぼれる。

「まさか、もしかして、とは思うけど……それを考えていたの？　昨日？　徹夜で？」

「うん！　そーだよ！　一晩中！　朝までかかって！」

「……本当、幸せだよね、ユッキーって」

「うん、わたしってばすっごくパラダイス＆ハッピネス！　それよりどう、こんどのあだ名。最近流は行やりの歴史もので攻めてみたんだけど」

「まあ、いいんじゃない、どうでも。というか、ユッキーって、歴史に興味あったの？」

「アリアリアリアリに決まってるよ、きーちゃん！　シーザーカエサルナポレオン！」

「世界史も歴女のカテゴリーにくわえてもいいのかなあ……」

　なんて、歴女のありかたについて真面目にも悩みだしたキリコを、ユウキはしばらく黙って眺めていた、が。

　やがて、にやー、と無邪気な笑みを浮かべて、静かにキリコの背後へと回りこみ──。

「ていや！　殿中でござる、殿中でござる！」

「きゃあああああ!?」

　突然、ユウキは背後からキリコに抱きつき、その胸を激しく揉もみしだきだした。

「殿でん中ちゆうでござる、殿中でござる……おお？　こいつぁずいぶんと……いつのまに……うーん、なんともはや、きーちゃん姫、すっかり殿中でござるなあ」

「この……おバカー！」

「にゃふっ!?」

　キリコは自分の胸をわしづかんでいたユウキの手を払って、いきおいよく振り返る。

　そうして、背後から襲ってきた狼ろう藉ぜき者もののおでこへと、チョップをかました。

　一刀のもとに切り捨てられた狼藉者、ユウキは、おでこを押さえて、涙目となる。

「きーちゃん姫ぇ……刃にん傷じようでござるよお」

「斬きられるようなことをするからでしょーが！　この、吉き良らエロス野の介すけ！」

「お、いいねー、それ！　吉き良ら上野介こうずけのすけならぬ、エロス野介か……ところできーちゃん、じつは吉良上野介ってあんまり悪い人じゃなかったらしいって、知ってたー？」

「まあ、そういう説もあるってことは……」

　と、ユウキとキリコのあいだで、歴史談義に花が咲きそうになった、そのときだった。



「おはようございまーす！」

　じつに元気よく、ユウキとキリコに向かってひとりの男子生徒が朝の挨あい拶さつをしてきた。

　さらに、もうひとり。

「おはよう、ございます」

　男子生徒の横に寄りそうようにして立っていた女子生徒も、ぺこりと頭をさげてくる。

「おおっ!?」

「むっ……」

　と、ユウキが喜び、キリコが警戒心もあらわに表情を引き締めた、その人物たち。

　それは、あの、耕太とちずるに弟子入りした一年生カップルのふたりであった。

　くりくりとしたくせ毛に、くりくりとしたまなこが印象的な少年、北ほく斗とセイジ。

　ゆったりとした黒髪を、ゆったりと背中でまとめたおっとり少女、南みなみユウコ。

　そのふたりを目の当たりにして、ユウキが、ぬふふふ、と奇妙な笑い声を洩もらす。

「おー、セイセイにユウユウ！　なーんか、朝っぱらから見せつけてくれるじゃーん？」

　なんてフランクにあだ名で呼びかけ、くの、くの、と肘ひじで突っつくそぶりを見せた。

「どうやら、順調にいってるみたいだね……？　小お山やま田だエロス野の介すけの、純愛レッスン！」

「あはははー、あはー、あはははー」

　ユウキにからかわれて、セイジは後頭部に手を当て豪快に笑い、横のユウコはもじもじと恥じらいだす。

　ただひとり、キリコだけは、おもしろくもなさそうな顔でぶつぶつとつぶやいていた。

「ふん……なにがセイセイにユウユウよ。それじゃまるでパンダじゃない。パンダ？　そういえばパンダって、じつは肉食だって聞いたことがある……なるほど、たしかに肉食ね。この新入生ふたり、まさしく肉食パンダ！　淫いん獣じゅうパンダ！」

「ハイー？　肉食、ですかー？」

　と、そのつぶやきをめざとく聞きつけたセイジが、くりん、としたまなこをキリコへとぶつけてくる。

　ぱんだこぱんだー！　とつぶやきかけていたキリコは、びくくん、と焦りつつ、「な、なんでもないです！」とごまかした。

「ほ、ほら、アレよ、よく最近、いうじゃない！　草食男子とか、肉食女子とか！」

「ええ、いいますね！　草食男子、肉食女子！　……で、それが、どうしたんですか？」

「だ、だから、その……あなたたちの師匠である小山田くんと源みなもとセンパイなんかだと、肉食男子に肉食女子で、つまり肉食×肉食で、さながら、野生の王国サファリパークって感じよね！　って、思っただけ！　です！」

　と、キリコの提唱したサファリパーク説に、食いついたのはユウキだった。

「おー、さすがきーちゃーん！」

　ふむふむ、と腕を組んで考えこみだす。

「肉食男子と肉食女子で、肉食×肉食……なるほど、肉食どうし、攻めも受けもない、互いに相食む世界ってわけだね！　食べたり食べられたり！　そして野生のオキテは過酷なもの……うーん、あらたなあだ名へのインスピレーションが、わあ、もりもり湧わいてきたよー！　野生……ライオン……レオ……ジャングル大帝……」

「そ、そう、よかったね……ユッキー……」

　だが、しかし。

　セイジは首を横に振って、それを否定した。

「違いますよ、佐さ々さ森もりセンパイ、高たか菜なセンパイ……小山田師匠は、肉食男子なんかじゃあありません」　

　ほえ？　とユウキが首を傾かしげ、じゃあ、と尋ねる。

「まさか、草食なの？　あの、淫獣戦隊エロレンジャーの、エロレッドこと小山田耕太が？」

　ところが、セイジはまたも首を横に振って見せた。

「小山田師匠は……」

「エロレッドは？」

「──超・肉食男子なんです！」

　そのセイジの発言に、怪け訝げんな顔をしていたユウキとキリコの表情は、一瞬、凍りつく。

「ちょ……超・肉食男子ー!?」

　ユウキは表情を輝かせて、セイジの発言をリピート・アフター・ミーした。

　そのとなりで、キリコは呆ぼう然ぜんとなったまま顔を青ざめさせ、もう言葉もない。

「そうです。師匠は、超・肉食男子なんです。よくいうじゃないですか、『能ある鷹たかは爪つめを隠す』って。師匠の隠された爪、アレはハンパないです……あんな、一見、虫も殺さぬ外見の裏に秘めた、すべてをむさぼり尽くすほどの獣性……あれでは、なるほど、いかに源みなもと師匠といえども、ひとりでは手に負えないはずです」

「あー、だからアイジン……」

　ここで、ん？　とユウキが、首を傾かしげた。

「あれ？　じゃあ、ちずちずセンパイは？　まさか、ちずちずセンパイ、じつは草食？」

「いえいえ、まさか。源師匠はもちろん肉食女子ですよ。ただ、小山田師匠が超・肉食男子なので、犹えぞ守もり師匠ともども、どうしても食べられがちになってしまうだけなんです」

「はー、なるほどねー……」

　すっかり感心しきった様子の、ユウキの顔つきだった。

「と、いうことは……もしかして、セイセイも？　師匠とおなじく、超・肉食男子？」

　などというユウキの問いかけに、セイジより早く、びくん、とキリコが反応する。

　すぐさま、ささっ、とユウキの後ろに隠れたキリコに向かって、違います、違います、とセイジは釈明した。

「ぼくは小山田師匠とは違って、見たとおり、裏表のまったくない、完全無欠、純然たる草食男子ですから！」

「えー。じゃあ……」

　キリコの盾となったユウキは、セイジの横のユウコを指さして、「肉食？」と問う。

　しかして、問われたユウコは、ぽっ、と頬ほおを赤く染めながらも、否定はしなかった。

「女は……」

　と、ユウコは、自分の胸元へと手を当てる。

「女はみな、ここにケモノを飼ってるんだって……前に、犹守師匠から……」

　その、かつてユウコが望のぞむから送られたという言葉を受け、ユウキもキリコも、それぞれみなサイズは違うながらひとつだけの花であった自分の胸元へと手を当てて、そして──。

　しばし、黙もつ考こう。

「思えばさあ、きーちゃん……」

　ユウキが、胸に手を当てたまま、語りだした。

「わたし、これまでのあだ名はぜんぶ、ちずちずセンパイじゃなくって、エロレッドにつけてたんだよね……それって、エロレッドの内に秘めたる悪魔を、無意識のうちに感じとっていたからなのかなあ……最後のケモノ……銀河エロス鉄道６６６……」

　キリコは、おなじく胸に手を当てたままなにごとか考えこんでいて、答えなかった。

　と、だれかが、「あ」と声をあげる。

　あげたのは、どうやら肉食女子であるらしかった、南みなみユウコそのひとだった。

「せ、セイジくん、セイジくん……」

　ユウコは、くいくいとセイジの服の袖を引っ張りだす。

「うん？　どうしたの、ユウコちゃん？」

「ま、まわり……」

　ユウコの声に従ってセイジがまわりに視線を向けると、すでに、街路樹がならぶ通学路に薫くん風ぷう高校の生徒たちの姿はなかった。

　異変に、ユウキとキリコも気づく。

　キリコがあわてて制服のポケットから携帯電話を取りだして、時刻を確認した。

「や……ヤバイ……」

「あー、こりゃ遅刻だねー、きーちゃん」

「なに他人事みたいにいってんのよ、ユッキー！　ほら、走る！」

　脇わきから携帯電話の画面を覗のぞきこんでいたユウキの腕をつかんで、キリコは駆けだす。

「ぼくたちも！」

「うん！」

　セイジとユウコもうなずき、走りだした。

　わー、と四人、学校へ向かって全力疾走して──。

　ここで、ぱっ、と映像は切り替わった。
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　つぎに映しだされたのは、あの四人の目指す先であろう、薫風高校の姿だった。

　いや、正確にいえば、それは薫風高校の跡地、だった。

　なにしろ、その校舎は完全に消滅してしまっていたのだから。



　かつて一度、この薫風高校の校舎は、耕太によって消滅させられたことがあった。

　そのためか、建て直された校舎には〈御お方かたさま〉の手によって随所に太古の超金属〈ヒヒイロカネ〉が使用され、だから剛性は飛躍的に高められていたはずだった。

　なのに、いま、映しだされた映像には、校舎なんて影もかたちもなくなってしまっていた。

　あるものといえば、まるで爆弾でも落とされたかのようにくぼんだ、すり鉢状の地面だけだ。

　そして、そのクレーター状の跡地に、薫風高校の生徒たちの姿はあった。

　生徒たちは、もう校舎跡なんだか校庭なんだかよくわからなくなっていた地面に、いくつかの組ごとに分かれて、集まっている。

　どうやら、彼ら、彼女らは、各自のクラスごとに集合していたらしい。

　しかし、その眼めはうつろで、動作ものろのろと、力がない。

　まるで、みな、夢を見ているかのようだった。

　あたかも、現実には存在しないはずの薫くん風ぷう高校の校舎の姿が、彼ら、彼女らの眼には映っているかのようで──そして、それは生徒たちだけではなかった。

　教師たちもおなじだった。

　うつろな眼をした生徒たちの前で朝のホームルームを始めていた各クラスの担任たちはもちろん、どうやら職員室にいるつもりらしく、一ヶ所に集まってお茶をすすりつつ談笑していた教師たちにいたるまで、みな一様に、眼が、表情が、動作が、死んでしまっていた。強い自分の意志というものが感じられず、明らかに正気ではなかった。

　たとえるならば、エア学校生活。

　そう、彼ら、彼女らは、生徒も教師もみな一丸となって、消滅してしまった薫風高校の跡地にて、青空の下、エア学校生活を送っていたのだった。

　と、そこに。

「──わわっ!?」

「──え!?」

「──うーわーわー!?」

「──あ……」

　と、前の映像にて、「遅刻するー！」と猛ダッシュしていた佐さ々さ森もりユウキ、高たか菜なキリコ、北ほく斗とセイジ、南みなみユウコらの面々が、校門をくぐって、あらわれる。

　一同、この異様な光景に遭遇して、当然ではあったが、驚きよう愕がくした。

　お……おお……。

　しばし、声もなく、立ちつくす。

　と、思ったら。

「うっわーーーー!!」

　薫風高校の生徒および教職員によって、青空の下、地べたで繰り広げられるエア学校生活を目の当たりにして、ユウキは眼をきっらきらと輝かせ、となりで呆ぼう然ぜんとしていたキリコの身体を、がっくがくと揺さぶりだした。

「ねえ、きーちゃん!?　きーちゃん!?　すっごいね、すっごいね、これ!!　これぇ!!」

「あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ……あのねえ、ユッキー!?」

　しばらくのあいだ、ただユウキに揺さぶられるだけだったキリコが、ようやく正気を取り戻して、そして怒鳴った。

「なんで!?　なんでどうして喜んでるの、ユッキー!?　だっておかしいでしょ、これ！　どう見たってヘンでしょ、これぇ！　校舎はなくなっちゃってるし……なのにみんな、平気な顔でホームルームなんかやってるし……先生まで！　こんな、こんな……」

　しかし、明らかにはしゃいでるユウキはともかくとして、セイジもユウコも、眼前に広がる異常なはずの光景を前にして、喜びこそしないものの、「おー」とまるで名所を見た観光客のような声をあげるばかりで、決してキリコのように取り乱したところはない。

　そのことにキリコは気づいて、愕がく然ぜんとなった。

「な……なんでどうして、平気なのよ？　ユッキーも、あなたたちも！」

　と、自分以外の三人に向かって、声を荒げる。

「え？　だってさ、きーちゃん……」

　きょとん、とした顔で、ユウキは小首を傾かしげつつ、答えた。

「どうせ、また淫いん獣じゅう戦隊エロレンジャーのしわざでしょ？　これ」

「い、いんじゅーせんたい……小山田くんたちの!?　これが!?」

「そうですよー、高たか菜なセンパイ」

　セイジが、ユウキの意見に同意してくる。

　その横では、ユウコもしっかりとうなずきを見せていた。

「ぼくたちの中学校にも、いろいろと伝わってましたよー？　かつて師匠たちが起こした、数々の偉業、その伝説は……たとえば、師匠たちが学校はおろか、街中で各種純愛プレイを敢行した結果、いま風谷市は空前のベビーブームだとか……そんな師匠たちなら、このぐらい、きっとやってのけます！」

「えっと……ちょっと待って」

　ジャスト・ア・ウェイト。

　キリコは片手をユウキたちへと向けて広げ、もう片手を自分のおでこへとやる。

「待ってよ……なにそれ？　いくらなんでも、そんな、学校の校舎ひとつ消し去るとか、その跡地でみんなに青空授業させるとか……それは、たとえこの街の少子化を救ったかもしれない小山田くんたちだって！」

「あれ？　きーちゃん、もしかして、知らなかったの？」

「な、なにが？　なにがなの、ユッキー？」

「だって、あの淫獣戦隊たちって、みんな、フツーの人間じゃ、ないでしょ？　ってゆーか、たぶん、人間じゃあ、ないでしょ？」

「……は？」

　なにをいってるのかアタシ、ちっともわかんなーい。

　まるで火星人に火星語で語りかけられた地球人のような顔で、つまり、鳩はとが豆鉄砲を喰くらったかのような顔で、キリコはユウキを見つめた。

「え、知らなかったんですか、高菜センパイ？」

「は？」

　キリコの豆デッポー顔が、セイジへと向く。

「なんかおかしいじゃないですか、師匠たちって。雰囲気というか……空気というか」

「空気がおかしいって、空気読めないアンタがなにいってんのよ」

「え」

「あ、いや、ごめんなさい。ちょっとキリコ、本音がダダ洩もれになっちゃった。だって、あんまり驚いたものだから……って、だったら！　だったらどうして！　そんな人外のものたちなんかにアンタ、弟子入りなんかしてるンだ！」

　キリコはセイジの胸ぐらをひっつかんで、がっくんがっくん、揺さぶり始めた。

「わ、わー!?　だ、だって、べつに、その……」

　あわててユウコが止めに入ろうとするなか、セイジは答える。

　いや、なんとか答えようとはするものの、なにしろキリコが激しく揺さぶりまくるものだから、うまく言葉にならなかった。それを知ってか知らずか、キリコは血走った眼めでもって、さらにセイジに迫る。

「なに！　べつに、その、なに！」

「で、でで、ですからぁ、べつに、その、悪い人では、なく……」

「人じゃあないんでしょーが！　モンスターなんでしょーが！」

「だ、だから……決して、悪いモンスターではなく！　いわば純愛モンスターなわけで！　ゆえに、ぼくたち、弟子入りしたんですぅ！」

　その言葉に、セイジを揺さぶるキリコの手は、止まった。

「……純愛、もんすたー？」

「そうだよ、きーちゃん」

　ぽん、とユウキが、キリコの肩に手を置く。

「べつにいいじゃん、すこしくらい人間じゃなくてもさ。だってわたしたち、いままで小山田くんや源みなもとセンパイに、なんか危害とかくわえられたこと、あった？　あ、エロス的なやつは除いてね」

「……まあ、ね」

「ってゆーかさー、ここの学校って、じつはけっこー人外なヒト、多いよ？」

「はああ!?」

「そっかー、きーちゃんって、本気でなにも知らなかったんだー。いやー、わたしさー、この学校であえてなにも知らないフリするのって、ある意味、お約束なんだって思ってたからさー。ごめんねー、きーちゃん。いままで黙ってて」

「……いつから？」

　すっかり気の抜けてしまった顔と声で、キリコは尋ねた。

「えーと、いつからだったかなあ……でもけっこー遅いよ？　去年の秋の、そうそう、たしか薫くん風ぷう祭さいのあたりかなあ？　ほら、あのあたりで、わたしたちおかしくなっちゃってさあ、エロレッドのことを追いかけまわしたことがあったじゃない」

「……え」

「あー、やっぱり覚えてないんだ。あのね、わたしたち、たぶん、アレはエロレッドのフェロモン的なものだったと思うんだけど、それにやられちゃって、欲情しまくりーの、迫りまくりーの。ユッキーだって、エロレッドに抱きついたりしたんだよ？」

「う、ううう、ウソでしょー！」

「ホントだってば。で、うん、すべての騒動が終わったあとで、なにか不思議な力でも働いたのか、みんな、そんなことがあったのは忘れちゃって、でも、一部の人たちは……わたしとか、うっすらとだけど、覚えてて」

　うーん、なんでだろ？

　ユウキは首をひねって、どうして自分は耕太のフェロモン騒動を覚えていたのか、その理由を考えこみだす。

　そうして、すこしのあいだ考えて、彼女がだした結論は──。

「あ、そうだ！　そんなことより、これ、記録しておかないと！」

　なんて、自分が背負っていたカバンをがさごそと探って、なかからハンディサイズのビデオカメラを取りだし、薫風高校の跡地にて繰り広げられていたエア学校生活をデータに収めることだったものだから、答えを待っていたキリコは、すこーん、といまどきギャグ漫画でもやらないような見事なまでのコケっぷりを、オーバーヘッドで見せた。

「ちょ、ちょっと、ユッキー!?」

「だって、きーちゃん？　考えることはあとでもできるけどさ、この衝撃映像を記録することは、いま！　いましかできないんだよ？　違う？」

「う……ま、まあ……」

　と、キリコが納得しかけた、そのときだった。



「──まだ、それは勘弁してもらおうかの」



　ユウキが構えたビデオカメラの前に、突如、ぬっ、となにものかが姿をあらわす。

　あらわれたのは、薫風高校の教師、砂さ原はら幾いく──ではなく、瞳を怪しげに光らせ、髪も背中でざわざわとざわめかせていた、いわゆる人外なヒト、〈御お方かたさま〉だった。

「わわっ!?」

　驚くあまり、構えていたビデオカメラを眼めから外したユウキの背後には、もうひとり、いつのまに忍び寄ったのやら、薫風高校の教師で、いちおう、こちらはちゃんとヒトだった八や束つかたかおが、いつものように仏頂面を浮かべ、手には木刀を持って、立つ。

　そして。

〈御お方かたさま〉の力によって、佐さ々さ森もりユウキ、高たか菜なキリコ、北ほく斗とセイジ、南みなみユウコの四人は、幻のなかへと意識を飛ばされ──。

　夢見ごこちで、それぞれのクラスの集まっていた場所へと、自分たちもくわわり。

　青空の下、うつろな眼めでもって、みなといっしょにエア学校生活を送るのだった。

　そんな、ユウキ、キリコ、セイジ、ユウコらの姿──遅刻したためだろう、四人とも、自分たちのクラスの集まりからはすこし離れた、おそらくは廊下と覚しき場所に立たされていた──を、〈御方さま〉と八束は、無言で見守る。

　その表情は、ふたりとも、厳しく引き締まっていた。



　　　★



　ここでまた、映像は切り替わる。

　つぎに映しだされたのは、ちずると美み乃の里りの姿だった。

　いや、違った。

　それはもう、ちずるではなかった。

　なぜなら、あのとき、彼女のなかに眠る〈奇稲田くしなだ姫ひめ〉の目覚めによって、ちずるの魂は砕かれ、たしかに消えてしまったのだから──だから、それはもう、〈源みなもとちずる〉ではなかった。ただの〈奇稲田姫〉だった。

　だからだろうか。

　いま映像に映しだされた〈奇稲田姫〉の姿は、かつてまだ彼女が〈源ちずる〉であったときとくらべて、かなりの変へん貌ぼうを遂げていた。

　と、いっても、べつに顔の造形や身体のスタイルなんかに、変化があったわけではなく。

　変化したのは、いわゆるファッションであった。

　あの、すくなくとも外見だけは清純派をきどっていた、ちずるの姿が。

　嗚あ呼あ、いまではもう、見る影もなく──。

　まず印象的なのは、その肌の色だった。

　日焼けマシーンでも使ったのだろうか、それとも〈神〉的パワーで表皮を変化させたのだろうか、あの白かった肌が、こんがりと灼やけた、見事なまでの小麦色の肌に。

　そして髪は金髪だった。

　ちずるが〈妖よう狐こ〉の変化したときとおなじ、金色の髪である。いま、奇稲田姫の頭頂部から生えていた狐きつねの耳や、腰から伸びていた狐のしっぽと同色の毛並みで、だからそれ自体はちずるだったときと変わらないのだが、問題は髪型であった。

　やたらめったら、くるんくるんと巻かれまくりで。

　それでぴっちぴちのヘソだしＴシャツやら太もも剥むきだしのホットパンツなんか身につけていたりするものだから、どう見てもひと昔前のぎゃるぎゃるなファッションというか、すっかりそんな感じになってしまっていたのだった。

　いっぽう、美み乃の里りの姿は以前とさほど変化がない。

　前と変わらず少女の容姿で、長い黒髪で、白いワンピースを着て──ただし、その左袖の部分は、肘ひじのあたりからひらひらと風にはためいていた。

　なにかが原因で、美乃里は左腕を失ってしまっていたらしい。

　と、あまりのちずるの変へん貌ぼうっぷりにすっかり眼めを奪われてしまっていたが、奇稲田くしなだ姫ひめと美乃里のいる場所自体も、かなり奇妙ではあった。

　どうも、ふたりは屋上にいるらしい。

　それも、かなり強引な手段で作られた屋上、らしい。

　なにしろ、ふたりの背景には澄みきった青空とごみごみした街並みとが広がっていたのだが、その下側部分には、まわりの壁を破壊したのだろう痕こん跡せきが生々しく残っていたのだから──たとえば、砕けた壁やら、その壁のなかを通っていただろう針金やら──おかげで、すっかり壊したことが丸わかりだった。

　そんな手製の屋上には、絨じゆう毯たんが敷かれ、ソファーやテーブルの姿も見える。

　その革張りのソファーに、金髪、小麦色の肌、ぴちぴちヘソだしＴシャツにホットパンツというすこしばかり時代錯誤な格好をした奇稲田姫は腰かけ、なにやら熱心に手鏡を覗のぞきこんできた。美乃里は、そんな奇稲田姫とはテーブルを挟んだ向かい側にて絨毯にひざまずき、頭を垂れて、どうやら指示を待っているらしい。



「──つまらんな」

　と、今回は音声ではなく、映像の下に、字幕スーパーが表示された。

　その字幕は、ぎゃるぎゃるな格好をした奇稲田姫の、手鏡で自分の顔をしげしげと眺めながらのつぶやきにあわせて、表示されていた。

　つまり、いまのは奇稲田姫の発言であったらしい。

「どうなされましたか、奇稲田姫さま」

　同様に、こんどは奇稲田姫の前にひざまずく美乃里が口をパクパクさせるのにあわせて、字幕は浮かびあがった。

　よほど遠くから撮影したのか、どうやら、今回は音声の収録ができなかったようだ。

　あとで唇の動きでも読んで、編集時に字幕をくわえたのか──とにかく、外国のドキュメンタリー映像というか、ある意味では盗撮動画だった字幕映像は、続く。

「べつに、つまらなくは……充分、愉快痛快なお姿だと、わたしは思いますが」

　と、絨じゆう毯たんにひざまずき、頭を垂れて下を向きながら、美み乃の里りは褒めているんだか貶けなしているんだか、微妙な表現でもって奇稲田くしなだ姫ひめに応じた。

「そうではない」

　ソファーに腰かけ、手鏡を眺めながら、奇稲田姫は返す。

「この姿は気に入っておる。どうだ、イケておるだろう」

　と、奇稲田姫は、美乃里に向かって胸をそびやかした。

　ただでさえぴっちぴちのＴシャツでぱっつんぱつんに押さえこまれていた暴力的な胸のふくらみが、いまにも抑圧から逃れて「この支配からの卒業！」と叫びださんばかりに、重たく、揺れる。

「この時代の女は、なかなか奇抜な格好をするのう」

「いまどきそんな格好をしている女はなかなかおりませんが、ね」

「ん？　おぬし、いまなにかいうたか？」

「いえ、とてもお似合いですよ、奇稲田姫さま、とだけ。まさしく山やま姥んばです」

「うむ、そうであろう、そうであろう」

　はたして、いわれた意味を理解していたのかどうか。奇稲田姫は満足げにうなずく。

　そんな奇稲田姫の前で、美乃里は頭を垂れたまま、小さく、しかしたしかに笑った。

「では……奇稲田姫さま？　そのお姿には満足なされているのでしたら、いったいなにがご不満なのです？　なにがつまらないとおっしゃるのですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「決まっておるだろう」

　ここで、奇稲田くしなだ姫ひめの眼めが、すっ……と、細く尖とがる。



「──スサノオはどうなったのだ？　いつになったら、わたしはスサノオと会える？」



　このとき奇稲田姫の身体からは、映像ごしだというのに、見ている側の肝が冷えるほどの黒々としたものが発せられていた。

　なのに、そんな奇稲田姫を前にした美み乃の里りには、なんら気け圧おされた様子がない。

「小山田……耕太の行方ですね？」

　じつに平然とした態度で、ひざまずき、頭を垂れた姿勢で、奇稲田姫に答えた。

　ふん、と画面のなかの奇稲田姫が、鼻で笑う。

「いまの名なぞどうでもよい。わたしはな、スサノオとまた出会うため、ただそれだけのために、この生きたくもない生を生きておるのだ。わかるか？　おぬしにこの苦しみが……いや、わからんだろうな。わかるはずもない。要するに、だ。スサノオ無しの生など、わたしにとっては一片の価値もない、つまらんものなのだ……」

　そういって、奇稲田姫は遠くを見やった。

　小麦色に灼やけた肌と、くるくると巻きまくった金髪と、つやつやぷーなピンク色に厚ぼったく塗られた唇と、何段も重ねられたつけまつげという、なんともかんともぎゃるぎゃるしい姿でもって。

「……ぞんぶんに満喫なされてるような気もしますが、生」

「ん？　おぬし、いまなにかいうたか？」

「いえ、まことに申し訳ありません、奇稲田姫さま、とだけ。どうか……」

　奇稲田姫に向かってひざまずき、頭を垂れていた美乃里が、さらに深く身体を沈めてゆく。

　完全に平伏する姿勢となって、釈明を始めた。

「どうか、お許しを、奇稲田姫さま。ですが、〈素戔嗚尊すさのおのみこと〉さまの転生体である小山田耕太の行方につきましては、我ら〈葛くずの葉は〉、総力をあげて捜索に当たっております。発見されるのは時間の問題かと……まあ、もし万が一、我らで発見できずとも、いずれあちらから姿はあらわしてくれるかと思いますが。恋人を取り戻すために、ね……」

　しかし、奇稲田姫の表情に、変化はない。

　さきほどと変わらず遠くを見つめたまま、つぶやくように、いった。

「……本当に、あれはスサノオか？」

　と──。

「それは……どういう意味でしょうか、奇稲田くしなだ姫ひめさま？」

　その奇稲田姫の言葉に、美み乃の里りは伏せていた顔をあげ、うかがう。

「小山田耕太が……まさか〈素戔嗚尊すさのおのみこと〉さまの転生体ではないとおっしゃるのですか？」

「あのとき。わたしが、永の眠りから目覚めたとき……あれは、おぬしに斬きりかかったな」

「はい」

「そして、幾度か剣を交えたのち、おぬしの腕を、斬った」

「……はい」

　美乃里が着ていた白いワンピースの、その左袖の部分が、風に揺れ、はためく。

「たしかに、奇稲田姫さま、小山田耕太はわたしの腕を斬りました。恋人を失った怒りに我を忘れ、わたしの腕を斬り落として、そして、いずこかへと去りました……。しかし、それがどうしたというのです？　あのとき、わたしは奇稲田姫さまの〈龍りゆう〉の力を写しとっていました。そのわたしをも凌りよう駕がした、あの小山田耕太の力……まさしく、〈素戔嗚尊〉さまの御力ではありませんか」

「違うな」

　奇稲田姫は、その口元に冷笑とでもいうべき笑みを浮かべていた。

　冷笑を浮かべながら、奇稲田姫は告げる。

「そもそも、スサノオならばおぬしの腕を斬ったりなどしない。いや、斬れないのだ。わたしの知るスサノオならば、な……。それほどまでにスサノオは優しい。優しすぎる。おのれの命を奪ったものどもを、殺あやめるどころか、むしろ守るほどに……」

　ここで奇稲田姫は、なにか不快なことでも思いだしたのか、ソファーの上に片かた膝ひざを抱えて、がり、と親指の爪つめを噛かみだした。

　そんな奇稲田姫を、美乃里は、しばらくのあいだ、黙って見つめていた、が。

　やがて、ふっ、と笑う。

「いずれにせよ、です。もう一度お会いになればわかるでしょう。小山田耕太が〈素戔嗚尊〉さまの転生なされたお姿なのか、それとも、ただのまがいものなのか……その答えが……。ですが、奇稲田姫さま？　小山田耕太と出会って、そののち、いまだ奇稲田姫さまは眠りにつかれておりません。その事実こそが、小山田耕太のうちに〈素戔嗚尊〉さまの魂が宿っている、なによりの証あかしにはなりませんか？」

　む？　と奇稲田姫が、虚をつかれような顔つきとなった。

「それは……うむ、なるほど、たしかにそうだ。あれがまがいものであったならば、わたしはすぐに眠りについているはずだな。スサノオのいない世になぞ興味はないからな。しかし……だが……」

　奇稲田姫は、眼めを閉じて、じっ、となにかを考えこみだす。

　美乃里も、頭を垂れて、じっ、と奇稲田姫が結論をだすのを待った。

「──ところで」

　ややあって、奇稲田くしなだ姫ひめが言葉を発した。

「ネズミがおるようだが、よいのか？」

　と、こちらを向く。

　どうじに、奇稲田姫に視線を向けられた画面は、激しいブレっぷりを見せた。

　奇稲田姫に続いて、美み乃の里りの顔も、こちらへと向く。

　にっこり笑って、美乃里はいった。

「ええ。泳がせてますから……」

　もう、ブレるブレる。

　見ている側が酔ってしまいそうになるくらい、画面は派手にブレまくった。

「まあ、細かいことはすべておぬしにまかせてある……泳がそうが沈めようが、好きにするがよい。そういえば、〈砂女〉はどうした？　最近、姿を見せぬようだが」

「〈御お方かたさま〉でしたら、いまは小山田耕太が通っていた学校に……」

「む？　ガッコー？　ガッコーとはなんだ？」

　と、ふたりの会話が終わるのを待たず、映像は、まるで逃げるかのように引いてゆく。

　どんどんと離れていって──。

　そして、映しだされたのは、あの国会議事堂だった。

　そう、奇稲田姫と美乃里は、左右両側に衆議院、参議院の建物を広げた国会議事堂の、その真ん中部分の屋根を破壊して、勝手に語らう場所にしていたのだった。

　では、その国会議事堂を使用しているはずの国会議員たちはどうしていたのかといえば、建物の前の広場で、あの薫くん風ぷう高校の生徒や教師たちとおなじように、どんよりとした眼めと動きで、エア国会を繰り広げていた。どうやら、青空の下、いつものように野党は与党を細かく追及し、追及された与党は適当な答弁を返していたようだ。

　そこまで映して。

　唐突に、ぷつん、と映像は途絶えた。
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　しばらく、映像は途絶えたまま、真っ暗な画面が流れて。

　すこしばかり不安にさせる時間が経たったとき──ようやく、画面にはあらたな映像が映しだされた。

　映しだされたのは、眼鏡をかけたバニーガールだった。

　それも、ボディースーツに迷彩模様の入った、おそらくは潜入活動用であろうバニースーツを着用したバニーガールであった。

　と、いっても、頭に生えてるウサギの耳は白いままだったし、きっとお尻しりのしっぽもおなじだろうし、脚には網タイツを穿はいていたしで、どう考えてもかえって目立つと思われるのだが、まあ、そのあたりは本人の心意気なのだろう。

　その迷彩バニーガールは、どこかの森のなかにいたらしい。

　ぱちぱちと爆はぜるたき火を前にして、大きな石を椅い子す代わりに、彼女は腰かけていた。

　と、その迷彩バニー森ガールが、画面に向かって手招きをしてくる。

「カイさま！　カイさま！　お早く！」

「ちょっと待って、シズカ……よし」

　バニーの呼びかけに従って、どうやらこの映像を撮影しているビデオカメラのセッティングをしていたらしい人物が、画面の横から入ってきた。

　それは、やはり迷彩服を着用した青年だった。

　もっとも、おなじ迷彩服でも、こちらはごく普通の、迷彩模様のパーカーにパンツといった、よくあるミリタリールックだった。そんなミリタリールックをした青年の、その髪と肌は見事なまでに白くて、繊細そうというか、ちょっと病弱そうな印象を受けてしまう。

「どうもー、潜入カメラマンの、カイです」

「おなじく、潜入レポーターの、シズカです！」

　と、病弱青年と迷彩バニーはならんで座って、画面に向かって、ぺこり、頭をさげる。

　かの〈大海神おおわだつみ〉の息子である、病弱青年、カイ。

　そのカイのおつきのものであった、〈イナバノシロウサギ〉なバニー、シズカ。

　ふたりは、画面に向かってなにやら語りだした。

「以上、みなさまが気になっていただろう、薫くん風ぷう高校および、奇稲田くしなだ姫ひめと美み乃の里りの様子でしたが……いかがだったでしょうか」

「いやー、しかしカイさま、クシナダと美乃里のときはあぶなかったですねー」

「うん、本当にあぶなかった……まさか気づかれていたなんてね。でも、あれから追っ手がだされた様子もなかったし、美乃里のいうとおり、泳がされていたんだろう、ぼくたちは……」

「まったく、美乃里のやつ、なにを企たくらんでいるのやら！　あいつ、絶対性格悪いですよ！」

　シズカはウサギの耳をぴん、と立たせて憤慨し、カイは、ははは……と苦笑する。

「ですが、カイさま、ご安心を！　カイさまの身は、このシズカが守りますとも！　ええ、たとえ一命にかえたとしても！」

「ありがとう、シズカ……でも、ダメだよ。もう、シズカはひとりだけの身体じゃ、ないんだからね……」

　と、カイはシズカの腹部に触れ、ゆるゆると撫なでだした。

「か、カイさま……」

「シズカ……」

　ふたり、見つめあう。

　そうして、シズカがなにかを期待するかのようにまぶたを閉じ、軽く唇を尖とがらせたところで、カイは「えー、それでですね」と画面のほうへと顔の向きを戻した。

「残念ながら、耕太さんの行方はいまだつかめないままです。あの奇稲田くしなだ姫ひめと美み乃の里りの会話を信じるならば、まだ、あちらも見つけだせてはいないでしょう……気になるのは、美乃里の腕を斬きり落としていながら、とどめを刺さず、いずこかへ去ったという発言です。これがなにかのヒントになるかどうか……わたしたちは、もうすこし調査を続けてみるつもりです。では、また」

　そういって、カイは画面に向かって手を振る。

　その横では、期待をはぐらかされたシズカが、ぷー、と頬ほおをふくらませて、唇を尖らせたまま、恨めしそうにカイを見つめて──。

　そして、映像は終わった。



　と、思ったら。

　最後に、『製作　ビッグ・シー・ゴッド・ファクトリー』なんて文字が表示され。

　続けて、『おことわり　このビデオプログラムの映像・音声並びにパッケージに関する総すべての権利は著作権者が有しており、家庭内観賞を目的とした視聴に限って許されています。それ以外の使用や、その一部分でも、複製、改変、上映、放映、有線放送等することは、権利者に多大な損害を与えるため──』なんていう、だれに対する注意なのかよくわからない文章が映しだされて、ようやく、完全に、映像は終了したのであった。
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　そんな、〈カイとシズカの地上レポート〉が終わるとどうじに、びー、と場内にはブザー音が鳴り響いた。

　ゆるゆると、場内に照明がつく。

　今回、カイとシズカが地上に潜入して撮影してきた映像、〈カイとシズカの地上レポート〉は、映写機でもって大型のスクリーンに映しだされていた。

　その映像を、ほとんど小さな映画館といっても差し支えなかった広さの部屋で、ちゃんとドリンクとポップコーンが置けるようになっていたふかふかの椅い子すに腰かけながら観賞していた一同は、はー、と詰めていた息を吐く。

「……」

　観賞していたひとり、源みなもとたゆらは、もうなにも映っていなかった白いスクリーンを睨にらむように見つめながら、眉み間けんに皺しわを深く寄せ、なにごとか考えこんでいた。彼が座る椅い子すに置いてあったポップコーンには、手がつけられた様子がまったくない。カップに山盛りになった状態で、すっかり冷めきってしまっていた。

　そんなたゆらは、なぜか、水着姿であった。

　それも、ブーメランタイプの、食いこみまくりな水着姿であった。

　どうしてかたゆらは、股こ間かんのみを隠した水着姿でもって、映画館にあるような椅子に座り、カイとシズカによる地上レポートを観ていたのだった。

「……」

　と、そのたゆらの横には、〈白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつね〉、玉たま藻もの姿がある。

　椅子に腰かけ、ちゅー、とストローでコップに入ったドリンクを飲む玉藻の姿は、これまた、やはり、水着姿であった。

　それも、ほとんど犯罪といっていい、スクール水着姿であった。

　これが金髪に狐きつね耳みみ、九本の狐のしっぽを生やした〈九尾の狐〉姿であったなら、まだファンタジーに逃げこむこともできただろう。

　だがしかし、あろうことか、玉藻は人間の姿のままだった。

　そのオトナの魅力バリバリというか、もうあふれだして滴りまくりな完熟バディを包みこむ、未熟な水着──みじゅくなみじゅぎ──若さの象徴ともいえる学生のアイコン、紺色のスクール水着の胸元には、ご丁寧にも、ひらがなで『たまも』と名前が書かれた白い布が張りつけてある。完かん璧ぺきであった。まさしく、完熟かつ完璧であった。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな、いろんな意味でアウトローにもほどがあった玉たま藻もの横には、〈雪女〉の雪ゆき花はなが、やっぱりスクール水着で、こちらはわざわざ頭にキャップまでつけて、座る。

　せめて、着ているのが競泳水着だったなら、よく似合っていただろうに──。

　なぜなら、その雪花の身体には玉藻とはまた違った完熟さを示す、鍛えあげられた肉体美が備わっていたからだ。だが現実には、彼女は胸元にひらがなで『ゆきはな』と書かれた白い布の張られたスクール水着を着て、平然と、玉藻に「ドリンクのおかわりは……」などと尋ねていたのだった。

　でもって、そんな水着姿をした三人の、さらに横には──。

　赤銅色に灼やけた肌と、真っ白な髪とを持つ、ムキムキマッチョな肉体の大男が、特注の大きな椅い子すに腰かけ、なにやら、うんうん、とうなずいていた。

「さすがは我が息子よ……よいカメラ写りだ……」

　この大男こそは、あのカイの父親であり、大海の支配者でもあった〈大海神おおわだつみ〉、豊とよ玉たま彦ひこであった。

　さすがというべきだろう、その〈大海神〉の姿は、純白のふんどし一丁だった。

　そうして、太陽と潮風とにさらされて作りあげられた赤銅色の肉体に、汚れひとつない純白のふんどしをきつく堅く締めた大海神は、カイの撮影した映像に──と、いうより、自慢の息子のカメラ写りの素晴らしさに、まったくもって親バカらしく、ひたすら感じ入っていたのだった。



　いま、たゆらたちがいたのは、深さ数千メートルにもおよぶ海底にあった、〈大海神〉の宮殿、そのシアタールームだった。

　所有者いわく、「少々恥ずかしいのだがな……小さいだろう？」なんて話の、しかしたゆらからすれば小さな映画館でしかなかった、あくまでもプライベートな大海神のシアタールームである。そこで、たゆら、玉藻、雪花、そして大海神は、カイとシズカから送られてきた、地上の映像を観みていたのだった。

　たゆらたちが、この大海神の宮殿に逃げこんできて、もう、一週間が経たつ。

　そう、海の一族の掟おきてに従って、水着姿での生活を送って、もう、一週間が──。
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「つまり……」

　と、大海神の宮殿内部にあったプライベートなシアタールームにて、カイとシズカの地上レポートを見終わったあと、しばらく、黙って椅い子すに腰かけたまま、なにやら考えこんでいたブーメランパンツ姿のたゆらが、重々しく口を開く。

「地上は、すっかりあいつらのものになっちまったって……そういうことか」

「──いまの映像を観みるかぎりでは、そうね」

　ちゅー、とすっかりドリンクを飲み終わったスク水姿の玉たま藻もが、あらたなドリンクの入ったカップを雪ゆき花はなから受けとりつつ、独白めいたたゆらの発言を受けた。

「あの、国会議事堂の映像……わざと撮らせたんでしょうね。わたしたちに、いまの状況を思い知らせるために」

「青空国会、か……」

　ちっ、とたゆらは舌打ちして、そして、となりの玉藻に向き直り、尋ねる。

「なあ、玉藻さん？　学校でもそうだったけど、あれはなんなんだ？　みんなロボットみたいになっちまって……マインド・コントロールみたいなもんなのか？」

「マインド・コントロール……とはすこし違うかしら。思考を思うとおりに操作されるのは似たようなものだけど、でも、あれはマインド・コントロールではなく……そう、いまたゆらさんがいったとおり、つまりロボットなのよ」

「ろぼっと？」

「マインド・コントロールっていうのは、あくまでも後からかけられるものでしょう？　違うの。後からじゃなく、先。生まれつき、ニンゲンは〈神〉には逆らえないの。そういうふうに魂レベルで刷りこまれちゃってるのよ」

「さ……逆らえない？　魂レベルで？　〈神〉に？」

「ええ。ねえ、彦、そうでしょう、彦……彦ー？」

　玉藻は、〈神〉である大海神おおわだつみ、豊とよ玉たま彦ひこに同意を求めた。

　しかし、純白のふんどし姿だった大海神は特注の大きな椅子に深くもたれて、先ほどの息子の勇姿でも思い浮かべていたのか、にたにたと気持ちの悪い笑みを浮かべるばかりで、返事をしない。

　玉藻は、にっこりと笑った。

　そして──。

「えいっ」

　と、いままで自分が飲んでいたドリンクのカップを、大海神へと向かって投げつける。

　カップは、たゆら、雪花を越えて放物線を描きながら飛び、見事、大海神の頭に命中した。

　ばしゃ、と音をたてて、その中身をぶちまける。

　どうやら、中身は冷え冷えのコーラのようだった。

「む？」

　しゅわー、と泡だつ黒い液体と細かく砕かれた氷とを頭から浴びて、ようやく大海神おおわだつみは息子の幻影から覚めたらしい。

「なんだ、いきなり。どうしたというのだ、玉たま藻もよ」

　どうぞ、とスク水にキャップ姿の雪ゆき花はなが用意よく手渡したタオルを受けとって、ぐしぐしと顔を拭ぬぐいながら、大海神は尋ねた。

「あのね、彦？　さっきの映像なんだけど……」

「おお、カイのことか？　うむうむ、おまえも見み惚とれたか。無理もない……ああも立派に、たくましく育ってくれようとはなあ。線の細かった、あの子が……彦、カンゲキ！　おっと、だがいかんぞ、玉藻よ。おまえの趣味のひとつが少年狩りであることは重々承知しておるが、カイはダメだ。せめて喰くらうならば、カイがだれかに純潔を捧ささげてからにしてもらおう。それからならば、まあ、いい経験になるやもしれんしな……」

「いや、純潔もなにも……彦、あなた、さっきの映像、ちゃんと観みてた？」

「む？　それはどういう意味だ、玉藻よ。わたしはそれこそ、穴が開くほど観ておったぞ！　ほれ、そのスクリーンを見よ！　開いておるだろうが、小さな穴が！」

「ああ、たしかに開いてるわね……ぽっかりと、眼めに、フシアナが」

「むむ？　フシアナ？」

「息子さんの話もお孫さんの話もさておき、おじいちゃん、奇稲田くしなだ姫ひめがニンゲンを従えていたところは、覚えてるー？」

「むむむ？　孫？　おじいちゃん？　玉藻、おまえのいうことはよくわからんが……奇稲田姫がニンゲンを従えていたところなら、もちろん覚えているぞ。あれがどうした」

「あれ、彦もできる？　〈神〉としてニンゲンを従えること」

　玉藻の問いかけに、む？　と一瞬、大海神は考えこむようなそぶりを見せた。

「ニンゲンを従えることなら……やろうと思えばできるのではないか？　やったことはないがな」

「あら、そうなの？」

「わたしはニンゲンどもになど興味はないからな……海さえ平和ならば、それでよいのだ。だが……だが、しかし！　ニンゲンどもよ！　調子にのって環境を破壊し、海を汚しておると……この大海神が！　豊とよ玉たま彦ひこが、黙ってはおらんからな！　覚えておけ！」

　と、突然、憤って、だれにだろうか、大海神は吠ほえだす。

「ハイハイ、ニンゲンどもにはあとでわたしからよくいっておくから。そうやって脅かすより、おっぱいとかイケメンとか使ったほうが効果的なのよね……とにかく、やろうと思えばできるのね？　〈神〉としてニンゲンを従えること、できるのよね？」

「たぶん、だがな……」

　言葉とは裏腹に、やたら自信ありげな態度でもって、大海神は答えた。

「どう、たゆらさん、わかった？」

　その回答を受けて、玉たま藻もは満面の笑顔を浮かべながら、たゆらのほうを向く。

「これはね、もう、どうしようもないことなのよ。人はね、〈神〉には逆らえないようにできてるの」

「人は、〈神〉には逆らえない……」

「そう。ある意味、〈神〉からの呪のろいのようなものね……なにせ、神世の時代からの刷りこみなんだもの。だから、〈神〉に命じられれば無条件で従っちゃうし、たとえば『いまおまえの目の前には学校があるのだ』っていわれれば、それを現実のものとして受けとめちゃうわけ」

「へええええええ……」

　突然、妙にスケールが大きくなってしまった話を前に、たゆらはそう返すしかなかった。

「あ……じゃ、じゃあ、お、おれたちは？　おれたち、〈妖あやかし〉は？」

「ああ、それならだいじょうぶよ。〈妖〉はニンゲンのように、〈神〉に対する因縁はさほどないから……実際、平気だったでしょう？　あのとき、奇稲田くしなだ姫ひめを前にしても」

　その玉藻の言葉に、たゆらは思いだす。

　あのとき──。

　思いだして、たゆらは唇を噛かんだ。

　そうだ、あのとき──。

　あのとき、おれは──。



　そう、あのとき、たゆらは、逃げだしたのだ。

　恐怖にかられて、あの場から。

　自分とあかねの、ふたりだけで。



　　　★



　あのとき。

　奇稲田姫が目覚めて、それで耕太が怒りと哀かなしみとで我を忘れて、獣の叫びをあげながら美み乃の里りへと襲いかかったとき。

　たゆらは、すぐそばにいたあかねだけを連れて、その場から逃れた。

　怖おそろしかったからだ。

　怖ろしくて怖ろしくてしかたがなくて、だからたゆらは逃げだしたのだ。

　なにがそれほどまでに怖ろしかったのか？

　耕太だった。

　奇稲田くしなだ姫ひめでもなく美み乃の里りでもなく、あのときのたゆらは、耕太の怒りが──哀かなしみが

──つまるところ、その狂気が──あまりに怖おそろしくって、だからたまらず逃げだしたのだった。



　そう、あのとき。

　たゆらはあかねを抱えて、廊下の窓に頭から突っこんだ。

　突っこんで、ガラスを割り、薫くん風ぷう高校の校舎の外へと飛びだした。

　そして、とにかく遠くへと逃れようとした。

　そのときだった。

　すぐ後ろで、力と力とがぶつかりあったのは。

　それは、耕太と美乃里の力だった。

　すなわち、〈神〉である〈素戔嗚尊すさのおのみこと〉の力と、美乃里がちずるからコピーしたらしい〈八岐大蛇やまたのおろち〉の力が、ぶつかりあって──結果、光が爆はぜ、衝撃がたゆらを襲った。

　その衝撃で、たゆらとあかねは大きく吹き飛ばされた。

　もし、そのままだったら、〈妖あやかし〉だったたゆらはともかく、ただのニンゲンでしかなかったあかねはあぶなかっただろう。激しく地面なり建物なりに叩きつけられて、よくて大ケガ、下手すれば命を失っていたかもしれない。それほどの強い衝撃だった。

　そんなたゆらたちを救ったのが、あのカイとシズカだった。



　大海神おおわだつみの息子であり、海の一族としても有数の力の持ち主へと成長していた、カイ。

　そのカイが作りあげた巨大な水のクッションに、吹き飛ばされたたゆらとあかねはうまく受けとめられた。

　いや、受けとめられたというか、ずばしゃ、と頭から突っこんだというか。

「みなさん！　早くあちらへ！」

「がぼば？　べぼ？」

　カイは、自身が作りあげた巨大な水の塊の、その中心部に浮かんでいた。

　そこから、気がついたらいきなり水中に飛びこんでいて、すっかり眼めを白黒とさせてしまっていたたゆらたちに向かって『あちらへ』ゆくようにと伝えてきた。

　カイが、『早くあちらへ』とうながした先。

　それは薫風高校のプールだった。

　どうやらカイは、そのプールの水を使って巨大な水のクッションを作りあげていたらしい。すっかりプールの中身は空っぽになってしまっていた。

　そして、その空っぽになったプールにはバニー姿のシズカがいて、こちらへと向かって「早くー早くー」と手を振っていたのだった。



「がぼ……？」

　正直いって、このときのたゆらは、すこしばかりの不審を覚えていた。

　あまりにもカイとシズカがあらわれるタイミングがよすぎたからだ。

　しかし、水のクッションのなか、ちらと振りむいて真後ろにあった校舎をうかがえば、激しくびかびかと輝きながら震えていて、いまにも爆発しそうになっていた。

　もし爆発すれば、さきほどとはくらべものにならない衝撃が、たゆらたちを襲うだろう。

　そうなれば、まちがいなくたゆらたちは死ぬだろう。

　妖あやかしだろうがニンゲンだろうが、関係ない。

　いや、〈九きゅう尾びの狐きつね〉である玉たま藻もはわからないが、ごく普通の〈化ばけ狐ぎつね〉であったたゆらや、ごく普通のニンゲンだったあかねは死ぬ。死んでしまう。死んじゃう。

「……がぼばべ！」

　結局のところ、選択の余地はなかった。

　たゆらはカイに従った。

　従って、シズカが待機していたプールの排水溝から、海の一族の能力でもって水と化して、下水を通り、はるばる海へと運ばれた。

　そして、海底へと沈み、大海神おおわだつみの宮殿へと逃れたのだった。



　なお。

　このとき、大海神の宮殿まで無事に逃れたのは、たゆら、あかね、望のぞむ、まどか、玉藻、雪ゆき花はなの六人だけだった。

　ほかのものたちとは、はぐれてしまっていた。

　つまり、未み弥や、蓮れん、藍あいの三人とは、である。

　〈葛くずの葉は〉の若き総帥であり、八家のひとつ、三み珠たま家の当主でもあった、三珠未弥。

　おなじく〈葛の葉〉八家のひとつ、七な々な尾お家の当主の娘だった、七々尾蓮、七々尾藍。

　奇しくも、はぐれたのは全員、〈葛の葉〉に関係するものたちだった──。



　──って、奇しくも？

　そんなわけ、ねーじゃん。

　たゆらには、これが偶然だとはとても思えなかった。

　だって、たまたま、〈葛の葉〉のニンゲンだけがはぐれるだなんて、さあ。

　なんらかの意図があって、〈葛の葉〉のものだけが排除されたと考えるのが自然だろう。

　とはいえ、たとえばカイに尋ねてみても「え？　偶然ですよ？」と嘘うそのつけなそうな人のいい顔つきでもって返されるだけだったし、ならばと玉藻に尋ねてみたら「あらー、不思議なことってあるものよねー」なんてこちらは逆に嘘うそくさい笑顔で返されるだけだったしで、とりあえず、真相は闇やみのなかであった。



　かくして──。

　真相は闇のなかだったまま、一週間が経たって──。

　たゆらたちは大海神おおわだつみの宮殿に逃れたまま、とくに行動を起こすこともなく、こうして、カイとシズカが調べてきた地上の様子を大海神のプライベートなシアタールームにて、ただ観賞していたのだった。

　海の一族の掟おきてに従って、全員、水着姿で。



　　　★



「そうか……」

　と、もの思いから覚めて、ブーメランパンツ姿のたゆらはつぶやく。

「あいつら、ニンゲンなんだもんな……」

　はぐれてしまった三人、三み珠たま未み弥や、七な々な尾お蓮れん、藍あいのことだった。

「ただでさえニンゲンは〈神〉には逆らえないってのに、あいつら、おまけに〈葛くずの葉は〉だもんな……奇稲田くしなだ姫ひめが作った組織、〈葛の葉〉のニンゲン……そりゃ、いっしょになって逃げるわけにはいかねーよなあ」

　なにしろ、ニンゲンである彼女たちは、奇稲田姫にたったひとこと、「我に従え」と命じられただけで、もう逆らえなくなってしまうのだから。

　その上、〈葛の葉〉なのだ。

　さきほど観みたばかりのカイとシズカの地上レポートで、美み乃の里りはたしかに奇稲田姫に向かって、耕太の行方を『我ら〈葛の葉〉、総力をあげて』捜索に当たっている、と告げた。

　この言葉を信じるならば、もう〈葛の葉〉は奇稲田姫の側についたと考えるべきだろう。

　いや、違った。

　ニンゲンである以上、〈神〉に逆らうことはできないのだから、美乃里の言葉を信じる、信じないもない。

　まちがいなく、〈葛の葉〉は奇稲田姫の側についてしまったと考えるべきなのだ。

　そう、またもや、〈葛の葉〉はたゆらたちの敵にまわってしまったのだ。

　もしかしたら、未弥や蓮、藍たちも、すでに〈葛の葉〉の一員として、奇稲田姫に命じられるまま、行動しているのかもしれない。美乃里からの指示を受けて、懸命になって耕太の行方を捜していたのかもしれない……。

「なるほどね……だから、か」

　たゆらは、となりの席に座るスクール水着姿の玉たま藻もへ、横目でもって視線を送った。

　いままでのたゆらのつぶやきは、当然、すぐ横に座る玉藻には聞こえていたはずだ。

　だが、玉藻は、あいかわらずの心が読めない笑顔で、ニコニコとしているだけだった。

　その、笑みで感情を塗りつぶした玉藻の顔を、じっ、と見つめて、たゆらは思う。



　どーせ訊きいてみたって、ホントのことは教えてくれねーんだろーなあ……。



　まあ、正直に答えられたところで、たゆらも困ってしまうのだが。

　未み弥やはともかくとして、蓮れんと藍あいに関しては、たゆらもけっこう思い入れがあったからだ。

　基本、あの双子は耕太とちずる、それと望のぞむに対して懐いていた。

　が、たゆらだって、それなりにかわいがってはいたのだ。

　いつだって腹を空かせて飢えていたふたりに、どれほどメシを与えてやったことか。作ったりおごったり、流は行やりのスイーツをコンビニで買ってやったり……。

　最初こそただ口の悪い、クソナマイキなクソガキだとしか思えなかったが、そうしてつきあってゆくうちに、だんだんとかわいらしく感じられてきたのは嘘うそじゃない。いや、たゆらに対する口の利きかたは、最後の最後まで悪いままだったのだが。

　そんなふたりを、たとえ事情があったとはいえ、切り捨てたのだと告げられたら。

　実際、複雑だっただろう。

　理屈としては理解できる。

　だが、感情としては納得できない。

　もしあのとき、この大海神おおわだつみの宮殿に逃れてきたばかりのときに聞かされたなら、もしかしたら、危険もかえりみずに地上へと戻ってしまっていたかもしれない。

　もちろん、ふたりを捜すためにだ。

　なにしろ、あのときのたゆらは、ちずるを喪うしなって、すっかり精神がボロボロだったから……蓮と藍を置いてきたなんてことは、絶対に受け入れられなかったに違いない。

　おそらくは、それがわかっていたからこそ、玉藻は真相を明かさなかったのだ。

　だから、いい。

　真相が明らかにされるのは、すべてが終わってからで、いい。

　とりあえず、そう簡単に殺されたりはしないだろーし……だって、ひとこと奇稲田くしなだ姫ひめに「従え」と命じられたら逆らえなくなっちゃうものを、わざわざ殺ったりしないだろ？　フツーは従わせるだろ？　そうして耕太の行方でも捜させるだろ？　まあ、これから先、未弥や蓮、藍たちが敵にまわる可能性はあるが……そうなったらそうなったときに考えればいい。

　いまはほかに、もっと考えなくてはならないことがあったのだから。

「なあ、玉たま藻もさん……」

　たゆらは、椅い子すのなか、身をよじって、身体の向きを変えた。

　正面からとなりの席に座るスクール水着姿の玉藻を見つめ、そして、尋ねる。

「耕太は、いったいどうしちまったんだろーな？」



　さきほどのカイとシズカによる地上レポートによれば、耕太はいちおう、無事らしい。

　もっとも、その情報ソースは奇稲田くしなだ姫ひめと美み乃の里りの会話だったりするのだが……おまけに、カイとシズカが撮影していたことは奇稲田姫と美乃里にはすっかりバレバレだったようだし……それでも、あのふたりの言葉を信用するならば、耕太は美乃里に襲いかかったあと、手傷を負わせて、そこで突然、闘うのを止め、いずこかへと去っていってしまったらしい。

　そのあたりの情報をふまえて、たゆらは玉藻に、しみじみと語った。

「玉藻さん……おれ、あのとき、耕太がおかしくなっちまった理由は、よくわかるんだ……だって、だってさ、ちずるを喪うしなっちまったんだから。この世でいちばん大切な相手を喪っちまったんだから……そりゃ怒りに狂うさ。我だって忘れるさ。そうなる原因を作った美乃里を、それこそ八つ裂きにしたって気なんか収まりはしない……おれだって、もし耕太があんなことにさえなってなかったら、きっと美乃里に襲いかかってた。そりゃ返り討ちにあっただろうけど、そんなの関係ない。だって、あいつが、前に奇稲田姫を目覚めかけさせさえしてなかったら、あんなことには……ちずるはちずるのまま、ずっといられたのに！」

　たゆらは、うつむき、ぎりっ、と奥歯を噛かみしめる。

　しかしすぐに顔をあげて、玉藻の顔を見つめた。

「でも……だけど……なんでなんだろう？　なあ、玉藻さん、なんで耕太は、美乃里にとどめを刺さずに、どっかへいっちまったりなんかしたんだろう？　だって、腕を斬きり落としたってのに……その気になれば、耕太は最後までやれたはずなんだ。憎い美乃里を殺して、ちずるの仇あだを討つことができたはずなんだ。なのに、あいつは、中途半端に傷つけて、それでどっかへいっちまった……なあ、玉藻さん。なんでなんだ？　なんで耕太は……」

　との、たゆらの問いかけに対して。

「……そうね」

　と、玉藻はつぶやく。

　そうして、なにやら考えこみだす。

　その表情は、めずらしく真剣な顔つきだった。

　あのいつものはぐらかすような笑顔ではなく、ぴりっ、と引き締まった表情でもって、玉藻は前の座席の背もたれの、その下側を睨にらむように見つめる。

　なにしろ、小さな映画館じみた大海神おおわだつみのプライベートなシアタールームだったものだから、たゆらたちの前後左右に座席は存在していたのだ。

　その空いた座席のひとつ、自分の前の座席を、ひたすら、玉たま藻もは見つめて──。

　さて、どれほどの時間が経たったあたりだろうか。

　たゆらとは二つばかり離れた席に座る大海神おおわだつみ──あいだには水着姿の玉藻、雪ゆき花はなが座っていた──が、くわあああああ、と大あくびしたとき、ようやく玉藻は言葉を洩もらした。

「もしかしたら……わたしたちが思っていたより、耕太さんはちずるのことを、愛していたのかもしれない……」

　と、あくびをした大海神に、またもドリンクの入ったカップを投げつけながら。

「わ、わたしたち？　愛していた？」

　た、たち？

　わたしたちって、だれ？

　玉藻さんと、あと、だれ？

　それに、『思っていたより、耕太さんはちずるのことを、愛していたのかもしれない』って……ど、どういうこと？

　ちなみに、こんど投げつけられたドリンクは、どうやらホットコーヒーだったらしい。

　大海神の「ぐわわー！」という悲鳴を横に聞きつつ、たゆらは疑問に眼めを細め、鋭くし、答えを求めるべく、玉藻へ向かって、ぐっ、と顔を迫らせた。

　が、しかし、玉藻は眼を伏せたまま、決して答えようとはしてくれなかった。

「玉藻さん……」

「ごめんなさい、たゆらさん。いまはまだ……あと、もうすこしだけ、時間をちょうだい。まだ、情報が足りないから……完全に認めてしまうには、まだ……」

　その言葉に、たゆらは、へっ、と笑う。

　どさ、と椅い子すの背もたれに深くもたれて、へへへ……と笑った。

　笑いながら、がしがしと頭を掻かく。

「やっぱり、思ったとおり、いろいろと企たくらんでたってわけだ。そっか、そっか……そりゃそうだよな。かの〈白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつね〉さまともあろうものが、こうなることを予想してなかったわけがねーや……ふふ、『わたしたち』、『たち』ね……まあ、ちずるは確定として、あとはだれだろーな？　〈御お方かたさま〉か？　あとは、耕太のジジイなんか……」

　ちら、と視線を向けてきた玉藻に対して、たゆらは「おっと」と手のひらを突きつけた。

「玉藻さん、勘違いはしないでくれよ。だって、いつかは教えてくれるんだろ？　ぜんぶ。なにを企んでたのかとか。ただ、いまはまだ、情報が足りないってんだろ？　だったら待つよ。待つさ。待つともさ。だから、これはただ、おれのひとりごとってだけで……キモイかもしんねーけど、我慢してくれよ」

　そのたゆらのいいぐさに、思わず、といった感じで、玉藻が噴きだす。

「たゆらさん……あなた……」

「でも……なあ、玉たま藻もさん。これだけは教えてくれないか？」

「……なあに？」

　いつもの笑顔を浮かべながら、玉藻は質問をたゆらにうながしてきた。

「ちずるだよ。ちずるは──」

「──む？　カイのことか？　カイのことなら、心配はいらんぞ」

　と、ここで、横から大海神おおわだつみが、タオルでもって身体にかかったコーヒーを拭ぬぐいつつ、口を挟んでくる。

「おまえたち地上のものどものため、わざわざ敵の調査を買ってでたカイが心配になるのはわかるが……安心するがいい。いかにクシナダといえども、カイに手だしすることはできん。なぜか？　ふっふっふっ……もし万が一、カイの身に危険が及ぶようなことがあれば、我ら海の一族は、総力を挙げてクシナダめに戦いを挑むからだ！　くっくっくっ……あんなちっぽけな島国ひとつ、我が力をもって、沈めてくれるわっ！」

「い、いや、べつにおれはオッサンの息子のことなんて訊きいて……って、ナニ？」

　沈める？

　日本、沈没？

　突然、横から入ってきて、やたら物騒な宣言をかましておきながら、がっはっはっー！　と豪快な高笑いをあげる赤茶けた肌のマッチョな純白ふんどしのオッサンを前に、たゆらは呆ぼう然ぜんとなった。

「だいじょうぶよ、たゆらさん」

　玉藻が、苦笑しながら、いう。

「いくらなんでも、沈めるだなんて……そんなの、さすがにできやしないから。大津波ぐらいなら簡単に起こせるでしょうけど、沈めるのなら、ほら、大地を崩さないと」

「は、はあ」

　いや、『沈めるのなら、ほら、大地を崩さないと』とかいわれましてもー。

　この国のことを沈めようなんて、いままで思ったこともありませんしー。

「だ……だから！　おれが知りたいのは、オッサンの息子の安全じゃなくって、いや、まあ、国の安全につきましては大いに関心があるところですが、そーじゃなくって──」

　と、ここで、あることに気づいて、ん？　とたゆらは首を傾かしげる。

「……なあ、玉藻さん？　美み乃の里りって……なにが目的なんだろーな？」

　よくよく考えてみれば、さっぱりもってわからない。

　ちずるを喪うしなった衝撃が大きすぎて、いままで美乃里の目的なんか気にしたこともなかったが……しかし、実際、これほどのことをやらかした、その理由はなんなのだろう？

　わざわざ、太古の〈神〉である奇稲田くしなだ姫ひめなんか復活させて。

　国も、エア国会なんかかまして、すっかりメチャクチャにして。

　それで、どうするつもりなんだろうか？

　地上を支配して、大だい美み乃の里り帝国の建国──なんてことが目的だとは、どうしてもたゆらには思えなかった。いや、やってやれないことはないだろう。奇稲田くしなだ姫ひめの『ニンゲンを従わせる』力を使えば、じつにたやすいことではあっただろう。

　いや、でも、奇稲田姫の人を支配する力って、外国人にも通用するのかな……？

　うーん？　と、たゆらがあらたに湧わいてきた疑問に首をひねったとき、玉たま藻もは答えた。

「さあて……美乃里の目的が、いったいなんなのか……いくつか思い当たることはあるけど、でも、やっぱりまだ、情報が足りないわね。もうちょっと、カイさんとシズカさんにはがんばってもらって……ハネムーンがてら……そこからね、なにを見極めるにせよ」

「そう……だよな……うーん……」

　なんて返しつつ、外国人にも奇稲田姫の力は通用するのかどうか、訊きいてみようかな……？　なんて迷っていたたゆらに向かって、「ところで、たゆらさん」と逆に玉藻から、質問が浴びせかけられる。

「わたしになにか、訊きたいことがあったんじゃなかったの？　オッサンの息子のことじゃなくって、国の安全でもなく、なにか。まさか、美乃里についてじゃないでしょう？」

　あ。

「そ、そうだった！　すっかり忘れてた！　あ、えっと、その、そう！　おれが知りたかったのは、ただひとつ！　ちずる！　ちずるは──」

　と、たゆらがようやく当初の質問を思いだして、玉藻にぶつけようとした、そのときだった。



「──だあ！」

　突如、たゆらの目の前に、赤ん坊があらわれる。

「どぅわっぷっ!?」

　たゆらは椅い子すの上、数センチばかり飛びあがって驚き、突如、なんの前触れもなく目の前の空間へと出現した、金髪のおかっぱ頭で、狐きつねの耳としっぽを生やした赤ん坊の姿を、まじまじと見つめた。

　赤ん坊は、やはり海の一族の掟おきてに従って、水着姿だった。

　ただし、たゆらの横に座る熟女ふたりとは違って、スクール水着ではない。横に紅白の縞しまが入った、若干、昔の囚人服っぽい感じも受ける、全身タイプの水着を着用していた。

　たゆらは、その、空中にふよふよと浮遊する、金髪おかっぱ頭の赤ん坊の名を呼ぶ。

「ま……まどか？」

　耕太とちずるの娘であったまどかは、叔父であるたゆらに名前を呼ばれて、満面の笑顔を浮かべて、こう返した。

「だあうー！」

　返事をするなり、まどかはたゆらに飛びついてくる。

　いきおいよく抱きついて、叔父の頬ほおに自分の頬を、ふにー、とすり寄せてきた。

「だ、ダメだろ、まどか……びっくりするから、瞬間移動はダメだって……めー、だよ、めー」

「めー？」

　もっちりもちもちな赤ん坊のほっぺを、ふにふにー、と無邪気にすり寄せられて、こらえきれるものがどれほどいるだろうか。もちろんたゆらはこらえきれず、すっかり顔をだらしなーく緩ませてしまった。そんな叔父からの注意が、はたしてこの姪めいにどれだけ通じたことか。

「そ、それに、どうしたんだよ、まどか……朝あさ比ひ奈なや、望のぞむのおねーちゃんたちはさ……」

　と、たゆらが尋ねるのと、どうじだった。

　突如、自分たちの目の前から消え去ってしまったであろうまどかを追いかけ、ふたりの『おねーちゃんたち』が、大海神おおわだつみのプライベートなシアタールームの、その重厚な扉を開いて、駆けこみ、そして、呼びかけてくる。

「──まどかちゃん！」

　と、あかねは息せき切って、望は平然とした様子でもって。

　なお、この『おねーちゃんたち』も、やはり、海の一族の掟おきてに従って、水着姿であった。

　例の熟女ふたりとおなじ、紺色のスクール水着で、きちんと胸元には『あかね』『のぞむ』とひらがなでもってネームの書かれた白い布が張ってあって──そんな姿で、ふたりは別室にて、まどかの面倒を見ていたのだった。
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「──すみません！」

　スクール水着を着用していた以外、剥むきだしにしたおでこも、かけていた眼鏡も、なんら地上にいたころと変わりなかったあかねが、深々と頭をさげる。

「突然、まどかちゃん、いなくなっちゃったものですから……」

「んー、なんでかなー」

　そんなあかねの横では、望が、こちらは頭をさげることもなく、人差し指の先を顎あごに当て、なにごとかを熱心に考えこんでいた。口ぶりから察するに、どうも、まどかがいなくなってしまった理由について、彼女なりにいろいろと思案していたらしい。

　この望は、例のごとく、スクール水着姿であった。

　その上、さらに、人じん狼ろう姿でもあった。

　あかねの前だというのに、狼おおかみの耳、しっぽを丸だしにして、望のぞむはまったく平気な顔をしている。そのあたりはいまたゆらにしがみついているまどかも同様で、狐きつねの耳、しっぽをだしたまま、当たり前のような顔をして空中にふよふよと浮かびまくっている始末だ。

　まったく、こいつら……。

　元の生活に戻ったとき、ちゃんとニンゲンに化けることができなくなっても知らねーぞ、と律儀に人の姿のままでいたたゆらは、夏に遊び呆ほうけるキリギリスを眺めるアリのような気持ちで、望とまどかのふたりを見つめるのだった。

「んー……なんでまどか、ここにきたんだろ……べつに、おいしいものがあったってわけでもなさそーだし」

　そのキリギリス一号な望が、すんすんと匂においをかぎながら、つぶやく。

「あのな、おまえとまどかをいっしょにすんじゃねーよ」

　いくらおなじキリギリス仲間だからって。

　たゆらは、ほれ、と食いしん坊なオオカミキリギリスに向かって、まだ手つかずのままだった自分のポップコーンを、カップごと差しだしてやった。

　望は、その差しだされたカップを、じと、と見つめて、そして、告げる。

「……肉じゃないよ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「そりゃポップコーンだからね！　コーンはとうもろこしって意味だからね！　肉じゃないからね！　肉はミートだから！」

「じゃ、ポップミートで」

「ねえよ、そんなもん！」

　かくして、たゆらと望のぞむとのあいだで交わされた、あまりにも建設性の皆無だった対話は、それゆえにだろう、まわりから喜怒哀楽における『喜』『楽』の感情を引きだした。

　みな、笑いだす。

　玉たま藻もも、雪ゆき花はなも、あかねもまどかも大海神おおわだつみも、みな、笑った。ことに大海神の笑い声ときたら素晴らしくて、音響の効いたシアタールームに、サラウンドでもって響き渡った。

「……」

　ひとり、笑われたたゆらは恥ずかしさを覚えて、仏頂面となる。

　ほんのりと火ほ照てりゆく頬ほおを自覚しながら、ぶすっ、と顔をしかめて、笑いの波が過ぎ去るのをひたすら待った。なお、もうひとりの当事者であった望は、「ん？」とただ首を傾かしげて、笑う周囲を不思議そうに眺めているだけだった──。

「だ？」

　まどかが、そんなたゆらを、どうしたの？　とばかりに見つめてくる。

　ふっ……とたゆらは笑った。

「なーんでもねーよ」

　まどかの顔を、指先でもって撫なでてやる。

　その金髪のおかっぱ頭や、頬、おでこ、鼻などをふにふにと軽く揉もむようにして撫でてやると、まどかは、きゃっきゃと声をあげ、喜んだ。

「あの……源みなもと？」

　と、まどかの頭から生えていた狐きつねの耳の、その後ろ側のあたりをくすぐったとき、あかねが、うかがうようにして、たゆらへと声をかけてくる。

　たゆらは、あわてた。

「お……おう!?　な、なんだよ、朝あさ比ひ奈な!?」

「その……まどかちゃんのこと。ごめんね。みなさんで、大切なお話をしていた最中だったんでしょう？　邪魔しちゃって……」

「い……いや!?　べつに!?　た、大切な話なんて、そんな……な、なあ、玉藻さん!?」

　あわてるあまりちょっとばかり挙動不審になって、それでも求めたたゆらのヘルプに、玉藻は苦笑しつつ、「そうね」と応こたえてくれた。

「ほとんど話は終わったところだったわ。だから、あかねさん、そんなに気にしなくってもいいのよ？　むしろこちらが謝らなくっちゃ……ごめんなさいね？　あかねさんに、すっかりまどかの世話、押しつけてしまって……」

　そうして、「ありがとうね」と頭をさげた玉たま藻もに、あかねは「いえ！」と恐縮する。

「わたし、それぐらいしかできませんから……」

「なーにいってるの。わたしたちだって、ねえ？　この一週間ばかり、なーんにもしないで、ただのほほんとして……いまだって、カイさんとシズカさんががんばって撮影してくれた地上の様子を、ただみんなで観みていただけなのよ？」

　なんて、互いにゆずりあうふたりの様子を横目で眺めながら、たゆらは思った。

　朝あさ比ひ奈な……。

　と、この大海神おおわだつみの宮殿でただひとりのニンゲンだった、朝比奈あかねのことを。



　あかねには、この大海神の宮殿へと逃れてすぐ、だいたいの事情を説明していた。

　たゆらたちがじつは〈妖あやかし〉であったことから始まって、薫くん風ぷう高校の本当の役割、〈葛くずの葉は〉という組織、砂さ原はらのこと、〈御お方かたさま〉のこと、八や束つかのこと、蓮れん、藍あいのこと、未み弥やのこと、それから、耕太が〈素戔嗚尊すさのおのみこと〉の転生体であること、ちずるが奇稲田くしなだ姫ひめ、すなわち〈八岐大蛇やまたのおろち〉であったこと、もうちずるはちずるでなくなってしまったこと、その原因は美み乃の里りにあって、耕太と美乃里には因縁があったことなどなど──ほとんどすべての事柄について、丁寧に時間をかけ、たゆらたちはあかねに語って聞かせていたのだった。

　おそらく、これまで普通のニンゲンとして生きてきたあかねにとっては、ほとんど理解不能だった部分もあっただろう。

　だが、それでもあかねは、最後までしっかりとたゆらたちの話を聞いてくれた。

　聞いて、受け入れてくれた。

　だから、あかねは、現在の状況についてはちゃんと把握してくれているはずだった。

　そう、把握してくれているはず、だったのだが──。

　だが、しかし。

　たゆらは思う。

　本当か？

　本当に朝比奈は、いまの状況を、きちんと把握してくれていた、のか？



　そんなことをたゆらが思うようになったのは、あかねに取り乱したところがまったくなかったからだった。

　だって、もし、現在の状況について、あかねが正確に状況を把握してくれていたのなら。

　もっと、なんかこう、ぐちゃぐちゃにならないか？

　激しく落ちこんだり悲しんだり、いつものようにたゆらに八つ当たりしてみたり、普通、そんな感じにはならないか？

　なのに、あかねに変わったところはなかった。

　いつ地上に戻れるかもわからなかったのに、地上には太古の〈神〉なんて復活してしまって、どんなメチャクチャなことになってしまうかもわからなかったのに──実際、エア国会なんてメチャクチャなことになってしまっていた──あかねは、望のぞむとともにまどかの世話をしながら、この大海神おおわだつみの宮殿における一週間という日々を、まったく取り乱すことなく、ある意味で、じつに淡々とすごしていたのだった。



　どーゆーこった……？

　たゆらには、あかねがさっぱりわからなかった。

　こんな状況だというのにいつもと変わらず淡々と生活できているあかねがさっぱりわからなくって、理解できなくって、かといって正面から理由を尋ねてみることもなんとなくためらわれて──だって、そんなの訊きくの、気まずいじゃん──結果、妙にぎこちなくなってしまったまま、たゆらは、あかねと、この一週間ばかりを接していたのだった。

「──それでは、どうも、お騒がせしました」

「だーあーうー」

「もしゃしゃ、もしゃしゃ、もしゃしゃ」

　あかねが、まどかを連れて、望とともに去ってゆく。

　その後ろ姿を、たゆらはただ黙って見送っていた。

　ああ、朝あさ比ひ奈なが、でてゆく。

　扉を開いて、あー、いっちゃう。いってしまう。朝比奈が……おれの朝比奈……って、あれ？　望のやつ、いつのまにおれのポップコーン、持ってったんだ？　あいつ、肉以外には興味のなさそうな顔して、けっこー雑食なんだよな……おー、食ってる。一気食いしてる。くそ、あんなの見てると、なんかハラ、減ってくるな……ん？　おお、まどかったら、手なんか振っちゃって……はーい、たゆらおじちゃんですよー？　ばいばいねー？

　と、思わずたゆらが、手を振り返したときだった。

「──たゆらさん」

　横から、玉たま藻もが声をかけてくる。

「な、なんスか、玉藻さん」

　ちょっとばかりのばつの悪さを感じて、たゆらはまどかに向けて振っていた手をあわてて引っこめながら、玉藻がかけてきた声に対して、応じた。

　どうじに、シアタールームの防音が効いた扉は閉まって、あかねたちの姿を隠す。

「ケンカでもしたの？」

「へ？」

「あかねさんとよ……なんだか、たゆらさん、ひとりだけぎくしゃくしてるみたいだけど」

「そ、そんなことは……」

「あるでしょう？」

　ちら、と玉たま藻もに横目で見つめられ、たゆらは、「……ウス」と事実を認めた。

「い、いや、でも違うんだよ、玉藻さん！　べつにケンカしたわけじゃなくって……」

「じゃなくって、なあに？」

「じゃなくって……」

　……なんだろう？

　あらためて考えてみると、たゆら自身にもよくわからなかった。

　なんだっておれは、フツーに朝あさ比ひ奈なと接することができないんだろう？

「……引け目、かな」

　ぽつりと、たゆらはつぶやく。

　あかねを、こんな事態に落としてしまった引け目が、たゆらをこうまでぎこちなくさせてしまうのではないだろうか。

　いや、べつに、たゆらにすべての責任があったわけではなかったのだが。

　でも、だけど……やっぱり……。

「なるほど、ね」

　玉藻が、くすくすと笑いだした。

「ふむ……よし、たゆらさん、あなたに、ひとつやるべきことができたわ」

「え？」

　玉藻は、にっこりと、例の感情がうかがえなくなる笑みを浮かべて、そして、いった。

「あかねさんと、仲直りしなさい」

「え」

「いい？　とにかく、あかねさんと仲直りするのよ？　それがたゆらさん、あなたの仕事。あかねさんと仲直りするまでは、たゆらさん、あなたはほかになにもやらなくっていいから。って、現状、ほかにやるべきことがあるわけでもないんだけど」

　玉藻は、ふふっ、と笑った。

「あ、あの、玉藻さん？」

「わかった？」

　あくまでもにこやかに、しかしこんどは小首を傾かしげながら尋ねられ、たゆらは反射的に椅い子すから立ちあがって、答えた。

「い……イエッサー！」

　背筋をまっすぐに伸ばして、玉藻に向かって敬礼する。

「よろしい。ではいきなさい」

「サー・イエッサー！」

　たゆらは一礼すると、まさしく兵隊が行進するように大おお股またで規則よく歩いて、あかねたちが消えたシアタールームの扉へと、ざっざっざっざっ、向かったのだった。
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「……で、実際のところ、どうなのだ？」

　たゆらが部屋からでていったあとで、大海神おおわだつみが、尋ねた。

「なにが？」

　玉たま藻もが、もうなにも映っていなかったスクリーンを見つめながら、尋ね返す。

　雪ゆき花はなは、ふたりのあいだで、ただ黙って椅い子すに腰かけていた。

「勝算よ。まあ、どうなればおまえたちの勝ちになるかはよくわからんが……どうも、単純にクシナダや美み乃の里りとかいう子供を倒せばいいというものでもないらしい。どうなのだ？　玉藻よ、おまえたちはこの戦い、勝てるのか？」

「さあて……どうかしら」

　玉藻は指先を伸ばして、たゆらとおなじく、手つかずのままだったポップコーンへと触れる。ひと粒をつまみあげ、ぽと、と元の山へと落とした。

「わかっておるだろうが……玉藻よ」

　自分専用の大きな特注の椅子に座っていた大海神が、腕組みをして、語りだす。

「わたしはな、べつに地上がどうなろうが知ったことではないのだ。クシナダが地上を支配しようというのなら、それでもかまわん。我らの領域を侵さぬかぎりは、だがな……」

「感謝してるわよ。わたしたちみたいな火種を抱えこんでくれて」

「勘違いするでない。恩を売ろうというわけではないわ。そもそも、おまえたちに手を貸しているのはカイに頼まれたからなのだからな。礼をいうのであれば、カイにゆえ。わたしにではなくな」

　ふふ、と玉藻が笑う。

「本当……親バカね。ちっとも昔と変わらない」

「おまえは変わったな、玉藻よ。大たい妖よう、〈白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつね〉ともあろうものが、たかだか娘ひとりのために、こうしてこそこそと身を潜めている……それも、血がつなっているわけでもない、拾った娘ごときのためにだ」

「好きなようにいいなさいな。面倒見てもらってる身じゃ、文句もいえないわ」

　がっはっはっ、と大海神は笑った。

「まあ、なにがいいたいかといえばだな、わたしの力を当てにはするな、ということだ。地上のことは地上のものどもで解決せよ。それが決まりでもある」

　まあ……と、大海神は空とぼけた顔つきとなって、あらぬ方向を見ながら、続けた。

「カイの身に危険が及んだ場合はー、えー、このかぎりではないがー……」

「安心なさいな。そのあたりはあちらさんでもわかってるでしょうから、息子さんに手をだしたりなんかはしないわ。なにかあったとしても、丁重に追い払われるぐらいのものよ」

「あのな、玉たま藻もよ。わたしのいいたいのはだな」

「わかってる……ありがとう、彦。でもだいじょうぶよ。地上のことは地上のものどもで解決せよ。まったく、あなたのいうとおりだわ。だいじょうぶ……解決してくれるでしょう。みんなで、力をあわせてね……」

「なんだ？　いきなり、他人事のようなことをいう。玉藻よ、おまえの力こそが重要なのではないのか？」

　大海神おおわだつみの問いかけに、玉藻は、ただ黙って、ふふふ……と笑うばかりだった。

「──やっぱり、耕太さんね」

　ぽつりと、玉藻がいった。

「ぬ？」

「彦、さっきの、あなたの質問に対する答えよ。わたしたちの勝算が、どれほどあるのか……じつをいえば、最初の計画では、ほぼ百パーセントだった。ほぼまちがいなく、わたしたちは勝つことができたはずよ。だけど……」

「なんだ？　百が百二十パーセントにでもなったか？」

　波動砲、発射ー、と大海神は前方に向かって指先を突きつける。

「あら、彦？　あなた、そっちの趣味もあったの？」

「船は嫌いではない。ただそれだけだ」

「ふっ……百二十パーセントになったのなら、よかったんでしょうけど……正直、わからないわ。いまはわからない。すべてはわたしたちのミスね。わたしと、砂女、そしてちずるの……わたしたちは、耕太さんのことを見誤っていた。耕太さんが、あれほどまでにちずるのことを愛していたとは、思わなかった……」

「む？　そんな話を、さきほどもしていたようだが……なにが悪いというのだ？　なんにせよ、愛していることにこしたことはあるまい？」

「そうね。ただ、この場合……はたして吉とでるか、凶とでるか」

　そう答える玉藻の顔は、あきらかに『凶』だと語っていた。

　雪ゆき花はなが、わずかに、しかしたしかに哀かなしげに、その表情を曇らせる。
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　ふう……。

　あかねは、ため息をついた。

「だう？」

　そんなあかねをまどかが見あげて、首を傾かしげる。

「ああ、なんでもないのよ、まどかちゃん。はい、イブセマスージ、イブセマスージ」

　なぜかまどかは、昔の文豪の名を呼ぶと、喜んだ。

　今回も、あかねにそうしてあやされ、きゃっきゃと声をあげて喜ぶ。

　あかね、望のぞむ、まどかは、たゆらたちがいたシアタールームから、元にいた場所へと戻っていた。

　それは、ちょっとした公園といっても過言ではない部屋だった。

　ブランコやら、ジャングルジムやら、いまでは危険だからということで撤去され、あまり見ることもできない遊具が、そこら中に設置してある。それどころか、小さなメリーゴーランドや、コーヒーカップ、はたまた観覧車まであった。

　もし、真ん中にベビーベッドがなければ、そこが育児室だとは、だれもわからなかったに違いない。いや、そのベビーベッドも、大人が充分に眠れるほど立派なものだったのだが。

　ここは、かつてカイも幼いころに使ったという、大海神おおわだつみの宮殿備えつけの育児室だった。

　その育児室を、大海神の好意でもって、あかねたちは使わせて貰もらっていたのだった──全員、水着姿で。

「マサムネハクチョー、マサムネハクチョー」

　スクール水着姿で、あかねは続けて、まどかをあやす。

　なにがおもしろいのか、まどかは床を転がって、喜ぶ。

　そんなまどかを見つめて、あかねは、ふっ、と優しく笑った。

「ねーねー、あかねー」

「うん？　なあに、望？」

　望は、はたしてまどかをあやすつもりだったのか、それともただ自分が楽しみたいだけだったのか、シーソーの上に逆立ちして、やじろべえのようにぐらぐらと揺れていた。

　その望の、スクール水着を着用していたために、すらりとしたシルエットを、あかねは見あげる。

「あかねは、そんなにたゆらと交尾したいの？」

　その質問の、あまりの突拍子のなさに、ぶふー、とあかねは噴きだした。

「だああうー!?」

　思いっきり顔面にあかねの唾つばをかけられ、まどかはわたわたわたと自分の顔を手で叩く。

「ああああああ、ごめんなさいー！　まどかちゃーん！」

　あかねはあわてて、自分の手でもってまどかの顔を拭ぬぐった。
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「な、なんなのよ、望のぞむ、いきなり」

　ティッシュを使ってあらためてまどかの顔を拭ぬぐいながら、あかねは尋ねる。

「ん？　だってあかね、やたらため息、ついてたから」

　望の指摘に、あかねは戸惑いを見せた。

「そ、そう？　そんなに？　ついてた？　わたし」

「うん。たゆらの前では平気だけど……わたしたちだけのときは、はー、はー、って」

「……そう、なんだ」

　シーソーを降りて、あかねの前に立っていた望が、うんー！　と力強くうなずく。

「で、でも、なんでそれが、その……こ、交尾なんて言葉に」

「ん？　だって、いうでしょ？　ほら、交尾わずらいって……」

「……それをいうなら、恋わずらい、ね」

「おう？　そうだっけ？」

　首を傾かしげる望に、あかねは笑いそうになった。

　笑う前に、つぎの望の言葉に、咳せきこむこととなる。

「でも、わたし、コドモほしーよ？」

　ぶげほ。

　咳きこんで、あかねは望を見あげる。

「の……望？」

「だって、ほら」

　望は、床にちょこんと座るまどかの背後へとまわって、その金髪のおかっぱ頭に生えている狐きつねの耳を、ぴしぴしと指先でつついた。

「……うん。まあ」

　きゃっきゃと笑うまどかを見つめ、あかねは、望の意見を認める。

「たしかにかわいいけど……欲しくなる気持ちもわからなくはないけど……」

「だから、わたしも耕太と交尾する。コドモ、作る！」

　むん、となぜか望は力こぶを作って、意気ごんだ。

　そんな望を、まどかは、「だあ？」と首を傾げて、見あげる。

　は、はは……。

　あかねは、力なく笑うほか、ない。

「……でも、そうね」

　あかねはまどかを抱きあげ、正面から顔を見つめた。

「本当、かわいいわよね……」

　子供かあ、とつぶやく。

「……でも、知らなかったわ。小山田くんとちずるさんに、こんな子供がいただなんて。ちっとも気づかなかった」

「あかねは、わたしたちがヨーカイヘンゲだっていうのは、知ってたんだよね？」

「うん……なんとなく、だけど……」

　だう？　と眼めをぱちくりさせるまどかを見つめて、あかねは、微笑ほほえむ。

「たゆらのことも？」

　望のぞむの問いかけに、あかねは微笑みながら、すこしだけ、うつむいた。

「……うん。源みなもとについては、はっきりと。あのとき……恐竜のいた時代に、タイムスリップしちゃったときに……」

　と、語りかけたときだった。



「や……やっほー！」

　たゆらが育児室のドアを開けて、飛びこんでくる。

　ブーメランパンツのたゆらは、まるでピエロのような大げさな動きで、あかねに挨あい拶さつをしてくるのだった。

「朝あさ比ひ奈なさーん？　ちょ、ちょーっとばかりお話があるんだけど、いいかなー？　いいともー！　なんつったりなんかしちゃったりしてー！」

　その空気をまったく読まない登場っぷりに、あかねのみならず、望、まどかまでもが、まさしく、白い眼でたゆらを見つめた。

　しん、と室内の空気が、数十度ばかり冷えたような、そんな雰囲気に包まれる。

「あ……あれ？　あれれ？」

　その冷えきった雰囲気をさすがに察して、たゆらは、ぶる、と震えた。なんとまあ、その股こ間かんしか隠されてなかった身体には、しっかり鳥肌が立ってしまっていた。

　それでもめげずに、たゆらは無理に笑顔を浮かべて、再度、あかねを誘う。

「す、すこしだけ話をさせて……い、いいかなー？」

　あかねは、にっこり笑って、そして、いった。

「うん、ダメ」

　すぱーん、と切り捨てられ、たゆらは、「おうっ……」とくぐもったうめきをあげる。

　そんなたゆらの姿に、望は、まどかに向かって「まどかの叔父ちゃんはね、大切なところで決めきれない、ヒジョーに残念なオトコなんだよ」と説明し、された姪めいは、「だあうー……」と残念そうな表情を浮かべるのだった。残念な叔父だけに。



    

  
    
      


　四、めぐりあい
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　あれは、そう。

　耕こう太たがちずると出会って、およそ一年ばかりが経たったあたりのことだった。

　季節は、秋。

　時刻は、夕方。

　学校が終わったのち、夕飯の買い物を終えた耕太が、当時、まだひとりで暮らしていた薫くん風ぷう高校の学生寮に、ちずるとともに帰宅した、そのときであった。



「ねえねえ、耕太くん」

「なんですか、ちずるさん？」

　玄関の戸を閉め、靴を脱ぎ、ともに室内へとあがりながら、ちずるが切りだしてきた。

「わたしのこと……」

「はい？」

　すでに、あたりは薄暗くなっていた。

　耕太は天井の照明から伸びる紐ひもを引っ張って、明かりをつける。それから、手に持っていた買い物袋をおろそうと、台所へ向かいつつ、ちずるの言葉を待った。

「あ……あのね」

　ちずるは、妙にもじもじしながら、なかなか続きを話そうとはしない。

　手に持った買い物袋もそのままに、両手を後ろで組んで、うつむき、しばらく身体を左右にスイングさせていたが、やがて、思いきった様子で、いった。

「わたしのこと……いぢめてみない？」

　と、上目づかいで、ほんのりと頬ほおを赤らめながら。



「な……」

　な、な、な──。

「なー!?」

　あまりにも唐突な、そして非・日常的なちずるの提案に、耕太は驚きよう愕がくした。小お山やま田だ耕太の驚愕だった。下手すれば消失してしまったかもしれない。

　そんな耕太に、ちずるもあわてて、言い訳しだす。

「あ、あああ、あのねあのね、なんていうのかな、わたしたち、出会ってもう一年でしょ!?　だから、その、たまにはこう、違ったシチュエーションを試してみるのもいいんじゃないかなーって！」

「ち、ちちち、違ったしちゅえーしょんですか！」

「そ、そそそ、そうなの！　いや、違うよ!?　べつに倦けん怠たい期きだからっていうわけじゃなくって、わたしはいつだって耕太くんに夢中だし、それこそ乙女のように感じまくっちゃうしすっごく気持ちいいけど！　ただ……」

「ただ？」

「た、ただ……」

　ちずるのテンションが、落ちる。

　恥ずかしさからか、マックスにまで高まっていたテンションが落ちて、視線も落ちて、最後には、沈黙が落ちた。

　しばし、ふたり、黙ったまま、時は流れて。

「あ、あの、さ……」

「はい」

「わたし、さ……？」

「はい」　

　うつむいたままのちずるが、後ろで組んだ両手で持った買い物袋をおろすこともなく、足の先で床にくねくねとなにか書きながら語る言葉を、耕太は真しん摯しになって、聞いた。

「その……いつも、いつも、さ？　耕太くんのこと……なんていうか、いぢめてる、じゃないけど……わたしのほうからばっかり、攻めてるっていうか……」

「あ……あー」

「だから……ね？　たまには、そのー、耕太くんのほうから……」

「攻めろ、と？」

　と、最後、上目づかいになって見つめてきたちずるが、こくん、とうなずく。

「あ！　ごめん！　いまの忘れて！　そんな、耕太くんのほうからわたしのこと攻めてだなんて、ムチャだよね、ムチャぶりだったよね！　やっぱりいつもどおり、わたしのほうから耕太くんに抱きついたり押し倒したり唇奪ったり胸を押し当てたり挟みこんだりこすりつけたりしたほうが……ビースト・オブ・エロスったほうが……」

「わかりました」

　ごまかすように笑って、たははー！　と手を振りまくるちずるに、耕太はいった。

「え」

「ぼく……ちずるさんのこと、いぢめてみます！」

　ぐっ、と耕太は握にぎり拳こぶしを作って、おのれの決意をちずるに見せてやる。

「あ……」

　思わず緩んでしまったらしいちずるの手から離れた買い物袋が、どさ、と床に落ちた。

　なかに入っていたりんごが、ころころころ……と床を転がる。
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「で、では……」

「お願い、いたします」

　耕太とちずるは、六畳ひと間の畳敷きだった床に、それぞれ薫くん風ぷう高校の制服姿でもって正座して向かいあって、互いに深々とおじぎしあった。

　身体を起こして、こほん、耕太はひとつ、咳せき払ばらいする。

　すー……っと、深く、息を吸って。

　きっ、とちずるを見つめて、そして、胸中に秘めた言葉を、告げた。

「こ……」

「こ？」

「この……」

「この？」

　耕太は、思いきって言葉を喉のどから放つ。

「この、めすぶたー！」

　たー、たー、たー……残響音を残した言葉は、まっすぐにちずるの胸へと突き刺さった。

　はぁうっ。

　ちずるは、そう声を洩もらすと、胸元を押さえて、くたくたと前のめりに崩れてゆく。

　や、やりすぎた!?

　早くも後悔に襲われ、腰を浮かせて膝ひざ立だちとなった耕太に、ちずるからの声が届いた。

「す……」

「す？」

「スゴイよ……耕太くん……」

　ばさりと垂れて顔を隠した黒髪の向こうから、ちずるが、上気した肌と濡ぬれた瞳とを覗のぞかせてくる。

「こ、言葉責めからくるなんて、これがまた、よ、予想以上に……ああ！」

　ぞくぞくぞく！

　床に崩れたちずるが、そのまま、自分の身体を抱きつつ、震えて、のたくった。

　な、なるほど！

　耕太は思った。

　これでいいんだ！

　じゃ、じゃあ……と、つぎなる言葉を探す。

　え、えーと、えーと、えーと、えーと。

「こ……」

「こ？」

「この……めすイベリコぶたー！」

「ぐはおっ！」

　耕太が放った言葉の弾丸に撃たれて、ちずるは、まるで実際に弾丸を浴びたかのように、起きあがり、のけぞった。

　そのまま、後ろへと倒れこむ。

「ぶ……ブランド？　ブランド豚なんて……」

　仰向けになって天井を見あげたまま、ちずる、もう、すっかりうっとり。

「さ、三さん元げん豚とん！　放ほう牧ぼく豚とん！　黒豚！　えーとえーと、あとは、白はつ金きん豚とん！　それから……」

　その後、耕太は攻撃を繰り返して、そのたび、ちずるはびくん、びくんと畳の上、身を震わせていたのだが。

　だが。

　だがー。

「えーと、えーと、あとは、うーんと……」

「……耕太くん」

「え……うわあっ!?」

　気がついたときには、つぎの言葉を悩む耕太の前に、突如、ちずるが身を起こして、迫ってきていた。

　その迫りかたが、また、もう。

　ざんばらと前に垂れた黒髪やら、ぼそりとしたつぶやきめいた呼びかけかたやら、ちょっとばかり昔テレビで観たホラー映画のキャラなんかを思いだしてしまって、耕太はのけぞってしまう。

「な……なんでしょう、か、ちずる、さん」

「……さっきから」

「や？」

「さっきから、どうして、豚の名称ばっかり！」

　ちずるが、涙目でもって、叫んだ。

　あ。

　耕太は、自分が犯した過ちに気づく。

「もぉー、耕太くんー、どーゆーことなのお。それってつまりぃー、わたしがおでぶさんっていうー」

「ち、ちちち、違いますよ！　違います、ちずるさん！」

　えーん、と泣きじゃくるちずるに、耕太はあわてて否定の弁を述べた。

「なにをいってるんですか、ちずるさん！　ぼくがちずるさんに、そんなこと思うはずが」

「うそぉー。うそだー。やっぱり耕太くんも、わたしのこと、あぶらみおばけだって思ってるんだー。あぶらみも汁気も過剰な、金髪淫いん乱らんメスブタ野郎だって思ってるんだぁー！」

　いや、その『メスブタ』と『野郎』って単語はちょっと矛盾してませんか？

　なんてことはいえるはずもなく、泣きやまないちずるの肩を耕太はつかんで、揺すった。

「もう、ちずるさんったらあ。ちずるさんが決しておでぶさんじゃないってことは、ちずるさん自身がいちばんよくわかっているはずでしょう？　ほら、その腰のくびれときたら……世の女性がみな、うらやみますよ！」

　嘘うそではない。

　事実である。

　正真正銘、心の底から、耕太はそう思っている。

　なのになぜ、さっき、豚の名称ばかりが思い浮かんでしまったのか？　それは、まさしく、永遠の謎というほかはなかった──もしくは、人の心にはみな、悪魔が住んでいるというべきなのか──。

　うー、とちずるが、涙で濡ぬれた眼めでもって、耕太を見つめてくる。

「……本当？」

「ええ」

　耕太は、しっかり、力強く、正面からちずるを見つめ返して、うなずいた。

「わたし、おでぶさんじゃない？」

「当たり前じゃないですかっ」

「……えへ」

　ようやく、ちずるの表情に笑顔が取り戻される。

　ぱさ、と顔にかかっていた髪を元に戻して、ちずるは、涙を指先で拭ぬぐった。

　拭いながら、えへへ、と照れたように耕太に向かって笑いかけてくる。

「ご、ごめんね、耕太くん。わたし、自分のこと、いぢめてくれーって頼んでおいて、こんな……泣いちゃったりなんかしちゃって。やだ。バカみたい」

「い、いえ。ぼくのほうこそ、すみません、やりすぎました。普段、こういうの、やりなれてないせいか……その、加減というものが、わからなくって」

「ううん。わたしが悪いの。ぜんぶ、わがままいったちずるが悪いの！　だから……」

「だから？」

　くるり。

　ちずるが、耕太に背を向けた。

　屈かがみこんで、そして、くいっ、とお尻しりを突きだす。

「おしおき……お願いいたします……」

　お、おおう……。

　耕太は、その、突きだされたちずるの臀でん部ぶの、薫くん風ぷう高校の制服であるチェックのスカートに包まれた盛りあがりを前にして、しばし、絶句した。

　なんとまあ、ただでさえ普段、ちずるはスカートの丈を短めにしているものだから、後ろに高々と突きだされたいまは、もう、秘めたる布地が、エリュシオンが、目の当たりになってしまいそうで……太ももの裏も、じつに無防備にさらけだされて……膝ひざの裏のくぼみが……がが……れでぃーがが……。

「どうか……おしおき……ご主人さま……」

　ふるふる、と震えながら、ちずるがいった。

　たしかにいった。

　いま、『ご主人さま』っていったー。ぼくのこと、そういったー。

　あ、なるほど。

　唐突に、耕太はすべての意図を察した。

　と、いうか、なんだかんだでけっこう長いつきあいだったので、察せざるを得なかったのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　わかりました、ちずるさん。

　つまりこれは、そういうしちゅえーしょんを求めているんですね！

　耕太はちずるの求めるところに従って、くくく……となるべく悪そうな笑い声をあげる。

「ま、まったく……し、しかたのないやつだ……わ、わたしの大切にしていた、え、えーと、なにがいいのかな……」

「……花瓶」

「そ、そう！　花瓶を割ってしまって！　こ、この、ダメメイドめ！」

　ぼそ、とちずるが洩もらした助け船に乗って、耕太はご主人さまにどうにか成りきることに成功した。

　まあ、成功したんだろう。

　耕太から『ダメメイド』なる言葉を引きだしたちずるが、きゃーん！　と喜びに身を震わせていたのだから。

「お、おしおきを！　おしおきを、ご主人さま！」

「わ、わかっている！　えーと……」

「……めくりあげて」

「そ、そのスカートをめくりあげて……」

「……おろして」

「ええ？　おろすんですか？　ぼくが？」

「……おろして」

　ぼそっ、とつぶやかれる命令に、しかたなく『ご主人さま』であるはずの耕太は従って、えーい！　とチェック柄のスカートをめくりあげ、う、うりゃー！　と純白だったエリュシオンをおろして、その後、手を振りあげて──。



　わんだばわんだ、わんだーばだーばー、でーおぉ、わんだーばでーお。



　と、わんだばわんだな時は過ぎてゆくのだった。でーおでお。



　　　★



　耕太は、眼めを開けた。

「……」

　目の前に広がる光景に、変わったところはまったくなかった。

　とはいっても、依然として、耕太は鬱うつ蒼そうとした森のなか、その深い茂みに仰向けになって寝そべったままちずるとの想い出に耽たん溺できしていたのだから、眼に映る光景といっても、悠々と伸びきった木々と、その隙すき間まから覗のぞく空ぐらいなものしかなかったのだが。

　あいかわらず、空はどんよりとして冴さえなかった。

　もしかしたら、それは耕太のせいだったのかもしれない。

〈神〉である耕太の心象風景に、天候すらも影響を受けてしまっていたのかもしれない。実際、耕太がこの森にきてから、ずっと雨は降らず、かといって晴れることもなく、ひたすら空はよどんだままだった。

　が、そんなこと、耕太はどうでもよかったので、眼めを閉じた。

　ちずるとの想い出へと、戻る。

　さあ、こんどはなにを思いだそう？

「そう……だな……」

　こんどは、そう──。



　こうして、耕太が〈神〉の力でもって食事も排はい泄せつもしないままちずるとの想い出にひたって、もう二週間という時が経たっていた。

　そう、奇稲田くしなだ姫ひめが復活してから、そしてたゆらたちが大海神おおわだつみの宮殿に逃れてから、二週間という時が──。
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「この……！」

　水着姿のあかねが、右手を振りあげる。

　おなじく水着姿のたゆらは、ひっ、と身をすくめるも、決してガードはしなかった。

「ドドドドスケベー！」

　振りおろされたあかねの右手を、剥むきだしだった左頬ほおで、たゆらは受ける。

　すぱぽーん。

　あばばばばー！

　たゆらの視界には、火花が散った。

　いかにたゆらが妖あやかしで、あかねがニンゲンであっても、フルスイングのビンタなんて喰くらえば効くのは当たり前だった。いや、たゆらが〈妖よう狐こ〉の姿に変化していればまた違うのだろうが、なにせ人の姿のままだったものだから、ひとたまりもない。

「ご……がは……」

　くらりとふらついて、たゆらは、がくん、と膝ひざに手をつく。

　そうして撲ぶたれた左頬に手を当て、はひー、はひー、と涙ぐんでいるうちに、あかねはぷりぷりと怒りながら、部屋からでていってしまった。

　その左手に、小さなうす桃色の布地を持ちながら──。

「たゆら……」

　横からたゆらに声をかけてきたのは、スクール水着姿の望のぞむだった。

「ダメだよー、あんなことしちゃー」

　その顔は、すっかり残念な男を見る、残念なものとなっていた。

　頭から生えていた狼おおかみの耳やしっぽも、それをうなずけるように、だらーん、と垂れている。

「だうー、だうー」

　望の横にふよふよと浮かんでいたまどかも、望に同意するようにうなずいていた。

　やはり頭から生えた狐きつねの耳としっぽを残念そうに垂らしながら、腕を組み、こくこく、残念な叔父をたしなめるように、なんどもうなずく。

「お、おれはただ、手伝おうとしただけで……」

　涙声で、たゆらは望とまどかにいい返した。

　いま、たゆらたちがいたのは、大海神おおわだつみの宮殿の、ランドリールームだった。

　いかに現在、海の一族の掟おきてに従って、普段、水着姿でいるとはいえ、そのまま着っぱなしでいるというわけにもいかない。もちろん、着ていた水着は毎日替えていたし、洗濯だってしていた。

　その洗濯をするための場所が、この、ランドリールームであった。

　ランドリールームには、まるでコインランドリーのように、洗濯機や乾燥機がならぶ。

　と、いうか、まさしく地上のコインランドリーを参考にして作られたらしく、各洗濯機や乾燥機は、なぜかコインを入れなければ使えなかった。

『普段、地上なんかどうでもいい、興味なんかないってうそぶいてるくせに、彦ったら、けっこー好きなのよね、地上のこと……』

　とは、大海神とは古いつきあいの、玉たま藻もの弁であった。

　どうも、好きだから、安易に取り入れてしまったらしい。

　まあ、それでも、かくまってもらっている身、文句もいわずにコインを投入しながら、日々、洗濯に勤いそしんでいたのだが……。

　悲劇は、玉藻の命もあって、あかねとどうにか仲直りしようと悪戦苦闘していたたゆらが、洗濯する彼女を手伝おうとしたとき、起こった。



「──お、おれ、手伝うよ！」

　日ひ頃ごろ、あかねはまどかの世話のほか、みんなの水着の洗濯も担当していた。

　そんな彼女の負担をなるべく減らしてあげようという純粋な思いと、いっしょに仕事をすることで好感度アップ！　なんて邪よこしまな思いと、玉藻から仲直りを命じられてもう二週間も経たってしまったという焦りから、たゆらは手をだしてしまったのだ。

「あ、ちょ、ちょっと、源みなもと……」

　あかねの制止もきかず、突っこんだたゆらの手が、つかんでしまったものは──。



　ももいろぱんちゅー。



　で、あった。

　おまけに、そのつかみとってしまった桃色の布地を、あれ？　こんな色の水着って、あったっけ？　と疑問に思って広げてしまったから、さあ大変。

　きゃー、というあかねの悲鳴が、ランドリールーム中に、響き渡って。

　いっしょに洗濯をしていた──というか、遊んでた──望のぞむとまどかが、「おお？」と駆けつけてきたときには、あかねが、たゆらに制裁すべく、その手を振りあげていたところだった──。



「あ、あんなもんがあるだなんて、思いもしなかったんだよ！」

　たゆらは、涙とともに、思いの丈を望とまどかに向かって叫ぶ。

「だって、てっきり、水着だけだと思って……な、なんで？　なんでなんだ？　なんで、どうして、あんな、下着なんか……もしかして、穿はいてたの？　下に？　水着の下に？」

「ホント、たゆらはドドドドスケベーだなー」

　ＨＡ、ＨＡ、ＨＡ、と望とまどかはまるで欧米人のようにして笑いあった。

「だ、だれがドドドドスケベーだっ！」

　と、たゆらは憤る。

「だって、水着の下に、フツー、下着なんて、穿く？」

「……穿かない。と、思う」

　フツーじゃないおまえの口から『フツー』とか聞きたくないけどな、フツー、とたゆらは内心、思いつつ、望に答えた。

「でしょ？　だから、たゆら、ドドドドスケベー」

「あのな……だったら、あれはなんだったんだよ。あのぱんつは」

「訊ききたいの？　ドドドドスケベーだから？」

「だだだだだうあー？」

「違う！　単純に、疑問だから訊きたいの！　純粋な知的探求の一環として！　ぱんつ！」

　失礼な疑問をぶつけてくる人じん狼ろう娘むすめと姪めいっ子に、たゆらは怒鳴り声を返す。

　しかたないなあ、教えてあげよう、といった感じで、望とまどかは、ふー、とひとつため息をしてから、いった。

「あれはね、夜、穿はいてるんだよ。あかねが」

「夜？　寝るときにか？」

「そう。水着を着たまま寝るのもなんだかヘンだし、かといって全裸で寝るのもためらわれるし、そんな窮余の一策として、あかねは下着姿で寝ることを選んだのだー」

「だー」

　望のぞむとまどかが、『だー』といいながら、最後に拳こぶしを天に突きあげる。

「な、なるほど」

　そういう理由なら、たゆらにも理解できなくはなかった。

　たゆらは水着姿のまま、平気で寝ていたが……なるほど、あらためていわれてみれば、水着を着たまま寝るのは、すこしヘンだったかもしれない。

「すっかり……この格好にも慣れちまったなあ」

　と、たゆらは穿いていたブーメランタイプの水着の、その腰の部分を引っ張る。

　引っ張って放して、ぺちん、と音をたてさせた。

「もう……二週間か」

　なにも動きのないまま、あかねと仲直りすることもできないまま、二週間。

　なーにやってんだろーなあ、おれ……と、なんともむなしくなって、たゆらは天井を見あげた。天井では、エコってなんです？　といった風情の蛍光灯が、じつに明るくランドリールームのなかを照らしている。

　焦ったって、まあ、しょうがないんだろうけど、さー。

　地上のことはともかく、あかねと仲直りすることさえ満足にできない自分が、たゆらは歯がゆくってしかたがなかった。

　なんなんだろう？

　いや、玉たま藻もに仲直りするよう命じられたとはいえ、べつにたゆらはあかねとケンカしたわけではないのだ。ただ単に、たゆらが一方的に気まずく感じていただけの話で……だったら普通に接すれば、それで万事解決じゃん？　とはたゆらもわかっていた。

　わかってはいたが、さてはてこれが、なかなかの大難事でございまして。

　最初は自分が変わればいいと思っていたものの、どうも、最近、たゆらの気まずさが移ってしまったのか、それともさきほどの桃色ぱんちー事変のような残念行動が悪影響を及ぼしてしまったのか、なんだか、あかねに避けられてしまっているような？

　どうしたもんか、なー。

　もちろん、地上の様子も気にはなっていた。

　が、前回、一週間前に地上レポートが届いたっきり、カイとシズカのふたりとは音信不通状態になっていた。となればたゆらたちに地上の様子を知る術はなく、結果、なーんにもできないまま、たゆらはこの一週間ばかりを無為にすごしていたのだった。

　いや、朝あさ比ひ奈なとの仲は順調に悪くなってるから、無為じゃあねーかあ。

　なんて、自虐的なことを思って、へ、へへ……とたゆらが自じ嘲ちようの笑みをこぼしたとき、望のぞむが、突然、「にく」とつぶやく。

「ん？　なに？」

「だから、肉。たまには肉、食べたい。魚ばっかりじゃなく」

　と、望は乱雑に乾燥機から洗濯物を取りだし、洗濯かごに詰めこみながら、いった。

「……ほう」

　望のいうとおり、この大海神おおわだつみの宮殿にきてから、食事は魚介類がメインだった。

　なにしろ海のなかなんだから、しかたがない。魚介類は手近なところに存在するのに対して、肉や野菜、穀物類などは地上に存在するのだから、調達の手間暇などを考えると、どうしても偏ってしまうのだろう。

　それでも、こちらの健康を考えて肉や野菜をすこしはだしてくれるのだが……基本、肉食な望にはもの足りないのも、まあ、わからなくはない。食ってるんだけどな！

　が、しかし、だ。

「おまえな……思うのはそれだけか？」

「ごはんは大切だよ、たゆら。すっごく、重要。ジューヨー」

　望は、空っぽになった乾燥機に、あらたな洗いたての洗濯物を入れて、ばん、と扉を閉めた。続けて、ふよふよと浮くまどかが、コインを投入し、スイッチを押す。

「メシが重要なのはよーくわかるけどよ……ほかにねーのか、ほかに。思うこと」

　乾燥機がうなりをあげ始めるなか、たゆらは意地悪く尋ねた。

「ほかに？　なに？」

「なにって……かー！　薄情なやつだな！　あいつらだよ、あいつら！　おまえ、すっげーかわいがってたじゃんか！」

　と、たゆらは自分のことを棚にあげて、望を責める。

　ええ、自分だっていま、あのふたりのことは考えてませんでしたけどね？

　はたして、たゆらの指すふたりがだれかわかったらしく、ああ……と望はいった。

「だいじょうぶだよ。あのふたりなら」

「信じてるって？　もしかしたら、おれたちの敵にまわっちまうかもしんねーんだぜ」

「それも、まあ、だいじょうぶ。なぜなら……」

「なぜなら？　なんだよ」

「我が犹えぞ守もり望のぞむ探偵事務所の、所員だから」

　むん、と自信満々で保証する望に、たゆらは、最初こそ「……はあ」と呆あきれていたが、だんだんと、思い直す。

　もしかしたら……こういう部分こそ……？

　自分に足りないところなのかもしれない、と最後には思うに至るのであった。



　その、いま話題にでた、ふたり。

　犹えぞ守もり望のぞむ探偵事務所の誇るべき所員、七な々な尾お蓮れんと七々尾藍あいは、このとき、まざまざと思い知っていた。

　ごはんは大切だということを、まさしく、身をもって。

　そう、ごはんは、すっごく、重要。ジューヨー。
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　うおおおおおお!!

　蓮と藍は、宝物を前にして、懸命になって感動を抑えこんでいた。

　薫くん風ぷう高校があった街からは、二駅ほど離れた場所に存在していた、ごくごく普通の街。

　その街に建てられていた、二十四時間営業のコンビニエンスストアの、裏で。

　七々尾蓮と七々尾藍は、普段、鍵かぎがかけられている大きなダストボックスの、その鍵を針金でもって慎重に開けて、そうして、ようやく手に入れた宝物たちを前に、声をあげてだれかに気づかれぬよう、懸命になって感動を抑えこみながら、歓喜にうち震えていたのだった。

「あ……藍！　藍！　見ろ、か、かか、かかか、カルビ弁当だ！　牛！　牛！」

「こ、これは……蓮！　蓮！　ショウガ焼きだ！　豚！　ぶーぶー！」

　ふたりは、あくまでも小声で、互いに喜びを伝えあう。

　たゆらたちと別れて、二週間。

　ふたりは、どこで拾ったものやら、身体にボロ布を巻きつけていた。

　マントのように巻かれた布の隙すき間まからは、はぐれたときとおなじ、薫風高校の制服が覗のぞく。制服はけっこうな薄汚れっぷりを見せていて、まるで、この二週間、ふたりがどんな生活を送ってきたのか、すっかりうかがえてしまえるようだった。

　そのほか、蓮も、藍も、髪型などには変化がない。

　左側でまとめておさげにしていたのが、蓮。

　右側でまとめておさげにしていたのが、藍。

　と、ふたりとも髪型自体にはまったく変化がなかったのだが、髪質……というか、全体を満たす油脂分の充実ぶりというか、すっかりぺたぺたになってしまっていて、やはり、彼女たちのこれまでの生活の苛か烈れつさが嫌というほど伝わってしまうのだった。

「よし……あとは、とろろそばと……やはり、野菜も必要だろうな……」

「なあ、蓮……飲み物は、どうする？」

　藍の問いかけに、蓮が、「の、飲み物？」と素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「の、飲み物なんて、そんな贅ぜい沢たく品ひん……わ、忘れたか、藍あい！　我ら、逃亡生活の身！」

「わかっている！　わかっているが……だからこそ、うるおいが欲しいじゃないか……」

　ふたり、弁当やサンドイッチなどを抱えたまま、視線を落とす。

「うるおい、か……」

「ああ……たまには、か、かふぇおれなど、飲んでみるのも……い、いや！」

　藍が、ぶんぶんと顔を横に振った。

「すまない！　すまなかった、蓮れん！　飲み物など、かさばるものを……そうだ……我ら、逃亡生活の身……こんな、こんな、かふぇおれなど……水を飲めばいいんだ！」

「いや……藍」

　蓮が、マント状だったボロ布の隙すき間まから飛びだしていた藍の膝ひざに、そっと手を置く。

「飲もう」

「蓮？」

「飲もうじゃないか、かふぇおれを……。逆だよ。我らは、すこし、余裕を失なくしていたんだ。なんだ、飲み物ぐらい。たかだか、かふぇおれぐらい。飲もう。飲んでしまおう。そして、明日からの日々を、強く生きていこう……」

「れ、蓮……！」

　ふたり、しばし、じっ、と視線を交わした。

　やがて、ふたりどうじに、うなずきあう。

　よし、とダストボックスのなかに転がっていた、賞味期限切れのカフェオレへと、蓮と藍が手を伸ばしたときだった。



「──みーつけた」



　声が、ふたりの背から、かかる。

「し、しまった！」

　声をかけたのは、ふたりが廃棄物である賞味期限切れの飲食物をこっそりと頂ちよう戴だいしようとしていた、そのコンビニエンスストアの店員──ではなく。

　小学生だった。

　おそらくは近所に住んでいるのだろう、ワンピース姿の女の子で、背には真っ赤なランドセルを背負っている。ちょうど、蓮と藍のおさげ頭を両方にしたような髪型で、その髪留めもまた、かわいらしかった。

　しかし、蓮と藍は、そんな小学生の女の子を前に、焦りだす。

　振り返って、相手が小学生であるのを確かめるとどうじに、抱えていた弁当がぽろぽろとこぼれてしまうのにもかまわず、逃げだそうとした。

　そのとき、小学生の女の子の、そのつぶらな瞳から、すっ、と焦点が失われて──。

「みーつけた……みーつけた……」

　口から、抑揚のない、まるで合成音声のような声が洩もれだす。

　と、思ったら、すぅ、と大きく息を吸った。

「いーたよー！　おやまだこうたのなかま、いたー！」

　その小さな身体から発せられたとはとても信じられないほどの大音声が、あたりを震わす。

　もう、そのときにはすでに、蓮れんと藍あいはコンビニの裏から飛びだしたあとだった。

　そんなふたりを追うように、あたりでは小学生の女の子の叫び声を聞きつけた人々が、ゆっくりとではあったが、動きだす。

　その眼めは、老若男女問わず、みな、あの小学生の女の子のように、焦点が失われていた。
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　コンビニエンスストアから、客やら店員やらが、のっそりと、あらわれる。

　たまたま外を歩いていた家族連れやサラリーマンが、それにくわわる。

　そのほか、あたりの家々に住んでいた住人たちもわらわらとでてきて、一群となった近隣住民たちが、まるでゾンビのような動きでもって、蓮と藍のふたりを追う。

　蓮と藍は、逃げた。

　美み乃の里りに頼まれた奇稲田くしなだ姫ひめによって『小山田耕太の仲間たちを捕らえよ』と命じられた人間たちによる、まさしくゾンビのような追っ手の群れから、ぽろぽろとおにぎりやサンドイッチなんかをこぼしつつ、手から鎖を伸ばして、某クモ男のごとく建物と建物のあいだを飛び回って、逃げまくった。

　追っ手たちの動きは遅いものの、なにせ数が数である。

　どこまでも広がってゆく包囲網のなかを、蓮と藍は、懸命になって逃れていった──。



　と、そんな光景を、遠くから眺めるものたちの姿があった。

　観察者は、みな、フードがついたマントのようなものをまとって、ビルの屋上から、群衆に追われ、必死で逃れる蓮と藍を見つめていた。

　その数、十人ばかり。

　うちひとり、ひときわ小柄な身体つきだったものが、やはり、あまり背丈の高くなかったものに、語りかける。

「ど、どうする……の？」

　語りかけられたほうは、フードから覗のぞく口元を、にやりと曲げた。

「……そろそろ、いいか」

　その言葉に、一同が、うなずく。
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　それから、小一時間ばかりが経過したのち。

　奇稲田くしなだ姫ひめに操られた人間たちによる包囲網をどうにか逃れた蓮れんと藍あいは、小さな公園の、その小さな茂みのなかで、はー、はー、と荒く息をついていた。

　ふたりとも、しばらくのあいだ、会話のひとつも交わそうとはしない。

　茂みのなかに屈かがみこんだまま、きょろきょろとあたりを注意深く見回す。

　ようやく、完全に逃れることができた、と確信できるようになったときには、ふたりとも、すっかり呼吸が整ってしまっていた。

　ふう、と息をつき、がっくり、うなだれる。

「なんとか……逃れた、な」

「ああ……まったく……」

　よほど疲れたらしい。

　うなだれたまま、ふたりは動かなかった。

「今回ばかりは、すこし、あぶなかったぞ……」

「うん……あとすこしで、やってしまうところだった……」

　と、ふたりは、その腕に巻きついていた鎖を、じゃら、と見る。

　やってしまうところだった、というのは、追っ手たちを、この鎖で倒してしまうところだった、ということを意味していた。

　そもそも、なぜ、蓮と藍のふたりは、こうも疲ひ労ろう困こん憊ぱいに陥るまで追いこまれたのか。

　それは、相手があくまでも普通の人間だからだった。

　奇稲田姫に操られているとはいえ、相手はあくまでも普通の人間。つまりは一般人である。〈葛くずの葉は〉に属している蓮と藍たちが、攻撃してしまうわけにはいなかった。

　ゆえに、ふたりはひたすら逃げることを強いられて。

　結果、こうまで疲れ果てることになってしまったのだった。

「ま、まあ、これで……」

「そ、そうだな、ようやく、食事をとることができる……」

　逃げながらも、どうにかここまで持ち運ぶことができた弁当を、ふたりはふところから取りだす。

　それぞれ、カルビ弁当と、ショウガ焼き弁当だった。

「……できれば、かふぇおれも飲みたかったが」

「贅ぜい沢たくはいうまい、蓮れん。無事、逃れただけでも、よしとせねば」

　うむ……と、ふたり、重々しくうなずき。

　続けて、いただきまーす、と弾はじけるような笑顔を浮かべて、弁当のフタを開けようとして──ふたり、笑顔のまま、その動きを止めた。

「藍あい……」

「ああ……わかってる！」

　ぱっ、とふたりは立ちあがって、そして、互いの背中をあわせるようにして、身構える。

　ふたりのまわりには、あの、怪しげなフードつきのマントを羽織った連中の姿があって、いつのまにか、四方を囲んでいた。

　だが──。

　蓮と藍は、笑った。

　にたりと、じつに獰どう猛もうな肉食獣のような笑みを、その顔に浮かべる。

「やったな、藍……こいつら、人じゃない……！」

「まったく、最高だな、蓮……最高のストレス解消だ！」

　だって、普通の人間じゃなければ、べつに攻撃したってかまわないわけで。

　周囲を囲んだものたちから発せられる〈妖よう気き〉を感知して、蓮と藍は、好き放題に闘える喜びに眼めを輝かせながら、鎖を構えた。

「──あいかわらず、だな」

　そんな蓮と藍を見て、周囲を囲むものたちのひとりが、苦笑まじりの声を発する。

　その声に、蓮と藍は、眼を大きく見開いた。

「いまの……」

「声！」

　ふたりの視線が、声を発した人物へと、注がれる。

「おまえ」

「まさか」

「あいかわらず……おまえたち、ちょっと思慮、足りないぞ？」

　そういって笑いながら、その人物は、かぶっていたフードを外した。

　そうしてあらわれたのは、つんつんと天に向かって尖とがらせた短髪と、鋭く尖らせた眼

──〈かまいたち〉の妖よう怪かいであり、薫くん風ぷう高校の〈妖あやかし〉たちを統べる現・番長でもあった桐きり山やま臣おみの、苦笑する顔だった。

「ば……」

「ばんちょう!?」

　思いもよらない場所で思いもよらない相手と再会を果たし、すっかり驚く蓮と藍の前で、続けて、桐山の横にいたものが、そのフードを外す。

「ど、どうも……」

　こんどは、黒のおかっぱ頭と、たれ眼めの、柔和な表情を浮かべた少女の顔があらわれた。

　それこそは、かえるの半はん妖よう、長おさヶか部べ澪みおの顔だった。

　さらに、まわりのものたちも、次々とフードを外してゆく。

　いずれも、蓮れんと藍あいがよく見知った、薫くん風ぷう高校の妖あやかしたちの顔があらわれた。

　なぜ見知っているかといえば、暇なとき、蓮と藍は桐きり山やまたち学校の妖よう怪かいがたむろする校舎外れの教室にいって、お茶やらお茶菓子やらをいただいていたからだった。

「お……おお……」

　そんな、見知った顔たちとの突然の再会に、蓮と藍は、喜びやら驚きやら、さまざまな感情に襲われてしまって、しばし、ぽかんと口を開けたままとなってしまうのだった。
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「──おまえたちのことは、三日前から、見てた」

　桐山の言葉に、弁当をかきこんでいた蓮と藍の、その箸はしの動きは止まる。

　あれから、蓮と藍、そして桐山たちは、場所を移動していた。



    

  
    
      



    

  
    
      　桐きり山やまたちと感動の再会を果たした小さな公園から、彼らが隠れ家として使っていた場所へと移動していたのである。

　それは、すっかり朽ち果てそうになっていた廃屋だった。

　もっとも、ほぼホームレス同然の生活を送っていた蓮れんと藍あいからすれば、じつに立派な住み家と思えたのだが──若干、複雑な心境となりながらも、ようやく落ちつける環境と出合えたふたりは、埃ほこりにまみれた木造家屋のなかで、桐山たちに見守られながら、さっそく今回の戦利品であった弁当を広げて、牛と豚、それぞれの味を堪能していたのだが。

「み……」

「三日前から？」

　あまりに予想外だった桐山の言葉に、思わずふたりは食事の手を止め、そして、ごくん、と口のなかのものを呑のみこんで、尋ねた。

「な、なぜだ？」

「どうして三日間も……まさか、我らが逃げまわる姿を、笑って見てたのか？」

「勘違い、するな」

　じと、と恨みがましい眼めをぶつける蓮と藍を制するように、桐山は語る。

「おれたちは、ただ、見極めていただけだ」

「見極める……？」

　怪け訝げんな顔つきとなった蓮と藍に、澪みおが、ペットボトルに入ったお茶を手渡しながら、ある事実を告げた。

「あ、あの、落ちついてきいてね……？　く、〈葛くずの葉は〉は……」

「──〈葛の葉〉は、奇稲田くしなだ姫ひめの側についた」

　なるべくやわらかく告げようとした澪をさえぎって、きっぱりと、桐山はいい放つ。

「き、ききき、桐山くん!?」

「これでわかるか？　おなじ〈葛の葉〉であるおまえら、敵と違う保証、ない」

　桐山の言葉に、さすがに蓮と藍はショックを受けた。

　がくりと、視線を落とす。そのほっぺに、おこめつぶをつけながら。

「そ、そうか……」

「おそらく、そうなっただろうとは……思っていたが」

　蓮と藍は、思いだしていた。

　なるべく思いださないように心がけていた、あの日のことを──。



　あの日──。

　ママと慕うちずるが奇稲田姫と化してしまって、そしてパパと慕う耕太は怒りと哀かなしみのあまり我を忘れて暴走してしまった、あの、運命の日──。

　蓮れんと藍あいは、気がついたら、学校の外にいた。

　遠く、薫くん風ぷう高校が望める、だだっ広い空き地に、ほかの多くの生徒たちといっしょに、転がっていたのだ。

　おそらく、〈御お方かたさま〉の力によって強制的に運ばれたのだろう。

　耕太の暴走によって、蓮と藍のほか、まだ学校に残っていた生徒たちに危険が及ぶのを防ぐため、安全な地にまで運んだのだ。なにしろ、〈御方さま〉は強力な力を誇る砂使いだった。地中を通して校内の生徒たちを避難させることなど、たやすいことだったろう。

　と、いまになってみれば、そうなのだろうと思えたのだが。

　当時の蓮と藍には、そんなことを考える余裕なんてものはなかった。

　売り地、と書かれた看板の立てられた、そこら中にぼうぼうと雑草が伸びる空き地で、ふたり、身を寄せあって、遠く、住宅街の屋根の向こうに覗のぞく薫風高校の姿を、呆ぼう然ぜんとなって見つめていたのだから。

　薫風高校は、びかびかと不気味に輝いていた。

　校舎自体が青白く光って、周囲を、夜空を照らしだす。

　と、やがて、校舎は内部から発せられる光に耐えきれなくなったように、じわじわと溶けて消えてゆき──最後、消滅する寸前、流星のようなひと筋の光を夜空に向かって吐きだして、そして、完全に消えてしまった。

　光も消え去り、消滅してしまった薫風高校の校舎のほかは、すべて、元どおり、戻る。

　そうなって、初めて、蓮と藍は、いま自分たちが置かれてる状況について、思い至った。

　ぱ、パパは？

　ママは？

　みんなは？

　耕太たち、仲間のみんなの姿がないか、あたりに横たわっている、まだ意識を失ったままの生徒たちの姿を見回して──蓮と藍は、自分たちが囲まれていることに気づく。

　このとき囲んでいたのは、人間ではなく、妖よう怪かいたちだった。

　おそらく、美み乃の里りの手のものだったのだろう──蓮と藍たちは、追われるままに、逃げた。最初こそ、手に持った鎖で勇敢に立ち向かったが、なにしろ多勢に無勢。ついさっき経験した数々の出来事に対する精神的ショックもあって、ふたりはあえなく戦略的撤退を余儀なくされ、そして、逃げて逃げて逃げて──気がついたら、二駅ほど離れた街まで追いやられて、そこで、ホームレス高校生を演じていたというわけなのだった──。



「──さっき、ひと筋の光、といったな」

　と、ここまで黙って蓮と藍の話を聞いていた桐きり山やまが、その眼めを鋭く細めた。

「ん？　あ、ああ。びかびか光る校舎から、最後に……なあ、藍？」

「ああ、蓮れん。びゅっ、と、こう、飛びだしていって……」

「その光、どこへ向かった？」

　ん？

　しばらく、蓮と藍あいは、ほっぺにおこめつぶをつけたまま、考えこんで。

「あっち……だったかな」

「いや、あっちだったと思うぞ、蓮」

　互い違いの方向を指さした。

　そんな蓮と藍の様子を、固かた唾ずを呑のんで見守っていた桐きり山やま以外の妖よう怪かいたちが、はー、とため息をつく。

「な、なんだ……し、しかたないだろ！」

「も、もう二週間前の話なんだから！」

　突然、はずかしめを受けて憤るふたりに、桐山が、告げた。

「その光……たぶん、小山田だぞ」

　な。

「なにィイ！」

「あれが、パパァア！」

　そうだ、と桐山はうなずく。

「ある情報によれば、だが……双子、おまえたちが学校の外に運ばれてから、小山田は、怒り狂って美み乃の里りに襲いかかったんだそうだ。で、小山田は、見事、美乃里に手傷を負わせた。なのに、途中で闘いを止めて、どこかへ去ったらしい。おれたちは、その小山田を捜すのが、目的だった。だからおまえたち見つけたの、じつはグーゼン」

　桐山が明かした情報に、蓮と藍は、しばらく、呆ぼう然ぜんとなった。

「パパが……そんなことに……」

「なぜ……パパは……」

　くそっ、と声をあげ、蓮と藍は床を拳こぶしで強く打つ。

　ぶわあ、と埃ほこりが舞いあがった。

「あのとき、どこにパパがいったのか、しっかり覚えておけば！」

「パパの行方を捜すことが、できたのに！」

「し、しかたないよ、あ、あんな状況じゃ……」

　舞いあがる埃のなか、自分を責める蓮と藍を、澪みおが軽く咳せきこみながら、なぐさめる。

「わ、わたしたちも……おなじだったの」

　そして語りだした。

　やはり、桐山たちも蓮や藍とおなじく、耕太と美乃里の闘いが始まる直前に、校舎の外へと運ばれたのだという。いきなり、ずぶずぶと身体が校舎のなかに呑みこまれて、そして、気がついたらこちらは、外れにあった公園に運ばれていたのだと、澪は語った。

「ニンゲンと妖あやかしで、場所を変えたんだな……きっと」

　話の最後を、桐きり山やまが引き取る。

　それから、桐山はしゃがみこんで、じっ、と蓮れんと藍あいを見つめた。

「おまえたち……これからどうする、つもりだ？」

「……どうする？」

「……つもり？」

「〈葛くずの葉は〉に戻るのか。それとも……」

「我らは！」

「パパとママの味方だ！」

　桐山にみなまでいわせず、蓮と藍は叫ぶ。

「……どっちのパパだ」

　にやり、と笑みを浮かべながらの桐山の問いかけに、やはり、蓮と藍は間髪入れず答えた。

「むろん！」

「カッコイイ！　ほうだ！」

「……だから、どっちだ」

　もちろん、耕太とちずるのほうだった。

　蓮と藍からのたしかな宣言を受けて、桐山は立ちあがる。

「よし……じゃあ、おれたちといっしょに、こい」

「うん？」

「どこにいくんだ？」

「そうだな……とりあえず、メシには不自由、しないぞ？」

「──いく！」

「──どこにでも！」

　蓮と藍は『メシ』の言葉に眼めの色を変えて立ちあがり、桐山に迫った。

　迫られた桐山は、ふふ……と笑っていたが、ふいに、その表情を変える。

　すんすん、すんすん。

　桐山が、すぐそばにまで迫っていた蓮と藍の前で、鼻び孔こうをうごめかし、そして、いった。

「……おまえら、いつ、フロ、入った？」

「しかたないだろー！」

「追われてたんだからー！」

　蓮と藍は真っ赤になって、さらに涙目にもなって全力で桐山に抗議する。

　澪みおも、「桐山くんっ！」とデリカシーの皆無だった彼氏をたしなめた。

「うう……」

「たまに、公園の水で洗ったりしたもん……」

　すっかりぐずついてしまった蓮れんと藍あいは、鼻をすすりながら、自分たちが身を潜めていた廃屋の、そのひび割れたガラス窓へと視線を向ける。

　晴れわたった春の空を、じっ、と眺めた。

「そうか……〈葛くずの葉は〉は、奇稲田くしなだ姫ひめの側に……」

「また、父上とは敵になってしまったんだな……」

　むーん、とふたり、腕を組んで考えこむ。

「父上……たぶん、また酒に溺おぼれてるんだろうなあ……」

「七な々な尾お家の当主たるもの、たとえ血を分けた肉親であろうと、敵には非情にならねばならんというのに」

　へふー、と所長である望のぞむがたまにするように、肩をすくめ、首を横に振るジェスチャーを見せながら、ふたりはカッコイイほうじゃなかったパパのことを、遠く、思うのだった。
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「ぶえっくしゃ！」

　その、カッコイイほうじゃなかった蓮と藍のパパ、七々尾宗そう仁じんは、〈葛の葉〉八家の当主が集まる場にて、盛大にくしゃみをぶちかました。

「オーウ、ユー、バッドねー、ナナオー」

　当主の集まりだったにもかかわらず作さ務む衣え姿なんかでいた宗仁から放たれた、もしかしたら娘からの噂うわさ話ばなしによるものだったかもしれないしぶきをまともに浴びて、円卓の横の席に座っていたグラサンにバンダナ、レザージャケットにレザーパンツというバイカーズファッションで身を包んでいた金髪の大男は、大げさに顔をしかめて、抗議の声をあげる。

　彼の名は、宗仁とおなじく〈葛の葉〉八家のひとつ、多た々た良ら谷や家の当主だった、ジョニー・多々良谷。本名、多々良谷権左右衛門ごんざえもん、そのひとであった。

　もちろん、この場にはほかにも〈葛の葉〉八家の当主たちの姿があった。

　土つち門かど家の当主であった少女、土門八はち葉ようは、いつものように魔法使いのような純白のローブ姿で、口元には×印のマークが書かれたマスクをつけ、宗仁、ジョニーが座る円卓の、真向かいの席にちょこんと腰かけていた。口元を×印のマスクで覆った彼女は、自分の意思を手元に置いた○と×の札を使って伝える。いまは盛大なくしゃみをかました宗仁に対する抗議だろう、×印の札をぴこぴこと振りまくっていた。

　そして、そんな宗仁、ジョニー、八葉とは等分に離れた席には、悪あく良ら家当主である男が、静かに座っている。普段と変わらず、上下黒のトレーニング・ウェアに身を包んでいた彼は、短く刈りこんだ髪で、ところどころピアスのついた顔に、なんの感情も浮かべず、この部屋に入って軽く挨あい拶さつしたあとは、ひたすら沈黙を保っていたのだった。

「──お待たせー」

　そのとき、ひとりの少女が、ほがらかな声と顔でもって、部屋に入ってくる。

　長い黒髪に、白いワンピースをまとって、手には大きなくまのぬいぐるみを抱えた、隻腕の少女──あの三み珠たま美み乃の里りだった。

　美乃里は、ほがらかな表情のまま、宗そう仁じんに語りかける。

「風邪でもひいたのかな？　宗仁どの。くしゃみ、外まで聞こえたよ？」

　へっ、と宗仁は笑って、その酒焼けして赤く染まった顔の、鼻の下の部分をぐしぐしとこすり、いった。

「だれか噂うわさでもしてんじゃねーか。たとえば、行方知れずになったまま、まだ見つからねー、おれのかわいいかわいい娘とか……な」

「ははっ、まさかあ」

　と、宗仁からぶつけられた皮肉を、美乃里は笑顔であっさりとかわす。

「あの娘さんが、カッコイイパパのほうの噂うわさ話ばなしならともかく、カッコイイほうじゃなかったパパの噂話なんて……」

「てめー！　それはどーゆー意味だー！」

　逆に皮肉をぶつけられて、宗仁はあっさり逆上した。

　ただでさえ酒焼けして真っ赤だった顔をさらに赤く染めて、椅い子すを蹴け飛とばし立ちあがる。

「よ、世の中にはだなあ、いっちゃいけねーことってもんがあるだろう！　コラァ、美乃里ィ、美乃里ー！　てめー、聞いてんのかー！」

　もちろん、美乃里は聞いちゃいなかった。

　ジョニー・多た々た良ら谷やに羽交い締めされながらぎゃーぎゃーとわめく宗仁には見向きもしないで、円卓に座る当主たちの顔ぶれを眺め、美乃里は告げる。

「よし、全員そろってるね？　じゃあ、始めようか……」

「オゥ？」

「んん？」

　ジョニーと宗仁が、どうじに、妙な顔つきとなった。

「ちょっと待て、オイ……どこをどう見たら、これが全員そろってるんだ？」

　宗仁が指摘するとおり、いま、円卓には七な々な尾お宗仁、ジョニー・多々良谷、土つち門かど八はち葉よう、悪あく良ら家当主の四人しかいない。残る当主である三珠家当主、三珠未み弥や、砂さ原はら家当主、砂原幾いく、八や束つか家当主、八束たかお、九く院いん家当主、九院たちの姿は、どこにもなかった。

　八家のうち、半分の姿がないのに、全員そろってるとは？

「ああ、ほかのみんなはね、欠席」

「け、欠席だあ？」

　そうだよ、と美み乃の里りはにこやかに語る。

「〈御お方かたさま〉とたかおちゃんは、元の職場が気になるらしくてね。薫くん風ぷう高校から離れようとしないんだ」

「離れようとしないって、オイ。そんなんで欠席できんのかよ」

「だってしょーがないでしょ？　〈御方さま〉にしみじみと『教師生活が長かったものでのう……生徒たちを見守りたいのじゃ』なんていわれたらさ、ほら、わたしってばしょせんは虎とらの威を借る狐きつねでしょ？　どうぞどうぞっていうしかないじゃーん？」

「虎の威っつーか、〈神〉の威だけどな……」

「で、未み弥やさまなんだけどね？」

　けっ、と吐き捨てる宗そう仁じんをからっと無視して、美乃里はにこやかに続けた。

「未弥さまは……兄上の面倒を見てるんじゃないかなー、たぶん」

「たぶん、ね……」

　けっ、けっ、と宗仁の機嫌はどんどんと悪くなってゆく。

「それで欠席できるんなら、おれだってやけ酒呑のみすぎて二日酔いがヒドいからってんで休みたかったよ！　二日酔いどころか、十四日酔いだけどな！　二週間呑み続け！　どぅはは！　呑みっぱなし！　どぅははは！　死ぬんじゃねーか、おれ！」

「ヘィ、ミス・ミノーリ」

　ジョニー・多た々た良ら谷やが、挙手をして発言の許可を求めた。

「なんでしょう？　ミスター・ジョニー・タタラーヤ？」

「ユーのいうこと、アンダスタン……バット、トゥデイ、なんでミーたち、ここ、集合？」

　なぜ、今回、我ら〈葛くずの葉は〉八家の当主たちは集められたのか？

　ジョニー・多々良谷の質問に、美乃里は答える。

「うん、今日はね、みんなに、あたらしく入った仲間を紹介しようと思って」

「な、なんだって？」

「オゥ、ニュー・メンバー？」

　美乃里の言葉に、素直に驚きの声を発した宗仁とジョニー・多々良谷のほか、声を発することのできなかった八はち葉ようや、声を発するつもりのなかった悪あく良ら家の男も、それぞれ、驚きの表情を、その顔に浮かべた。

「イエス、イエス……そう、ニュー・メンバーだよ。〈葛の葉〉八家のね、あらたな当主となる仲間の紹介……おっと、みんな、勘違いはしないでよね？　べつにみんなのうち、だれかをリストラするってわけじゃないんだから。ほら、九く院いん家の当主の座がさ、ずっと空白になってたでしょう？」

　美乃里が発言したとおり、現在、九院家の当主の座は、空白だった。

　かつて、九く院いん家の当主であった蝶ちようの妖よう怪かい、その名も〈九院〉が、かつて三み珠たま家の当主であった三み珠たま四し岐きとともに行方不明になってから、ずっと、空白のままになっていたのだった。

　その空白になっていた九院家のあらたな当主を、紹介するという。

「けっ」

　けっ、けっ、けっ、と宗そう仁じんは吐き捨てた。吐き捨てまくった。

「なーにがあらたな当主だよ。おれたちがよく知ってるやつじゃねーか」

「おや？　宗仁どの、あらたな当主をご存じで？」

「ご存じもなにも……あの〈九院〉なんだろ？　おめーといっしょに戻ってきたんじゃねーか。四岐のボウズと仲良くな」

　そう、行方不明になっていた〈九院〉は、美み乃の里りの帰還とともに、〈葛くずの葉は〉に戻ってきていたのだった。あの、三珠四岐とともに──。

　しかし、その宗仁の言葉に、美乃里は笑った。

　ふふふ……と意味ありげに笑って、そして、あらたな九院家の当主を、呼びよせる。

「はーい、入ってー」

　と、美乃里の呼びかけに従って、部屋のなかに入ってきたのは。

「うーす」

　あの蝶の妖怪であった〈九院〉ではなく──。

　ジョニー・多た々た良ら谷やのように革のライダース・ジャケットを羽織った、ただしこちらは銀髪で、その銀髪の頭から狼おおかみの耳を生やした、長身の青年。

　狼の妖怪であり、あの望のぞむの兄でもあった、人じん狼ろう、犹えぞ守もり朔さくであった。

「よっ」

　なんて片手をあげて挨あい拶さつをしてきた、予想外にもほどがあるニュー・メンバーの登場に、一同、眼めを剥むく。

「お……おまえ……」

「オゥ……」

「よろしくな」

　唖あ然ぜんとしたままの一同に、あらたな九院家の当主は、ぱちっ、とウィンクするのだった。
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「じゃ、あとはみんなで仲良くおしゃべりでもして、早くうちとけてねー？」

　なんてことをいって、あっさり、美乃里は去っていった。

　そうして残された一同が始めたのは──。

　おしくらまんじゅう、だった。



「じゃあ……やるかあ！　早く、うちとけるためにな！」

「イエース！　ヒア・ウィ・ゴー！」

　と、七な々な尾お宗そう仁じん、ジョニー・多た々た良ら谷や、土つち門かど八はち葉よう、悪あく良ら家当主の男、そして新加入した九く院いん家当主である犹えぞ守もり朔さくは、部屋の隅に固まって、おーしくーらまーんじゅー、おーされーてなーくなー、と歌いながら、互いにがしがしと身体を押しつけあいだす。

　押しつけあって、そして、彼らはひそかに会話していた。

　接触テレパスの能力を持つ、ジョニー・多々良谷の力を使って、心のなかだけで──あくまでも外では、おーしくーらまーんじゅー、おーされーてなーくなー、と春だというのにおしくらまんじゅうに熱中しながら、決して盗み聞きされることのなかった会話を、〈葛くずの葉は〉八家の当主たちは、汗だらだらになりつつ、交わすのだった。



（オイ……おまえ、本気か？）

　と、宗仁は、おーしくーらまーんじゅー、と歌って相手を背中で押しながら、朔に向かってストレートな疑問を、心のなかでぶつけた。

（もちろん、本気じゃないさ）

　おーされーてなーくなー、と歌って相手を押し返しながら、朔は、ぶつけられた疑問に対してストレートな返答を、やはり心のなかでぶつけ返した。

（正直、この展開にはおれも驚いている）

（驚いている、じゃねーよ。なんだってこんなことになってんだ、コラ）

（ダメ元で、な）

（あん？）

（ダメ元で、美み乃の里りに会ってみたんだよ。ほら、美乃里はだいだい、奇稲田くしなだ姫ひめのところにいるだろう？　あの、国会議事堂の……そこにいってさ。正面玄関から入って、受付に話して。アポはとってなかったけど、さすがだな。すぐに会ってくれたよ）

（……で、どうなった）

（とりあえず、挨あい拶さつしたさ。やーやー、ひさしぶりってな。で、旧交を温めあって……というのも、おれと美乃里は知らない仲でもなかったから……そのあとで、『今日は、なにをしにきたの？』って訊きかれたから、『いや、じつは仕事を世話してもらおうと思って』って軽くジョークを飛ばしてみたら、『ああ、この不景気じゃあね。いいよ、ちょうどいま、空いてる仕事があったんだ』と、まともに返されてだな……）

（……なるほど。あのガキがやりそうなこった）

　けっ、と吐き捨てる感覚が、宗仁からほかの四人に向かって伝わってゆく。

（──目的は、なんだったのだ？）

　そう尋ねてきたのは、テレパス状態のときは普通に会話することができた、ジョニー・多た々た良ら谷やだった。

　もちろん、このあいだもおしくらまんじゅうは止まることはない。

　ノンストップ・おしくらまんじゅー。

　おーしくーらまーんじゅー、おーされーてなーくなー。

（朔さくよ……おまえは、小山田耕太の側に立つものであるはずだ）

（ま、そうなるんだろうな）

（で、あれば、美み乃の里りは敵であるはず。そんな美乃里に、なぜ、おまえは危険を冒してまで、会いにいったのだ？　今回はたまたま美乃里の気まぐれによって無事だったが、場合によっては捕らえられていたのかもしれんのだぞ？）

（そうなったらそうなったで……）

（ふむ……そうか、捕らえられてもかまわなかったか）

（なに？）

　宗そう仁じんの動きが、ぎょっ、となって止まった。

　じろー、とまわりから睨にらまれ、あわてて動きを再開する。

　おーしくーらまーんじゅー、おーされーてなーくなー。

（ど、どーゆーことだよ、それは。捕まっても平気だったって？）

（落ちつけ、宗仁よ。わからないか？　要するに、知りたかったのだよ、彼らも。美乃里の目的が知りたくて、だからあえて危険を冒してまで、接触したのだ）

（『彼らも』ってことは……あんたたちも、知りたかったってわけだ）

　朔は、にたり、と笑った。

　その朔の笑みは、おしくらまんじゅうしながら浮かべたものではあったが、テレパスを通しての感情として、ほかの四人にも、きちんとさざ波のように広がってゆく。

（そうです。わたしたちも、知りたかったです）

　土つち門かど家当主、土門八はち葉ようが、認めた。

（三み珠たま美乃里の考えは、わたしたちにも、まったくわかりません。なにを求めているのか、なぜこんなことをしでかしたのか）

（──小山田耕太の行方を捜索せよとの命は、下っている）

　めずらしく、悪あく良ら家の当主である男も、意志を発する。

（だが、それだけだ。いつまでに発見せよと期日を決められてはいない。どうなったのか、報告を求められることもない。さらにいえば……それは奇稲田くしなだ姫ひめによる命令ではなく、美乃里による命令だ。いや、そもそも我らは、奇稲田姫からいっさい命令を受けてはいないのだ）

（ほう……）

　その情報を、朔さくはおもしろそうな声を発して、受けとめた。

（まさか、『我に従え』とも、奇稲田くしなだ姫ひめからは命令されてないのか？）

（されていない。なにも）

（それじゃ、裏切ろうと思えばいつだって裏切れてしまえるんじゃないか。と、いうより、むしろ、あんたたちに裏切れっていってるんじゃないのか、それは？）

（やろうと思えば可能だろう。奇稲田姫に、『我に従え』と命じられるまでは）

　そんな、悪あく良ら家の当主からのすっぱりとした返答に、朔は、ははは、と笑う。

　もっとも、外見上はあくまでも朔はおしくらまんじゅうに専念していた。だから、その乾いた笑い声は、宗そう仁じんたちにしか聞こえてはいない。

（なるほどね……『人は〈神〉には逆らえない』、か。ま、しょうがないさ。とりあえず、いまのところは人じゃないおれたちにまかせてもらおう）

（……朔よ。小山田耕太の行方は、まだおまえたちにもつかめてはいないのか？）

　ジョニーが、尋ねた。

（残念ながら、鋭意、捜索中だ）

（そうか……）

（れ、蓮れんは？　藍あいは？　おれの娘たちは、どうだ？）

　息せき切った様子で、宗仁が尋ねる。

（さてな？　そちらは、まったく残念なことではあるが、とくに捜索もしてないし……）

（な、なんだと！　なんでだ！　なんで捜さない！　心配じゃねーのか、てめえ！）

（なんでって、そりゃあ、プライオリティーってやつで……）

（日本語使えー！　なんだ、そのプライなんとかってのは！　てめえは権左右衛門ごんざえもんか！　あいつとおなじ、外国かぶれか！）

（こらこら、宗仁。プライオリティーというのは、優先順位という意味で……だれが外国かぶれだ？）

　おしくらまんじゅー!?

　押されて泣くんじゃねーぞ、コノヤロー!?

　突然、〈葛くずの葉は〉当主たちによるおしくらまんじゅうは、殺気だったものへと変わった。

　元々ケンカ好きの朔、娘のことで頭に血が昇ってる宗仁、図星を突かれて正気を失ったジョニーのあいだで、拳こぶしと蹴けりと頭突きがくわわった、新式おしくらまんじゅうが始まる。

　そんな男祭りを、危険を察知して逃れた八はち葉ようと悪良家の当主は、かたや興奮した様子で、かたや冷静な表情で、とくに制止することもなく、見守るのだった。

　おしくらー!?

　まんじゅー!?

　ファイッ!!
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　こうして、朔さくたちが、いろんな意味で熱く親交を深めていたころ。

　その集まりには不参加だった三み珠たま家の若き当主、三珠未み弥やは、別室にて、実の兄、三珠四し岐きと対たい峙じしていた。

「……四岐」

　未弥が、兄の名を呼ぶ。

　しかし、四岐が妹の呼びかけに応こたえることはなかった。

　このとき、四岐はカーテンの閉め切られた部屋の片隅に、だらんと力なく座りこんでいた。その姿は、あのとき──ちずるが奇稲田くしなだ姫ひめとして目覚めた際、突如、薫くん風ぷう高校にあらわれたときとおなじ、上下黒のトレーニングウェアのような格好で、そして、その手にはやはりあのときとおなじ、黒い両刃の剣があった。が、その剣を構えるでもなく、四岐は手に持ったまま、刃先を無造作に床へと投げだしている。

　そんな四岐の前に、未弥は立っていた。

　立って、兄の姿を見下ろしてた。

　ぎゅっ、と唇を噛かんで──未弥がこの部屋に入ってきたとき、開けたままとなっていたドアから入りこむ光が、そんな彼女のシルエットを浮かびあがらせる。

　未弥の姿にも、とくに変化はなかった。

　前と変わらず、頭の両側でまとめた髪を、しゅるりと両サイドに垂らして、服装も薫風高校の制服のまま、奇稲田姫の覚かく醒せい以前と、なんら違ったところはない。

　ただ、その顔つきだけが、悲しげに染まっている以外は、なんら──。

　いつだって笑みに細くして、まるで陽だまりのなかの猫のようだった眼めが、いまはわずかに見開かれ、妹を前にしてもまったく反応しない兄を、ひたすら見つめている。

「なぜ……」

　と、未弥がなにかつぶやきかけたとき。

「……また、いらしたのですか」

　そういってあらわれたのは、〈葛くずの葉は〉八家のひとつ、九く院いん家の元当主──九院だった。

　彼女の姿にも、変化はない。

　波うつ紫色の髪で、紫色のドレスをまとい、あいかわらず妖よう艶えんな雰囲気を放っていた。

　ただ、その妖艶さの質は、したたるような濃密なものではなく、寡か婦ふのごとき、秘めやかなものへと変わってはいたが……。

「九院……」

　ゆっくりと未弥は振りむく。

「なぜなんだ？　なぜ、四し岐きは、こんな……」

「なんどお尋ねされても、わたくしには答えることができません」

　未み弥やが尋ねたのは、四岐が手に持つ黒の剣についてだった。

　両刃の、西洋の剣を模して作られたと覚しき、黒の剣。

　それは、〈葛くずの葉は〉八家のひとつ、多た々た良ら谷や家の数代前の当主によって生みだされ、そしてそのまま封印されていた、呪のろわれた武具だった。一説によれば、古今東西の妖よう刀とうを元にして、それをわざわざ西洋の剣を模して作ったらしく、そのあたり、作り手の歪ゆがみっぷりが見てとれるようだった。

　その剣は、持ち主の意志を奪うことで、その戦闘力を飛躍的に向上させるのだという。

　余計なことを考えない、いうなれば戦闘機械へと変えてしまうわけで、たしかに戦闘力はあがるだろうが、どうじに使用者はおのれの身の安全も考慮しなくなってしまい、結果として、多くの被害者をだすことになってしまったらしい。

　それで封印されていたのだが……その剣を、なぜか四岐は手にしている。

　それも、美み乃の里りなどから強制されたものではなく、おのれの意志で、だという。

　なぜ？

　なぜ、四岐はそんな真似を？

　考えても未弥にはわからず、だからなんども四岐の元を訪れては、ものいわぬ兄を前に、思案に暮れるばかりの日々を送っていたのだった。

「四岐……」

　ぐっ、と未弥は唇を噛かんで、そして、小さく、小声で、にいさま……とつぶやく。

　そんな未弥の後ろで、九く院いんは、ただ、静かに眼めを伏せていた──。
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　ぐるる、ぐるる。

　その世界は、鮮やかな赤が渦巻く、奇妙な世界だった。

　まるで粘膜のような、生々しい、赤だ。

　それが、ぐるる、ぐるる、三百六十度を渦巻く。

　そんな世界に、八人のちずるはいた。

　全員、すっぽんぽーん、で。



　全裸だった八人のちずるは、それぞれ、赤、橙だいだい、黄、緑、青、藍あい、白、黒といった色あいの髪、眼、そしてふささ──の持ち主だった。そんな、いわば色違いだった八人のちずるたちは、それぞれ、思い思いの姿勢をとって、粘膜が渦巻く世界にふよふよと浮かびながら、いわゆる、井戸端会議に興じていたのであった。

「──しかし、実際のところ、どーするつもりなのだろうな」

「さーてな」

「さーっぱりわからへんなあ……」

「なにせわたしたち、そのときには寝てましたからね」

「寝てたってゆーかー、眠らされてたってゆーかー」

「ひと目見たかったですわー、あの子が誕生するところ」

「残念、無念」

「……」

　などと、赤、橙だいだい、黄、緑、青、藍あい、白のちずるたちはそれぞれ発言するものの、ただひとり、黒髪のちずるだけは、まるで抜け殻だったかのように、ぼーっとしたまま、なんの反応も見せない。そんな黒髪のちずるを除いたまま、やがて、話題は『まどか』という名の赤子についてのものへと移ってゆく。

　うん、やっぱりわたしたちに似て、いや、似たからこそ、あの子はカワイイわ……。

　でもどうなんだろう、親といっしょで、気弱なショタっ子を好きになっちゃうのかしら……イヤイヤ、ダメ！　そんなの！　お母さん、許しませんよ！　あんな甲か斐い性しょうのなさそうなやつ！　しかし、こればっかりは子供の選ぶ道だからねえ……。



    

  
    
      



    

  
    
      　とかなんとか、さんざんまどかについて好き放題に語ったあとで、赤髪のちずるが、ひとり呆ほうけていた黒髪のちずるを見つめながら、いった。

「──結局のところ、これだな」

　と、ほかのちずるたちに向かって、語りだす。

「これが元に戻るかどうか、それしだいでまどかの幸せも変わる。そうだろう？」

　一同、うーん、と考えこみだした。

「どうだろう……これの魂のコピーかなんか、取っていただろうか？」

「どーだかな。取ってないわけねーとは思うが」

「うんうん、ウチもちゃんと取ってると思うわ」

「魂を写しとる……砂女さんと玉たま藻もさん、あとは当の彼女──ちずるさんの力があれば、決して不可能ではないと思いますが」

「ってゆーか、ヤダヤダァ。やってくれてないと困るぅ」

「砕け散ってしまった魂を修復することは、たとえ〈神〉でも無理でしょうからね……問題は、どこへコピーを移したのか、ですわ」

「推定、まどか」

　と、最後の発言をおこなった白髪のちずるに、みなの視線が集まる。

「……そう考えるのが自然だが……しかし」

　そう、赤髪のちずるが語りかけたときだった。

　ごごごごご……と、赤の渦巻く粘膜の世界が、揺れだす。

「あーあ、起きちゃった」

「しかたあるまい。なんにせよ……もう、我らはこうして、見守るしかできないのだから」

　赤髪のちずるの言葉とともに、世界は、闇やみに閉ざされた。
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　むくり、と奇稲田くしなだ姫ひめは、ベッドから起きあがる。

　ベッドは、あの国会議事堂の、強制的に作りあげられた屋上にあった。

　青空の下、奇稲田姫は、「んー」と背を伸ばし、大あくびをする。その拍子に、身体を覆っていたシーツが落ちて、たわわなふくらみを覗のぞかせた。

「ふむ……今日は……『よが』でもやるか……。ん？　『てぃらぴす』だっけ？」

　くきくき、首を鳴らす。

　そうして奇稲田姫は、寝ぼけまなこで下界を見渡すのだった。全裸で。



    

  
    
      


　五、よあけのみち
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　蓮れんと藍あいが、桐きり山やまたちと合流して、一週間の、のち。

　つまり、ちずるのなかに眠る奇稲田くしなだ姫ひめが覚かく醒せいしてから、およそ三週間という時間が過ぎ去ってしまったころ──。

　蓮と藍は、険しく切りたった崖がけに、張りついていた。



「ぐ……ぬぬ……」

「ぬお……」

　びうう、と容赦なく吹きすさぶ風に、蓮と藍の身体をマントのように包んでいたボロ布や、その下に隠れていた制服がばたばたとはためく。当然ながらすっかりスカートはまくれあがって、中身──昔、ちずるに買ってもらった、猫の顔がプリントされたぱんつ──を盛大に見せびらかしてしまっていたが、もちろん、蓮と藍に気にする余裕はなかった。

「ぬぬ、ぬ……」

「ぐな、な……」

　ふたりは、ほとんど存在していなかった足場に、つま先だけで立って、おなじくほとんど存在していなかった出っ張りに、両手に爪つま先さきをかけて、なんとか体勢を保持する。

　下は、もうはるか遠く、かすんでしまっていた。

　もし落下してしまえば、さすがの蓮と藍といえども、命はなかっただろう。

　おまけにこのとき、ふたりは命綱なしであった。

　まさに命がけの、ロック・クライミング。

　〈葛くずの葉は〉八家のひとつ、七な々な尾お家の当主の娘として、苛か烈れつな修行の果て、並みの人間をはるかに超越する身体能力を持つにいたったふたりではあったが、さきほどからひっきりなしに吹きすさぶ強風もあって、しばらく、身動きひとつとれずにいたのだった。

「──おまえら、どうした？」

　そんな蓮と藍に、背後から、声がかかる。

　しかし、背後にはなにもないはずだった。

　ただ、空っぽな空間が広がっているはずだった。

　風が吹きぬけるだけの、寄る辺ない空間が──ところが、そのなにもないはずの空間に向かって、蓮と藍は顔だけを向けて、そして、怒鳴りつける。

「だ、だれのせいだと……」

「思ってるんだあ！」

「ん？」

　このとき、蓮れんと藍あいに語りかけた相手──あいかわらず白いフードつきのマントなんて羽織っていた桐きり山やまは、なにもない空間に浮かんだまま、首を傾かしげた。

　その桐山の背中には、あのかえるっ娘である澪みおがしがみつき、おんぶされている。

　ふたりは、風に包まれていた。

　いや、風というには生やさしい、桐山が〈かまいたち〉の力を使って起こした、もはや小規模な竜巻といってもいいほどの旋風に包まれて、ふたりは空中に制止していたのだが──そんな桐山に、蓮と藍はさらに怒りの声を浴びせる。

「番長！　おまえが！」

「そんなところで風なんか起こしてるから！」

「わ、わたしたちは……」

「吹き飛ばされそーになってるんだろーがー！」

「ああ……」

　ようやく桐山は納得したような顔を見せた。

「だが、おれ、おまえたち、落ちたりしないか心配だから、ここにきたんだが？」

「いらん！」

「黙って上か下で見守ってろ！」

「わかった、わかった」

　桐山は笑いながら、背中にしがみついた澪とともに下へと降りてゆく。

　びゅおおおおおお。

　風の発生源だった桐山の移動によって、吹いてくる風の角度も、下がっていった。

　結果、思いっきりスカートをまくりあげられながら、蓮と藍はつぶやく。

「まったく……」

「もう……」

　そうして頭上を見あげて、まだまだ先は長いことを知り、ふたりは深くため息をつくのだった。
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　やっとのことで、崖がけを登り切って。

　ぜー、はー、ぜー、はー。

　蓮と藍は岩場に倒れこんで、荒く息をつく。

「おまえら……思ったより体力、ないな」

　楽々と風に乗って崖がけの上まで登った桐きり山やまが、呆あきれた様子で、いった。

「あ、あのな……」

「お、おまえらと違って、我らはこの崖を、自力で登ってきたんだぞ……」

　ぜひー、ぜひー、と、まだ乱れが治まらない呼吸で、蓮れんと藍あいは恨みがましく桐山を見あげ、反論する。

「なにをいう。風を起こす、おれの力だぞ？　つまり、おれも自力」

　ぐ、ぐぬぬ。

　蓮と藍は、悔しげに奥歯を噛かみしめた。

「ご、ごめんね……？」

　唯一、自力ではなく崖を登ってきた澪みおが、心底からすまなそうな顔で、蓮と藍のふたりにお茶を手渡す。彼女が背負っていたかえる型のリュックサックから取りだした、それは魔法瓶のお茶だった。

　その湯気たつお茶を、蓮と藍はありがたく頂ちよう戴だいして、ずすっ、とすすった。

「……しかし」

　蓮と藍は、お茶をすすりながらあたりを見回し、いう。

「本当に、この山は……なんだ？」

「絶対、日本じゃないだろ、ここ……」

　あたりには、まさに深しん山ざん幽ゆう谷こくといった言葉がしっくりとくる、切りたった山々の光景が広がっていた。その山々のふもとには深い霧が漂っていて、とても日本のものとは思えない。どちらかといえば、中国の秘境、といった趣で満たされていた。

　この地に、蓮と藍は、桐山たちに連れられて、やってきた。

　あの、桐山たちと合流した街から、薫くん風ぷう高校がある街まで移動して……その街の、かつて耕こう太たと犹えぞ守もり朔さくが闘った場所でもあった神社の、隅にあった小さな社やしろから、はるばる転位して、移動してきたのだった。

　お稲荷いなりさまがまつられた、その小さな社の前で、澪がなにかのまじないをつぶやき──。

　と思ったら、社のなかは光で包まれて──。

　その光のなかに飛びこんだら、すぐ、この深山幽谷な山々に到着したのであった。

　ところが、到着してからが大変で、蓮と藍はひと山越え、ふた山越え……なんだかんだでここまでやってくるのに、一週間という時を要してしまった。

「なあ……」

「そろそろ教えてくれても、いいんじゃないのか？」

　蓮と藍は、桐山を見つめ、問いかける。

「壁に耳あり障子に眼めあり」

「だから我らは、あえていままでなにも訊きかずについてきた」

「だが、ここまでくれば、もういいだろう」

「ここがどこで、この先にはだれが待っているのか」

「あと、どのくらいでつくのか」

「ホントにメシに不自由することはないのか」

「ついでにフロも」

「教えろー、教えろー、バンチョー」

　蓮れんと藍あいの問いかけに、桐きり山やまは、ちら、と澪みおを見やった。

　澪は、しっかりとうなずく。

　そのうなずきを見て、桐山は、「そうだな……そろそろいいか……」と洩もらした。

「──ここは、玉たま藻もさんの山だ」

　その言葉に、蓮と藍は驚く。

「お……大ママの!?」

「だ、だが……」

「〈白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾びの狐きつね〉、愛と情熱の玉藻隠し山、だそうだ。だからおまえたち、〈葛くずの葉は〉も、知らない……だろう？」

　こくこく、蓮と藍は首を縦に振った。

「ちなみに、ここ、異次元空間らしいぞ。妖よう力りよくでもってこしらえた、らしい」

「ま、マジで!?」

「いじげんくーかん!?」

「で、この先にだれが待ってるかは……うん、会ってのお楽しみ、しとけ」

　と、最後まで答えは明かさず、なぜかじらして、桐山は歩きだす。

　蓮と藍は、ぶつぶつと「どーせ、クマなんだろ……？」「絶対、クマだよ……」といいあいながらも、桐山のあとについてゆくのだった。
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　そうして、ようやく蓮と藍が辿たどりついた、山頂付近の、すこし開けた岩場で。

「──ぬおりゃあ！」

「──つぇい！」

　二匹の獣が、闘っていた。

　一匹は、蓮と藍が予想したとおりの、熊くま田だ彗すい星せい。

　彼の、かつては薫くん風ぷう高校の制服だったろうと覚しき衣服は、これまでの闘いの激しさを物語るかのように、すっかりぼろぼろとなって、見る影もなかった。上はほぼ消滅して毛むくじゃらな熊田の巨体をあらわにしていたし、下は下でほとんど短パンのようになってしまって、ほとんど原始人といったありさまであった。

　そして、そんな熊くま田だと激戦を繰り広げていた、もう一匹の獣は。

　あの、乱らんだった。

　かつてちずるの恋人であり、いまは薫くん風ぷう高校で体育の教師なんかをやっていた、〈鬼〉の妖あやかし、乱……彼女もまた、熊田同様、すっかり衣服は消滅して、下着だけの姿となってしまっていた。それでも下着は無事なあたり、さすが鬼のぱんつはいいぱんつというべきだろうか。

「──ぬがあ！」

　隻せき眼がんの熊田が、巌いわおのような身体を震わせて、吼ほえる。

「──ひしゃあ！」

　碧あお色の髪を振り乱し、熊田より縦の長さでは勝っていた体たい躯くの乱が、吼え返す。

「──ぬなななな、なな！」

「──のはは！　ぐひぃ！」

　どちらもフルスイングの拳こぶしを放って、なおかつどちらもノーガードだったものだから、ぐちっ、めちっ、ぬちっ、みちっ、と、見ているほうが痛々しくて顔をしかめてしまうような肉体の破壊音が、あたりには響き渡っていた。そんな、あげくの果てにはがぶりと噛かみつきあったりしている熊田と乱の姿を見つめて、蓮れんと藍あいは、となりに立つ桐きり山やまに、いう。

「……やっぱり、クマじゃないか」

「オニも、いたけど」

　そんな蓮を藍を無視して、桐山は「おーい、熊田さーん」と呼びかけた。

「……ぬ？」

　ようやく熊田は、遠巻きに自分たちを見つめていた桐山たちの存在に、気づく。

「おお……きたか」

　こちらはまだ気づいてないらしかった乱に頭をがじがじとされながらも、桐山たちに向かって、にこやかに手を振った。

「うん、きた。でも、熊田さん……暇つぶしもいいかげんにしたほうがいいと思うぞ」

　近づきながらの桐山の言葉に、熊田は「む」と一瞬、ばつの悪そうな顔をした。

　が、すぐに豪快に笑いだす。

　がっはっはっはっはっ……。

　その笑い声に、熊田にかじりついていた乱は、「ん？」とようやく我に返った。
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　熊田と乱が、暇つぶしにしてはちょっとばかり本気度の高すぎるバトルを繰り広げていた、あの山頂近くの開けた岩場から、ぐるりと裏に回った先。

　そこに、こんな秘境じみた山のなかにしては妙に近代的な、その建物はあった。

　近代的というか、ごくごく普通に、温泉旅館であった。

　どうやら、玉たま藻もはここを自身が営んでいる温泉旅館、〈玉ノ湯〉の別館にでもするつもりだったらしい。やけに真新しいロビーが、蓮れんと藍あいとを待ち受けていた。

「いかんせん、暇でなあ……」

　と、そのがらんとしたロビーを抜け、絨じゆう毯たんの敷かれた廊下をスリッパ履きで歩きながら、ぼっこぼこな顔で、全身、血まみれだった熊くま田だが、照れくさそうに、語る。

「……で、どうだった？」

　そんなぼっこぼこな顔で、熊田は桐きり山やまに尋ねた。

　桐山は、首を横に振る。

「小お山やま田だの行方、まだ、わからない。残してきた仲間たちに、まだ、捜させてるけど……いちおう、こいつら、小山田がどこかへゆくのは見たらしい。でも、どの方向にいったか、覚えてなかった」

　そう桐山に指さされて、蓮と藍は、しょぼーん、とうなだれた。

「わ……わたしたちが、覚えてさえいれば……」

「平常心を保つことができず……我ながら情けない……」

　すっかり蓮と藍はヘコんでしまう。

　そんなふたりの頭を、後ろから、ぐわしぐわし、撫なでまわす大きな手があった。

「なーにいってんだい、おまえたち！」

　それは、やはりぼっこぼこな顔で、全身、血まみれだった下着姿の大女、乱らんだった。

　乱は、ぼっこぼこな顔で、にっかりと笑う。

「ちずるさまがああなっちまったんだ……平常心なんか保てってほうがおかしいだろ。いいんだよ。悲しいときは泣く！　ショックなことがあったらボケる！　さんざんそうやって気がすんだら、あとはちずるさまを取り戻すため、がんばるんだ！　だろ？」

　蓮と藍は乱を見あげて、すん、と鼻をすすった。

「……おまえも」

「泣いたのか？」

「──おまえじゃなく、乱先生だろ！」

　つけもの石のような乱の拳こぶしが、蓮と藍の頭に落ちて、ごんっ、と鈍い音をたてる。

　くー、と蓮と藍は頭を抱えて、その場にしゃがみこみ、うめいた。

「ああ、泣いたさ！　さんざん泣いて、そしてボケた！　すっかりボケボケになったさ！

　もちろん怒りにも震えた！　いや、いまだって怒ってるよ！　さっき、そこのクマは暇だったからあたしと殴りあってたっていってたけどね、あたしは違う。この……怒りに燃える血が！　煮えたぎる熱い血潮が！　だれでもいい、ブン殴らずにはいられないのさ！」

　と、その上腕の筋肉を張りつめさせて、太い血管を浮かす。

　蓮れんと藍あいは、しばらくのあいだ、そんな力こぶを作る乱らんを、涙目になってしゃがみこみながら見あげていたが……やがて、あたりを見回して、尋ねた。

「……なあ、ここには大ママやアイジン所長センパイは、いないのか？」

「あと、どうでもいいけど、たゆらとか……」

　その質問に、「ん？」と熊くま田だ、桐きり山やま、澪みおたちは視線を交わす。乱だけは、煮えたぎる熱い血潮が治まらないのか、ついには涙を流して、「くー！」と身体を震わせていた。

「なんだ、番長どの？　まだ教えてなかったのか？」

「……澪？　どうだったっけ？」

　桐山の視線を受けて、澪はぶんぶんと首を横に振る。

「そうか……うん、まだ教えてなかったみたいだな！　すっかり忘れてた！」

　頭に手を当て、かんらかんらと、桐山は笑った。

　そんな桐山に、蓮と藍の眼めは、まじまじと見開かれる。

「待て……それは、どういう意味だ」

「ま、まさか……」

「おう。玉たま藻もさんやオオカミ、あとバカたゆらの居場所、わかってるぞ、ちゃんと」

　ぬあーにー！

　蓮と藍の発した驚きよう愕がくの叫びが、廊下を抜け、建物中に、響き渡った。

「ど、どどど、どど」

「どーどどど、どーどー」

　と、興奮のあまり、声にならない声を発しながら詰めよる蓮と藍に、桐山はしごく落ちついて、語りかける。

「だから、おまえらも、いってただろ？　壁に耳あり、障子にメアリー……」

「だ、だだだ、だだ」

「だーだだだ、だだー！」

　だったら、みんな、どこにいるんだ？

　そんな蓮と藍の、声にならない声に、桐山は答えた。

「それは……あのひとに聞いたほう、早いぞ」

　そういって、桐山が見つめた先には。

　ひとりの男が立っていた。

　にこやかな顔つきの、その初老の男性は、自分から蓮と藍の元へと近づいてくる。

〈玉ノ湯〉印の浴衣を着て、たったいまひとっ風呂浴びたところなのか、ほんわかと身体から湯気を立たせていた男は、蓮と藍に向かって、微笑ほほえみかけた。

「どうも、はじめまして、かな？」

　ゆるゆると、頭をさげだす。

「蓮れんさん、藍あいさん、あなたがたには、耕太が大変、世話になったようで……耕太の祖父、小山田弦げん蔵ぞうでございます」

　なんてことを述べながら自己紹介をした弦蔵の姿に、蓮と藍の口は、ぽっかりと大きく開くのだった。



　　　★



「な、なぜ!?」

「教えてくれない!?　……のですか!?」

　あたりに、蓮と藍の声が響く。

　たゆらたちの居場所を知りたがる蓮と藍に、弦蔵は、まあまあ、まずはひとっ風呂浴びて、旅の疲れを落としてからにしたらどうかな？　と勧めた。その勧めに従って、蓮と藍は素直に温泉に入り、旅の疲れやらなにやらをしっかりと落とした。

　そうして、蓮と藍は汚れた衣服を着替え、〈玉ノ湯〉印の浴衣姿となって、男湯、女湯の入り口前にあったマッサージチェアーに座って、ぐねぐねと身体を揉もみほぐされながら、フルーツ牛乳を味わいつつ、あらためて弦蔵と向きあって──その結果だった。

「残念だが、まだ教えるわけにはいかんなあ」

　なんて告げられ、それで蓮と藍が黙って引っこんでいられるわけもなく。

　口のまわりをフルーツ牛乳で汚しながら詰めよろうとする蓮と藍に、弦蔵は、まあまあ、と笑顔を浮かべながら、こんなことをいった。

「お嬢さんがたは、なにか感じたりはしないかね？」

　うん？　と蓮と藍は、いぶかしげな顔つきとなる。

「なにか？」

「なんだ？　……ですか？」

「そうだな……こう、プレッシャーのようなものさ。自分の身体のまわりに、重くまとわりついて、じわじわと染みこんでくるようななにか……どうかね？」

「そんなもの……」

「感じないぞ……ません」

　蓮と藍は、顔を見あわせ、互いにうなずいてから、そう答えた。

「なるほど……やはりな」

　にたり、と弦蔵は口の端を曲げ、笑う。

「説明しようか……いまこの国はね、ある力によって覆われてしまっているんだ。〈神〉の力、すなわち、奇稲田くしなだ姫ひめの力にね」

　あ、と蓮れんと藍あいが、口を開けた。

「そう……きみたちも襲われたのだろう？　奇稲田姫の力によって、操られた人々に。奇稲田姫の力はね、この国のすみずみにまで満ちて、そして、人間たちの心をむしばんでいるのだよ。『耕太の仲間を見つけだし次第、捕らえよ』という命でね」

「だ……だが。だけど！」

「そう！　我らはそんな力、ちっとも感じてない！」

「どうしてだと思う？」

　いたずらっぽく微笑ほほえみながらの弦げん蔵ぞうの問いかけに、蓮と藍は、うー、とうなる。

「わ……わたしたち」

「あ……頭を使うのは、その、あまり、得意ではないので……」

　はっはっはっ、と弦蔵は笑った。

「いや、これは失礼した。レディーに恥をかかせるものではないな……ではヒントをあげよう。奇稲田姫の力は、すなわち〈神〉の力だ。そして人は、〈神〉には逆らえない……では、もしもうひとり、〈神〉がいたとしたら？　すでにそのもうひとりの〈神〉に、従っていたのだとしたら？　どうなるだろう？」

「あ」

　蓮と藍が、どうじに眼めをぱちくりとさせる。

「ぱ……パパ!?」

「すでに、パパに会ってたから……わたしたち、パパに従ってたから!?」

「正解だよ、お嬢さんたち。正確には、従っているというよりは、もうすでにほかの〈神〉の陣営に属していたから、というべきかな。だから効かないんだ。奇稲田姫の力がね」

「ぱ……パパ……」

「パパの……おかげで……」

　しみじみと、蓮と藍は自分の手のひらを広げて、視線を落とした。

　その眼には、耕太に対する想いが湧わきあがってきたのか、じんわりと涙が浮かぶ。

「つまり……耕太こそは、我々人間が〈神〉である奇稲田姫に立ち向かうため、なくてはならない存在だったのだが……」

　なにか、急に憂えるように表情を引き締めた弦蔵に、蓮と藍は不思議がる。

「お……大パパ？」

「どうしたんです？」

「本当だったら、ね」

　弦蔵は、憂い顔のまま、答えた。

「耕太のやつも……いまごろは玉たま藻もさんや、望のぞむさん、たゆらくんたちとおなじ場所に、いたはずだったんだ」

　ん？

　いた、はず？

　蓮れんと藍あいが、そろって首を傾かしげる。

「それは、どういう意味ですか、大パパ」

「それじゃ、まるで……」

「そうだ。すべては、わたしたちの考えの甘さが招いたことなのだよ。わたしたちは知っていた。いずれ、ちずるさんのなかに眠る奇稲田くしなだ姫ひめの魂は目覚めてしまうだろうことを、知っていたのだ。だからこそ、さまざまに準備してきた、のだが……」

　弦蔵はうなだれ、その顔の前で手を組んだ姿勢で、語った。

「こうまで……耕太がちずるさんのことを愛していたとは……わからなかった。いや、このことは当のちずるさんですらわかっていなかったことなのだが、しかし、それも言い訳にはなるまい。愚かだった。すべて、わたしたちが愚かだった。もしかしたら……もしかしたら、耕太が、このままわたしたちにとって力にはなってくれないだけではなく……最悪、奇稲田姫でもなく美み乃の里りでもなく、耕太が、耕太こそが、我々にとっての最大の障壁となってしまう可能性すら、生じてしまったのだから……」



　　　２



　波が、岩肌を静かに洗う。

　星がまたたく夜空の下、月明かりに照らされて、海はどこまでもおだやかだった。ごつごつした岩場に人影はなく、あたりには波が押しよせる音と、その波が岩に当たってちゃぷちゃぷと鳴る音とが、ただただ響くばかり。

　と。

　遠く、水平線に、ぽつ、ぽつ、ぽつと、小さく影が浮かびあがる。

　その影は、ゆっくりと岩場に向かって迫ってきていた。

　人だった。

　なんと、夜の海を、人が、泳いでいた。

　それも、犬かきで。

　影はどんどんと数を増し、総勢十人ほどとなって、岩場へと迫る。顔を水面にだして、懸命に泳ぐ、その速度は意外なほど速い。

　やがて、影は岩場へと泳ぎ着いて──這はいあがった。

　ぶるるるる！

　と、全員で、身を震わし、水気を飛ばす。

　まるっきり動物のようなしぐさだったが、それもそのはず、遠方より泳いでやってきたのは、狼おおかみの耳としっぽを生やした妖あやかし、〈人じん狼ろう〉であった。

　マキリ。

　レラ。

　かつて、望のぞむをさらって一族の長に据えようなんてしたこともある、望とは同族だったふたりが、その人狼たちの群れの先頭に立っていた。

　人狼たちは、みな、闇やみに溶けこめるようにだろう、黒ずくめの格好だった。

「──長」

　マキリが、振りむき、群れのひとりに向かって、そう呼びかける。

「違うだろ」

　呼ばれた相手が、苦笑しながら、そう答えた。

「いまの長は、マキリ、おまえだ……おれは群れを捨てた、ロクデナシの大バカ、バカバカバカバカ、バカボンド……そうだな、これからはムサシとでも呼んでくれ。あのころの名で呼ばれるのは、なんだか責められてるみたいで辛いからな」

「じゃ、わたし、オツー？」

　その、狼というより、ライオンといった感じの猛たけ々だけしい髪型をした銀髪の人狼のとなりで、赤毛をしたやけにグラマラスな女性が、自分を指さし、いう。

「おお、そうだな。オツーだオツー。ふむ、じゃあ、コジローはだれかしらん……」

「……承知しました」

　生真面目な顔と口調で、マキリが返事をした。

　その視線を、群れのいちばん奥にいた人物へと、向ける。

「──あなたがたはどうしますか？　ずっと大陸に身を潜めていたあなたがただ……なにか、別名にしておきますか？」

「いや……」

「ええ……」

　と、答えたのは、人狼ではなかった。

　この人狼の群れのなかで唯一、人間だった男女ふたり──そのふたりは、告げる。

「耕太のため、わたしたちは戻ってきた……」

「はい。ですから、どうぞ、清せい流りゅう、かなでと……いえ、小山田清流、小山田かなでと、わたしたちのことはお呼びください」

　そう、どこか耕太の面影を宿した、しかしだいぶ美形であった男女ふたりは、マキリに微笑ほほえみかけるのだった。



（つづく）



    

  
    
      
謝罪会見



「申し訳ありませんでした！」

（憔しよう悴すいしきった顔の人物が深々と頭を下げる）

（どうじにカメラのシャッターが切られてフラッシュが焚たかれ、その憐あわれな人物をぴかぴかと、容赦なくまばゆく照らしだす）

「わたくし、西野かつみは、このたび、前回あんな引きかたをしておきながら、およそ一年のあいだ、読者のみなさまをお待たせしてしまうという罪を犯してしまいました……作家的にはアレでも社会的にはとても許されることではなく、大変、反省しております。誠に、申し訳ありませんでした！」

（再度頭を下げる憔悴さん。再度焚かれるフラッシュ。ぴかぴかぴー）

（その後、質疑応答に移る。記者から質問が浴びせかけられる）

「え？　あ、ハイ、この一年、わたしがなにをしていたかというと……いや、違います！　遊んでなんかちょっとしかいません！　わたしは、わたしなりに努力を……ハイ。そうですね。形にならない努力は、努力とはいわない……そのとおりです。ですが、当『かのこん』もクライマックスだぜ！　を迎えるにあたりまして……違います！　電王なんてちょっと全話しか観みてません！　えー、クライマックスを迎えるにあたりまして、これまで登場したいろんなキャラクターたちに光を当てたいとか、いろんな伏線に決着をつけたいとか、そんなことを思うあまり、プロットの段階で試行錯誤したといいますか四苦八苦したといいますか……ええ、ええ、そうですね。たしかにシリアスはあまり向いてないのかもしれません。なにせ、いちゃラブシーンだとえらく楽に筆が進むのに、シリアスなシーンになったとたん、これがもー、進まねー進まねー、我ながらびっくりしちゃってさー。なんだろうねコレ。え？　作者の人格がシリアスじゃないから？　だからシリアスシーンを書けないんだろうって？　あっはっはっ、余計なお世話だよバカヤロウ。……って、スミマセンスミマセン！　ちょっと調子にのりました！　ハイ！　わたしはゴミです！　ゴミ虫です！　生まれてきてスミマセン！　恥の多い人生を歩んできました！　うう……」

（涙ぐみ、目元を腕でこすって拭ぬぐう小水さん、もとい憔悴さん。フラッシュぴかちゅー）

「は、ハイ！　つぎは、つぎこそは！　またとんでもないところで終わってしまっていることもありまして、とにかく早めにお届けしたいと思います……いえ、します！　思うんじゃなく、早めに届けます！　つぎこそは、つぎこそはー！　必ずやー！」

（会見終了。逃げるように去る憔悴さん。追う記者。フラッシュフラッシュフラッシュ）

　平成二十二年十一月　本当に次巻は必ず……マジゴメンでした

西野　かつみ
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